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4月 5月 6月
1 土 閉　 月 閉 木

2 日 閉　 火 閉 金

3 月 水/祝 閉　　 土 閉　

4 火 　 木/祝 閉　 日 閉

5 水 金/祝 閉　 月

6 木 土 閉 火

7 金 日 閉 水

8 土 閉　　 月 木 　　

9 日 閉  4月 Ⓣ 火 　　 金

10 月 水 土 閉

11 火 木 日 閉  6月 ⓉⓂ
12 水 金 月

13 木 土 閉  火

14 金 日 閉  5月 Ⓣ 水

15 土 閉　　 月 6月受験科目
新規リポート締切 木

16 日 閉　 火 金

17 月 5月受験科目
新規リポート締切 水 土 閉  Ⓖ

18 火 木 日 閉

19 水 金 月 7月受験科目
新規リポート締切

20 木 土 閉 火

21 金 日 閉 水

22 土 閉   Ⓖ　 月 木

23 日 閉　 火 金

24 月 水 土 閉  

25 火 木 日 閉

26 水 金 月

27 木 土 閉  Ⓖ 火

28 金 日 閉  水

29 土/祝 閉 月 木

30 日 閉 火 リポート締切 金

31 水

発行月 7 日までに郵送されない場合は、中央印刷事務器株式会社内・法政大学通信教育部教材発送係（TEL：03-3265-4857）
まで、必ずご連絡ください。問い合わせは発行月の 8 日以降とし、法政大学通信教育部の学生である旨を伝えてください。
なお、『法政通信』は発行月の前月中旬に大学登録住所への発送手続きを行っています。前月中旬以降に住所変更の手続き
をした場合は旧住所宛に発送しますので注意してください。

◉『法政通信』の未着について◉

Schedule
※新型コロナウイルス感染症の状況

により、Schedule も変更の可
能性があります。最新の情報は
法政大学通信教育部 Web サイト
で確認してください。（ ）閉 事務室閉室

Ⓜ メディアスクーリング試験

Ⓖ 学習ガイダンス（オンライン）
Ⓣ 単位修得試験

Ⓢ スクーリング
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単位修得試験登録票（メディアスクーリング試験登録票）〔ハガキ〕での登録方法

•  単位修得試験（メディアスクーリング試験）の試験登録は Web 学習サービスからの登録を推奨しています。
•  Web 学習サービスでの試験登録以外に、単位修得試験登録票（メディアスクーリング試験登録票）〔ハガキ〕

での登録も可能です。
•  各回の試験登録期間内（登録期間は［『学習のしおり』▶ 「単位修得試験・メディアスクーリング試験登録

締切日一覧」］を参照）に、受験科目および受験会場を登録してください。
•  単位修得試験登録票（メディアスクーリング試験登録票）［ハガキ］で提出される場合は、下記登録票に必

要事項を記入のうえ切り取り、郵送（郵送の場合は郵便ハガキに貼付し）または大学設置の提出箱に投函し
てください（提出箱はボアソナード・タワー門外にあります (『学習のしおり』「市ケ谷キャンパス案内図」
を参照）。

•  記入例は前ページを確認してください。
•  郵送の場合は、締切日必着です。日程に余裕をもって郵送してください。なお、郵便上のトラブルが原因で

も締切日までに届かない場合は無効となります。
•  提出箱への投函は、締切日 16：00 まで（厳守）です（提出箱はボアソナード・タワー門外にあるため、

試験登録期間内であれば何時でも提出可能です）。
•  通信教育部事務室窓口や、単位修得試験会場では受け付けません。
•  このお知らせは『法政通信』2 月号、3 月号、4 月号、10・11 月号で掲載予定です。登録票が不足する場合、

コピーをして利用してください。

【郵送先】
〒 102-8445
東京都千代田区富士見 2-17-1
法政大学通信教育部
｢ 通信教育課学生担当 ｣ 宛

※ 大学設置の提出箱に投函する場合は、郵便ハガキに
貼付する必要はありません。

※  2022 年度以前に使用していた単位修得試験登録票
もお使いいただけます。
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新入生の皆様、ご入学おめでとうございます。
2022年度も新型コロナウィルスの影響を少なか
らず受けておりましたが、社会がウィズコロナにシ
フトしつつあり、通信教育部のほぼすべてのスクー
リングが対面で行われました。今後感染症法上の分
類が変更されたら、全員マスク姿という歴史上前代
未聞の風景も少しずつ元に戻って来るかもしれませ
ん。コロナとは関係ありませんが、個人的には、近
年よくみられる歩きスマホ風景もあまり見栄えの良
いものではないと憂えております。新入生の皆様は、
それぞれの目標や目的に沿って、強い学習意欲と向
学心をもって入学されたことと思います。誌面をお
借りして、皆様にご挨拶させていただくとともに、
これから皆様が歩き始める「知の大陸」への旅立ち
にエールを送らせていただきたいと思います。

＜本学通信教育部のあゆみ＞
本学通信教育部は1947年、大学通信教育課程と
して日本で最初に開設された歴史と伝統ある通信
教育部です。「自由を生き抜く実践知」を社会への
約束に掲げ、リポート添削、スクーリング（面接
授業）、メディアスクーリング（e-learning）、卒業
論文指導等を行っており確かな学びが可能です（法
政大学通信教育部Webサイトより一部簡略化）。
創設時のコンセプトは、日本国憲法第26条や教育
基本法第3条に明記されている「教育の機会均等」
の精神を実現することでした。つまり、戦後の復
興期にあった我が国では、通学課程の大学に進学
することは経済的な理由により多くの国民にとっ
て必ずしも容易ではない時代でした。通信教育制
の大学が、意欲や能力があるにもかかわらず、経
済的事情等で通学課程への進学をあきらめざるを
得なかった若者の受け皿になっていたわけです。
その後我が国が経済的な復興を遂げていく中で、
1950年代には数％だった4年制大学への進学率は
次第に上昇し、1980年代には25％を超え、2009年

には遂に50％を超えるまでになりました。18歳人
口の半数以上が4年制大学に進学するようになっ
たわけです。それに対して、本学通信教育課程の
学生数は、一時は2万人以上が在籍していました
が、通学過程に進学する学生の増加と通信制課程
を持つ大学の増加も相まって、次第に減少してい
きました。しかしながら、ここ数年の傾向をみると、
本学通信教育課程の学生数は5000人前後で下げ止
まり、現在では本科生、選科生合わせると約6500
人まで増加しております。この原因はいろいろ考
えられますが、通信制大学にも社会人学び直し（リ
カレント教育）やピンポイントでのスキルアップ
（リスキリング教育）など、通学過程とは異なる一
定の役割があり、それが定着してきたことが一因
であると考えています。

＜通信教育の新しい取り組み＞
本学通信教育課程に入学された皆様は、オーソ
ドックスに大卒資格（学士号）を取得したい、好
きな学部・学科で新たに学び直したい（リカレン
ト教育）、教員免許状等の各種資格を取得したい、
知識を刷新してスキルアップしたい（リスキリン
グ）など、さまざまな目的を持っていると思いま
す。そのために、本学通信教育課程では、目的に
応じて現在のところ３つの就学スタイルを用意し
ています。また、それに加えて年6回の学習ガイ
ダンス、卒論一般指導など、さまざまなサポート
メニューも用意されています。とくに最近充実し
てきているのが、オンデマンド方式のメディアス
クーリングです。決められた時間に授業が行われ
る通常のスクーリングに対して、自分の好きな時
に何度でも繰り返して授業を視聴できるメディア
スクーリングの受講生は年々増加しています。科
目数も毎年増加し、2022年度ではなんと100科目
近い授業を提供しています。デジタル時代を迎え
てこのような新しいメディアを利用した教育サー

～人新世の大学通信教育～
2023年度前期新入生を迎えて

通信教育部長　前杢 英明
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ビスはこれからますます発展していくと思います。
コロナ禍で苦肉の策として行われたインターネッ
ト会議システムを利用したリアルタイムのオンラ
インスクーリングは、実はメリットも大きいこと
が、学生や教員のアンケートからわかり、アフター
コロナの時代にはそのメリットを活かした新たな
スクーリング方式を充実させる計画もあります。
さらにコロナ禍での人出状況報道などでよく耳に
したと思いますが、ビッグデータ等を活用して社
会分析に応用するデータサイエンスが最近話題に
なっています。通信教育課程でもデータサイエン
スに関する基礎的な科目を新設いたしました。コ
ロナ禍での経験は今後の通信教育のあり方を考え
させられるきっかけになったとも言えます。

＜デジタル時代の弊害＞
上記のような通信教育の新しい方法を取り入れ
ていく一方で、従来の郵送によるリポートの提出・
添削がなくなるわけではありません。しかし、最
近はインターネット等を通じたさまざまなデジタ
ル情報があふれており、電子データとして簡単に
取りこめる環境になってきました。その弊害とし
て、リポート等において、他人の著作物を引用元
を明示せずに無断で引用し、あたかも自分が作成
したオリジナルの文章として提出する、いわゆる
「剽窃」案件が増加しています。テストで言うなら
ば、いわゆる「カンニング」行為に相当します。
剽窃を自動的に検知できるアプリもあるので、本
人はばれないだろうと思ってやっているのでしょ
うが、すぐにわかってしまいます。このような行
為が発覚すると指導や処分の対象になることもあ
りますが、一番大きいのはせっかく授業料を払っ
て学んでいるのに、まったく本人のスキルアップ
につながっていないということです。剽窃は百害
あって一利なしです。文献の正しい取り込み方、
引用の仕方なども含む大学での学びに関する基本
的な初年次教育にも今後力を入れていく予定です。

＜人新世における通信教育＞
人類が地球の環境に強い影響を与えるように
なった地質時代を人新世と呼ぶという検討が国際
地質科学連合で行われています。大量の核物質や
プラスチック類の堆積、極端な温暖化などが始まっ

た時代です。このような地球的課題に対して人類
はどのようなスタンスで対処するべきか、持続可
能な社会とは何か、さまざまな議論があらゆる分
野で行われていますが、人類がすすむべき道筋に
ついていまだ十分なコンセンサスが得られている
とは言いがたい状況です。
経済に都合の悪い温暖化は認めないという世界
的指導者、もっとも影響が大きく無意味な環境破
壊である戦争や国際的緊張、社会の分断、パンデ
ミック対応の自国優先主義など、眉をひそめたく
なるようなニュースが毎日のように飛び込んでき
ます。人権という概念はたいへん重要でもっとも
大切にしていかなければならない人類の知恵だと
思いますが、人権は個人間、社会間、国家間、民
族間などで尊重される概念であるはずなのに、ど
うも人類は地球上のすべての生物の中で人類のみ
が生存権があり、それが人権であると勘違いして
しまっているのではないでしょうか。人類のみが
都合のよいように地球を利用する権利などないと
思います。人新世には人間と自然を一体として捉
える考え方（新しい生態学）が必要となってくる
でしょう（オズワルド・シュミッツ、2022）。
本学でもSDGsや地球温暖化等に関連する授業
が開講されています。本学通信教育部で学ぶ皆様
は、このような地球的課題に関して、大局的、俯
瞰的にとらえることができるスキルを身に付けて
いただきたいと思います。
本学通信教育部は新しい高等教育の役割を担う
ため，今後も不断の改革を続けていくことになる
と思います。そのためには、学生の皆様の意見を
十分に聞くことも重要であると考えています。新
入生の皆様が、単に受動的に学習するだけではな
く、積極的に新しい通信教育課程を創造していく
ことにご協力いただければ、これほど嬉しいこと
はありません。
通信教育部は、皆様の大学生活充実のためにしっ
かりサポートしながら寄り添って参ります。

前杢　英明（まえもくひであき）
1961年生。広島大学を経て 2013 年 4 月より法政
大学文学部教授
専門は自然地理学、変動地形学、第四紀学。博士（文
学）（広島大学）
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■連絡事項
2023年度　通信教育部学事日程について（予定）

　2023 年度の学事日程（予定）は、下表のとおりです。
　スクーリングの開講科目などの詳細については、3月号・4月号でお知らせします（Web 学習サービス
には 2月中旬に掲載予定）。

スクーリング
単位修得試験 その他

春期・夏期・秋期・冬期 週末・メディア
ゴールデンウィーク 地方

【春期】	 	 	
〈授業開始〉
4月	 7 日（金）

〈授業終了〉
7月 20 日（木）

【夏期】	 	 	
1 群　7月24日（月）～7月29日（土）
2 群　7月31日（月）～ 8月	5日（土）
3 群　8月	7日（月）～ 8月	9日（水）

【秋期】	 	 	
〈授業開始〉
9月20日（水）

〈授業終了〉
1月 20 日（土）

【冬期】	 	 	 	
1群　	1月22日（月）～1月27日（土）
2群　	1月29日（月）～2月	3日（土）

【前期／メディア】
〈授業開始〉
4月	7 日（金）

【ゴールデンウィーク】
5月 3日（水）
～ 5月 5日（金）

【前期／週末】
6月 25 日（日）
7月	 2 日（日）
7月	 9 日（日）

【前期／メディア】
〈授業終了〉
7月 20 日（木）

【後期／メディア】
〈授業開始〉
10 月 1 日（日）

【後期／週末】
11 月 19 日（日）
11 月 26 日（日）
12 月	 3 日（日）

【後期／メディア】
〈授業終了〉
1月 20 日（土）

【大阪】
5月 19 日（金）
～ 5月 21 日（日）
【仙台】
6月 2日（金）
～ 6月 4日（日）

【札幌】
10月 7日（土）
～ 10月 9日（月）
【名古屋】
11月 3日（金）
～ 11月 5日（日）
【福岡】
12月 15 日（金）
～ 12月 17 日（日）

4月 9日（日）

5月 14 日（日）

6月 11 日（日）

7月 16 日（日）

10 月	1 日（日）

11 月 12 日（日）

12 月 10 日（日）

	1 月 21 日（日）

入学式
4月	3日（月）

9月卒業
9月30日（土）

学位記交付式
10月	1日（日）

学位授与式
3月24日（日）

【春学期／前期】
＜授業実施＞　　　　7月 17 日（月）海の日
＜休講（祝日含む）＞ 	4 月 29 日（土）昭和の日、5月 1日（月）創立記念日の振替、5月 2日（火）レクリエーショ

ンデー、5月 3日（水）憲法記念日、5月 4日（木）みどりの日、5月 5日（金）こどもの日
（ただし、ゴールデンウィークスクーリングを除く）

【秋学期／後期】
＜授業実施＞　　　　9月 23 日（土）秋分の日、10 月 9 日（月）スポーツの日、11 月 23 日（木）勤労感謝の日
＜休講（祝日含む）＞ 	11 月 3 日（金）文化の日、1月 8 日（月）成人の日、1月 12 日（金）（3限～）大学入学共

通テスト準備、1月 13 日（土）大学入学共通テスト実施

終日開講
　　9時 00 分～17 時 00 分

1・2 群：午前 /午後 /夜間の3部制	
　　午前		 9 時 00 分～ 12 時 30 分
　　午後	13 時 10 分～ 16 時 40 分
　　夜間	18 時 00 分～ 21 時 25 分
3 群および 1・2 群の 3 日間集中：
終日開講
　　9時 00 分～ 17 時 00 分

1・2 群：午前 /午後の 2部制	 　
　　午前		 9 時 00 分～ 12 時 30 分	
　　午後	13 時 10 分～ 16 時 40 分	
3 日間集中：終日開講　	
　　9時 00 分～ 17 時 00 分

特
集

連
絡
事
項

教
務

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

教
材

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

学
生
会
だ
よ
り

2023 年度 法政通信 4月号

連
絡
事
項



5

開催日程 開催形式 内　容

4 月 22 日（土）
13：00 ～ 15：00

Web 会議システム
「Zoom」を使用した
オンライン形式※

初学者向け事務ガイダンス（学習のしくみや単位の修得方法な
ど基本的な学習の進め方、図書館の利用方法などを事務より解
説します。ガイダンス内での質疑応答時間はありません。）

※インターネット環境や使用機器の確認等、各自で必ず事前準備を行ってください。

4月 22日（土）学習ガイダンスについて

・	Web会議システムZoomを利用したオンライン形式による学習ガイダンス（初学者向け事務ガイダンス）
について、以下のとおり開催いたします。

　2023 年度新入生はもちろん、在学生の方も参加可能です。昨年も多数の参加者がありました。

1．開催日時・形式等

2．募集人数
約 100 名
参加申込者が多数の場合、参加者数を調整す
る場合があります。

3．申込方法
参加を希望する方は、Web 学習サービス
「Information」にてお知らせする参加申込
フォームより申し込んでください。折り返し、
事務局より「Zoom」ミーティングのログイン
情報をWeb 学習サービス「大学からのお知
らせ」に掲載します。

（1	）Web 学習サービス「Information」に参加
申込フォームのURLを掲載
4 月 4日（火）

（2	）参加申込フォームから申し込み
4 月 4日（火）～ 4月 17 日（月）

（3	）事務局より参加者へWeb 学習サービス「大
学からのお知らせ」に「Zoom」ログイン情報・
ガイダンス後アンケートフォームURLを掲載
4 月 18 日（火）

4．ガイダンス後アンケート実施
ガイダンス参加者を対象にアンケートにご協
力をお願いします。ガイダンスで解決できな
かったことや個別の相談内容を記入いただく
と後日、事務局よりWeb 学習サービス「大
学からのお知らせ」にて個別に回答を掲載し
ます。また、質問が多い内容は個人情報に十
分配慮して一部加工のうえ公開します。

（1）アンケート締切
4 月 27 日（木）

（2）アンケート質問への回答
5 月中旬（予定）

・	2023 年度の学習ガイダンスはWeb 会議システム Zoomを利用したオンライン形式で開催します。2023
年度の予定は下記のとおりです。
・	今後、内容や日程が変更となった場合など、Web 学習サービスで最新の情報をお知らせします。

※インターネット環境や使用機器の確認等、各自で必ず事前準備を行ってください。
　いずれも事前に申し込みが必要です。

学習ガイダンス（オンライン形式）のお知らせ
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）

開催日程 開催形式 内容

4 月 22 日（土）

Web会議システム
［Zoom］を使用し
たオンライン形式
※

初学者向け事務ガイダンス（学習の進め方、図書館の利用方法など）

5 月 27 日（土） 卒業生による学習体験の座談会と卒業生への学部別グループ相談会

6 月 17 日（土） 各学科担当教員による学習活動方法の講演

10 月 21 日（土） 初学者向け事務ガイダンス（学習の進め方、図書館の利用方法など）

11 月 18 日（土） 卒業生による学習体験の座談会と卒業生への学部別グループ相談会

12 月 2 日（土） 各学科担当教員による学習活動方法の講演
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　テキスト学習・リポート作成などに際しては、できるだけ自分で努力することが必要ですが、通信学習、
卒業論文指導（文学部・経済学部）にて不明な点がある場合には、担当教員に対して書面で質問ができる
制度です。教員に学習内容について質問することで、より学びを深めることができますので、ぜひ利用し
てください。詳細は『学習のしおり 2023』p.149 を参照してください。

学習質疑制度

新型コロナウイルス感染症に関する対応について

　新型コロナウイルス感染症の拡大に関連し、本学では大学Web サイトにおいて、大学行事の実施・変更
を含めた大学としての方針、対応のお知らせや、注意喚起を行っています。これに伴い、通信教育部に関
する行事等のお知らせを通信教育部Web サイトに掲載しています。
　状況は日々変化しておりますので、今後、通信教育部に関する行事等の中止または延期、手続き期間等
の変更については、Web 学習サービスおよび通信教育部Web サイトにてお知らせします。
　通信教育部生の皆さんは、定期的に本学Web サイトおよび通信教育部Web サイトを閲覧して、最新の
情報を確認してください。

在学生アンケートの実施
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6370（学籍担当）

　通信教育部の今後の教育・運営などの参考にさせていただくことを目的に、通信教育部に対する満足度
や学習活動などについてアンケートを実施いたしますので、ご協力をお願いします。

1.　実施時期
2023 年 3 月 1 日（水）～ 5月末（予定）

2．アンケート回答方法
Web 学習サービスへログイン→その他各種申
請→申請を行う　から入力

Web 学習サービス
https://ceportal.hosei.ac.jp/campusweb/top.do
※ 	Web 学習サービスのログインパスワード
が不明の場合は、『学習のしおり 2023』p.146
を参照して、パスワード発行の申請をして
ください。

　「緊急連絡先記入シート」（『学習のしおり 2023』p.247 を利用、または通信教育部Web サイトからダウ
ンロードも可）は体調不良など緊急の事態が生じた場合にご家族や関係者の方へ連絡をするために使用す
るものです。注意事項をお読みのうえ、必要事項を記入して単位修得試験やスクーリング受講期間中に健
康保険証とともに携帯してください。また、Web 学習サービスログイン後、「その他各種申請 - 申請を行う」
メニューより登録も受け付けています。
　併せて、医療機関との連携をとりやすくするため、Web 学習サービスにて「健康状態確認票」の入力も
お願いします（入力方法および注意事項は『学習のしおり 2023』p.248 を参照）。

体調不良などの緊急時に備えて
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Web通信学習相談制度
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）

Web通信学習相談では、主に以下に関する質問を受け付けます。
（※次ページ「3．その他」に該当する内容は除く。）

（1）リポートの書き方　　　　　（2）単位修得試験の対策　（3）スクーリングの学習方法
（4）卒業論文作成の心構え　　　（5）テキストの使い方　　（6）学習計画の立て方
（7）その他、一般的な学習方法

　Web通信学習相談制度は、メールで学習相談をする制度です。学習計画の立て方や、リポート作成、単
位修得試験のための学習方法など、通信教育部の卒業生が「通信学習相談員」として皆さんに丁寧にアドバ
イスをします。学習上で悩んでしまったら、ぜひ相談してみてください。必ず学生本人が利用してください。

1．利用回数
1 人あたり 4回／月まで

2．「Web通信学習相談制度」メール送信方法
（1）相談入力　
①　メールを送る　　【例】学生証番号 1750999　法政通子さんの場合

②　原則として 10 日程度で学習相談員から回答のメールが届きます。
③	　	相談員は、卒業生であり教員ではありませんので個別の科目の具体的な内容の指導はできません。

学習上の一般的な相談をしてください。特定の科目の内容の質問については、「学習質疑制度」（『学
習のしおり 2023』p.149）を利用してください。

④　	本制度を円滑に運用するために「Web 通信学習相談制度」（『学習のしおり 2023』pp.147-148）を
読み、ルールに従って利用してください。従っていただけない場合は、本制度の利用を停止する
ことがあります。あらかじめご了承ください。

宛先：○○○@ml.hosei.ac.jp                       
件名：法政 通子 １7５０９９９           

学習の進め方について
 
仕事との両立が難しく、なかなか学習を進めることができません。 
相談員さんはどのように学習を進めて年間にどのぐらい単位を修得していましたか？ 
 
【現在の状況】 
2015年 10月入学 ３年生（３年次編入）、 
現在の修得単位数 ２単位 
現在、春スクで３科目受講中。リポート提出科目 なし 

特
集

連
絡
事
項

教
務

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

教
材

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

学
生
会
だ
よ
り

2023 年度 法政通信 4月号

連
絡
事
項



8

（2）送信先
本科生・科目生とも自分の所属学科の宛先に送ってください（＠の前は大文字です）

所属 学習相談送付先
法律学科 HOU@ml.hosei.ac.jp
日本文学科 NICHI@ml.hosei.ac.jp
史学科 SHIGAKU@ml.hosei.ac.jp
地理学科 CHIRI@ml.hosei.ac.jp
経済学科 KEIZAI@ml.hosei.ac.jp
商業学科 SHOGYO@ml.hosei.ac.jp

3．その他

【注　意】
●	手続きや制度に関する質問事項（『学習のしおり 2023』p.23「通信教育部	各問い合わせ先」に記
載された項目）は、まず通信教育部事務室に確認しましょう。
●	各科目の学習上の具体的な疑問点については「学習質疑制度」（科目担当教員に直接質問する制度。
『学習のしおり 2023』p.149）を利用しましょう。

法政大学学習支援ハンドブックについて

　通学課程で公開されているハンドブックです。この冊子に記載されている「レポートの書き方」はとて
も参考になります。下記の内容が掲載されています。

01	 与えられたレポート課題の意図をよく理解する

　　レポート課題を吟味しよう！
02	 先行研究等を収集する

　　文献や情報の集め方
03	 集めた情報を整理し、構成を考える

　　アイデアのまとめ方　　レポートの構成　　論証するには？
04	 アウトラインに基づき執筆を進める

　　アカデミックライティングの基礎　　先行研究の適切な引用と区別
05	 文章の推敲を行い、指定された課題にあっているか確認

　　レポート提出前のチェックポイント　　レポートの文章術
　　レポート書式の例
06	 指示された方法で、提出する

　ぜひ、これからの学習の参考にしてください。

参考：2022 年度版表紙

Web 学習サービス
→ 右サイドメニュー
→「通信学習」
→「学習支援ハンドブック」
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不正行為について

リポートにおける剽窃行為について

不正行為の処分について

　提出リポートの中には、他の文献の文章等をそのまま書き写しただけの不適切な内容のものが見受けら
れることがあります。
　このような行為は「剽窃（ひょうせつ）」と言い、学問を行ううえで決して許されない行為です。また、
著作権法上の問題も生じる重大な行為です。

以下のような行為は剽窃行為となります。

　インターネット上に掲載された文章や、書籍や論文の文章、または他人のリポートの文章などをその
まま書き写したり、あるいは語句や語尾を若干変更した程度で、引用であることを明確にせずに、あた
かも自説のように書き、リポートを作成し提出すること。
　※全文ではなく、たとえ一部分であった場合でも、剽窃行為に該当します。

　提出リポートを添削する担当者は、その分野の専門家です。「発覚することはないだろう」と安易に考え、
不正なリポートを作成してもすぐに見抜かれます。真摯な態度で学習に励んでください。

　不正行為を行った場合は停学等の厳しい処分が科されます。詳しくは以下の『学習のしおり 2023』
pp.139-140「法政大学通信教育部不正行為処分基準」（2019 年 4月改訂）を参照してください。
　なお、処分が決定された場合は、通信教育部掲示板および『法政通信』で公示されます。
　単位修得試験・スクーリング試験・リポート作成に際し、不正行為を行うことのないように注意してく
ださい。
　以下のような行為は不正行為となります。

単位修得試験
および
スクーリング
試験時

（例）
・覗き見。いわゆるカンニング。
・問題・答案用紙を配布された後に隣の人と話すこと。
・スクーリング試験で参照可の場合に、隣の人と資料の貸し借りをすること。
・監督者に誤解される行為をし、注意を受けても、その指示に従わない。
・答案用紙を提出せずに持ち帰ること。	 …etc

リポート作成時
（例）
・	インターネット上の文章、書籍や論文の文章、また他人のリポート文章等を書き写
して自分の文章として提出する等の剽窃行為。	 …etc

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6557（学生担当）
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新入生の方へ

　学習を始めるにあたって、以下の点に留意してください。

1．はじめに
『学習のしおり 2023』は学習活動、学生生活
の手引きとなります。必ずよく読み、通信教
育部の学習方法の概要や仕組みなどについて
把握してください。

2．通信教育課程の学習について
通信教育部での学習には、自学自習する心構
えが必要です。リポートの作成方法、具体的
な学習への臨み方などは『シラバス』や『自
立学習の手引き』をお読みください。
また、初学者を対象に、リポートの書き方や
学部ごとの勉強方法について、通信教育部の
担当教員によるオンライン形式の学習ガイダ
ンス（講演）を実施します（本号 p.5 参照）。
過去に実施した学習ガイダンスは、Web 学習
サービスにて動画で公開しています。詳細は
『学習のしおり 2023』p.147 を参照してくださ
い。
不正行為を行った場合は停学等の厳しい処分
が科されます（本号 p.9 参照）。

3．学習の計画の立て方について
カリキュラムを確認し（『学習のしおり 2023』
pp.44-61）、履修する科目を決めましょう。
また、『学習のしおり 2023』記載のリポート
提出や単位修得試験登録の締切日の一覧など
を参考に年間の学習の計画を立てましょう。
テキストを毎日何ページ読んでいくかなど、
学習時間は各自の生活スタイルに合わせて決
めてください。

4．学習を進めていくうえで
（1）学習質疑制度
学習上の疑問点が出てきたら、郵送による「学
習質疑」制度を利用することができます。詳
細は『学習のしおり 2023』p.149 を参照して
ください。回答までには一定の期間が必要で
すので、十分な余裕を持ってください。

（2）Web 通信学習相談制度
リポート作成や試験対策、仕事との両立方法
などの学習を進めていくうえで、一人で解決
できないような悩みを通信教育部の卒業生に
メールで相談することができます（『学習のし
おり 2023』pp.147-148 参照）。

お問い合わせ先は各学部担当および教職資格担当
TEL：03-3264-6529（法学部担当）　　TEL：03-3264-6533（文学部担当）
TEL：03-3264-6534（経済学部担当）　TEL：03-3264-6397（教職資格担当）

■教務特
集
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3．「科目登録届」用紙請求方法
『学習のしおり 2023』p.249 の「用紙請求依頼
書」にて請求してください。

4．「科目登録届」による履修登録方法
登録単位数分の登録料の納入後、必要事項記
入済みの「科目登録届」を提出してください。
「科目登録届」提出後、約 1カ月程度で通教テ
キストとリポートノートを送付します。これ
らの到着をもって登録完了となります（Web
学習サービスからも登録の確認ができます。
Web 学習サービスの成績情報タブに登録科目
名があり、追加履修の欄に単位数が記載され
ていれば登録完了となります）。
※	指定市販本採用科目を登録した場合、配本
はありませんので、リポートノートのみの
送付となります。

「科目登録届」について

1．「科目登録届」の提出が必要となる場合について
(a)	本科生が自学科の教育課程表（カリキュラ
ム表）にない科目を教員免許状取得のため
に、通信学習で履修する場合。

(b)	本科生 3 年次編入学者および学士入学者
が教養課程の科目を通信学習で履修する場
合。

(c)	科目等履修生（教職生・選科生）が通信学
習で履修する場合。
注 1：通信学習ではなくスクーリングで受講

する場合は「科目登録届」の提出は必
要ありません。必要に応じてスクーリ
ングの受講手続きをしてください。

注 2：3年次編入者で外国語科目および保健体
育科目の不足単位を通信学習で履修す
る際は「科目登録届」の提出は必要あ
りません。

2．科目登録料
本科生は 1単位あたり 3,000 円
科目等履修生は 1単位あたり 5,000 円
（ただし、書道実技の登録料は 10,000 円です）

　詳細は『学習のしおり 2023』p.89 を参照してください。

2023年 9月卒業希望の方へ

●	後期生で、すでに卒業論文の単位を修得している全学部生および卒業論文を履修（提出）しない法学部・
経済学部生は、9月の卒業判定を受けるために必要な手続きはありません。下記の表を確認のうえ、卒
業所要単位の充足に努めてください。
●	卒業論文を今回提出する方、年度途中卒業を希望する前期生は、それぞれ手続きが必要です。後述の該
当記事を確認のうえ、手続きを行ってください。
　各手続き期間外の受け付けは一切行いませんので、ご注意ください。
　卒業判定時の有効単位
　　以下の修得単位が有効となります。

リポート
2023 年 7 月 12 日（水）までに提出したもの
ただし、新規提出は 2023 年 6 月 19 日（月）までに提出しなければ以下の単位修得試
験を受けられません。

単位修得試験 2023 年 7 月 16 日（日）までに受験したもの

スクーリング 2023 年度夏期スクーリングまでに修得したもの
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卒業論文提出申請

　対象の方は、以下のとおり手続きを行ってください。
【対象者】　2023 年 9 月卒業を希望している以下の方（前期生・後期生共通）
　　　　　・卒業論文の単位を修得していない文学部生
　　　　　・卒業論文の履修（提出）を希望する法学部生・経済学部生

1．申請書の提出資格

全学部共通

・	本年 3月末までに 100 単位以上修得済みであること。ただし、卒業所要単位とし
て算入できる単位のみ。教職・資格単位などを除く。
　※ 3月末時点の単位は以下の修得単位が有効となります。

リポート 2023 年 1 月 11 日（水）までに提出したもの

単位修得試験 2023 年 1 月 22 日（日）までに受験したもの

スクーリング 2022 年度冬期スクーリングまでに修得した単位

　※	上記期日を過ぎたものは、卒業論文提出申請時において有効単位となりません。
　※通信学習の単位修得には、リポートと単位修得試験両方の合格が必要です。
　※	科目構成単位を満たさない単位も卒業論文提出申請では算入します。
　　（例：4単位構成科目をスクーリングで 2単位修得した場合など）
　※	編入学生は、認定・免除の単位を加算して計算してください。
・本年 3月末時点で 4年次生であること。

法学部
2022 年度冬期スクーリングまでに「卒業論文一般指導（必修）」を受講していること。
なお、「卒業論文一般指導（必修）」は、毎年夏・冬期スクーリング期間中に実施し
ています。

文学部

一貫した論題で、日本文学科生は「卒業論文第 1次・第 2次指導」を受講している
こと。史学科・地理学科生は「卒業論文第 1次～第 3次指導」を受講していること。
なお、有効となる「卒業論文第1次指導」は、2021年4月1日付以降のものに限ります。
※地理学科生は卒業論文提出申請を行うたびに「卒業論文第 3次指導」を受講する
必要があります。本号 p.96 を参照してください。

経済学部

「卒業論文計画書指導」を受講し、「許可」となっていること。かつ「卒業論文中間
報告書指導」を受講していること。
なお、有効となる「卒業論文計画書指導」は、2021 年 10 月 1 日付から 2022 年 10
月 1 日付のものに限ります。

2．卒業論文提出申請書の作成
（1	）本号巻末 p.107 の「卒業論文提出申請書」
に必要事項を記入のうえ、提出してください。
単位数の欄については、卒業に必要な単位数の
うち、修得済みの単位数を記入してください。

（2	）前期生の場合、この申請書は「年度途中卒
業希望書」を兼ねたものとして扱います（全
学部共通）。その場合、法学部・経済学部では
卒業論文が未提出・不合格であっても、卒業
所要単位を満たしていれば、教授会の議を経
て卒業となります。

3．申請書の提出期間
2023 年 3月 10 日（金）から
	 4 月 14 日（金）［必着］
※	締切後の着信・提出については、理由のい
かんを問わず不受理となります。郵送の際
は、必ず簡易書留郵便や特定記録郵便など、
記録の残る方法で送付してください。普通
郵便を利用し、不着・遅延となった場合は
提出されなかったものとし、対応しません。
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卒業論文

1. 論題・分量など（『学習のしおり 2023』pp.72-84 の該当箇所を必ず参照してください。）

法学部
（4 単位）

『学習のしお
り 2023』

p.72 〜参照

卒業論文は学内外を問わず未発表で、かつ学位の取得や懸賞論文への応募を目的として本
学を含むいかなる団体にも提出されたことのないものに限ります。論題は自由ですが、法
律学科の卒業論文につき、法律学に関するものであることが絶対の条件となります。
なお、「卒業論文提出申請書」に記入する論題と最終的に提出される論題との間に、変更
があっても支障はありません。
法学部には卒業論文の「形式審査」があります。『学習のしおり 2023』p.74 を必ず参照
してください（2015 年度から引用文献などの表記方法が変更されました）。作成要領に不
備があると、面接試問の前の「形式審査」で不合格となります。

文学部
（8 単位）

『学習のしお
り 2023』

p.76 〜参照

【論題（テーマ）】
有効期間中の卒業論文指導のもの。
※	日本文学科生は指導教員名と第 1次・第 2次指導を受けた年月を、史学科生・地理学科
生は指導教員名と第 1次～第 3次指導を受けた年月を「卒業論文提出申請書」に記入し
てください。

【用紙・分量など】
日本文学科：	400 字詰縦書原稿用紙（Ｂ 4判）で本文 50 枚以上。パソコン・ワープロ使用可、

パソコン・ワープロ原稿の場合はＡ 4判用紙を使用すること。横書きの可否、
またパソコン・ワープロ原稿のページ設定等については指導教員の指示を受
けること（教員の指導が優先）。

史　学　科：	Ａ 4 判、パソコン・ワープロの使用可。1ページあたりの文字数を 400字の倍
数にすること。本文は 400 字詰原稿用紙で換算して 50枚以上。指定の表紙に
綴じること。詳細は指導教員に確認のうえ作成してください。

地 理 学 科：	400 字詰横書原稿用紙（Ａ 4判）で本文 50 枚以上（ただしパソコン・ワープ
ロ使用の場合に限り、Ａ 4判普通紙の使用可）。

また、地理学科では卒業論文提出の際に卒業論文の要旨が必要となります。卒業論文に添
付して提出してください。詳細は冊子『卒業論文について』を必ず確認してください。入
手方法は『学習のしおり 2023』p.79 を参照ください。

経済学部
（6 単位）

『学習のしお
り 2023』

p.81 〜参照

【論題（テーマ）】
有効期間中の計画書指導・中間報告書指導のもの。「論題」「担当教員名」「科目名」「計画
書指導受講年月」「中間報告書指導受講年月」を「卒業論文提出申請書」に記入してください。
【用紙・分量など】
手 書 き：	原則、Ｂ 4判 400 字詰縦書原稿用紙にボールペンか万年筆で記入し（本文 50

枚以上）、文字が表になるように折り、袋とじにする。
パソコン・ワープロ：卒業論文計画書指導受講時の卒業論文担当科目の定めに従うこと。

4．申請書の提出先
通信教育部　　　学部担当
　　　　　　↑
　　　　　所属学部を記入

5．卒業論文提出申請受理・不受理通知
「卒業論文提出申請書」提出者のうち、要件を
満たしている人に対して「卒業論文提出申請
受理通知」を送ります。要件などを欠く人に
は「卒業論文提出申請不受理通知」を送ります。

なお、発送は 5月中旬になります。5月 20 日
（金）までに通知が未着の場合は、5月末日ま
でに各学部担当へ必ず照会をしてください。
上記期日までに照会がない場合は、いかなる
場合であっても対応できません。

6．教育費納入
所定の期日までに学納金の手続きを行ってく
ださい。
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2．提出期日
2023 年 6月 30 日（金）16：00
	 通信教育部に必着（厳守）
窓口受付は2023年 6月 30 日（金）のみ

9：00～ 16：00
※	上記期日以降は、理由のいかんを問わず受
け付けません。
※	郵送の際は、必ず簡易書留郵便や特定記録
郵便など、記録の残る方法で送付してくだ
さい。普通郵便を利用し、不着・遅延となっ
た場合は提出されなかったものとし、対応
しません。
※	卒業論文提出後、返却・閲覧・差し替えなど
には一切応じません。必ず内容の確認、およ
びコピーを取ってから提出してください。

3．卒業論文審査料
10,000 円
※	論文提出までに、大学から送付する所定の振
込用紙で銀行振り込みしてください。
※大学窓口での受け付けはできません。

4．面接試問日の通知
卒業論文提出締切後、対象者に郵送で通知し
ます。原則として通知した面接試問日の変更
はできません。

5．卒業論文の表紙
「卒業論文提出申請受理通知」と併せて、指定
の表紙を送付します。それ以外の表紙は使用
できません（教員の指示がある場合を除く）。
ただし、論文が厚くなり、指定の表紙でとじ
きれない場合は、市販のファイル・バインダー
などを用いて 2冊（「本文編」と「資料編」な
ど）に分けて提出してください。

6．卒業論文提出申請取り下げ
（1）卒業論文提出申請取下願
卒業論文提出申請書を提出した後に、卒業論
文の提出を取りやめる場合は、必ず卒業論文
提出申請取下願を提出してください。提出先
は、各所属学部担当宛です。
申請取り下げの受付期間は、卒業論文提出期
日と同日とします。その後の取り下げはでき
ません。

※	前期生で卒業論文提出申請と合わせて年度
途中卒業希望申請を取り下げる場合は、必
ず「卒業論文提出申請取下願」と「年度途
中卒業希望申請取下願」の 2枚を提出して
ください。

（2）卒業論文提出申請取下願書式見本
Ａ 4用紙を使用し、以下の書式見本のとおり
作成してください。

7．卒業判定時の単位計算の特例
・文学部
卒業論文を含む専門教育課程 82単位のうち、
80単位までを科目構成単位を満たして修得し、
4単位構成の選択科目を 2単位修得している場
合、科目構成単位を満たしていない 2単位を
教授会の判断のもと修得単位として卒業要件
に加えて 82単位修得したとみなします。
※科目構成単位を満たす履修が望まれます。
　特例を想定しての履修は勧められません。

○○○○年○月○日
○○学部長殿　　　　　○○学部○○学科
　　　　　　　　　　　　　学生証番号
　　　　　　　　　　　　　　氏名　　

卒業論文提出申請取下願
　私は 2023 年 9 月卒業論文提出申請を取
り下げたく、お願いいたします。

取下理由：卒業論文の作成が締切日までに
間に合わないため　など

以上
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2023年 9月　年度途中卒業希望の方へ

　対象の方は、以下のとおり手続きを行ってください。
【対象者】　2023 年 9 月卒業を希望している以下のいずれかに該当する前期生の方
　　　　　・すでに卒業論文の単位を修得している全学部・全学科生
　　　　　・卒業論文を履修（提出）しない法学部生・経済学部生
　　　　　※	「卒業論文提出申請書」を提出する場合は「年度途中卒業希望書」を別途提出する必要はあり

ません（全学部共通）。「卒業論文提出申請書」を提出した法学部生・経済学部生は、卒業論文
が不合格であっても卒業所要単位を修得していれば、教授会の議を経て卒業となります。

　卒業判定時の有効単位
　以下の修得単位が有効となります。

リポート
2023 年 7 月 12 日（水）までに提出したもの
ただし、新規提出は 2023 年 6 月 19 日（月）までに提出しなければ、以下の単位修得
試験を受けられません。

単位修得試験 2023 年 7 月 16 日（日）までに受験したもの

スクーリング 2023 年度夏期スクーリングまでに修得したもの

年度途中卒業希望申請

1．年度途中卒業希望書提出資格
（1	）2023 年 3 月末までに 100 単位以上修得済み
であること。ただし、卒業所要単位として算
入できる単位のみ。教職・資格単位などを除く。
　※ 	3 月末時点の有効単位は以下の修得単位が

有効となります。

リポート

2023 年 1 月 11 日（水）まで
に提出したもの。
ただし、新規提出は 2022 年
12 月 12 日（月）までに提出し
なければ以下の単位修得試験
を受けられません。

単位修得試験
2023 年 1 月 22 日（日）まで
に受験したもの

スクーリング
2022 年度冬期スクーリングま
でに修得した単位

　※	上記期日を過ぎたものは、「年度途中卒業希
望書」提出において有効単位となりません。

　※	通信学習の単位修得には、リポートと単位
修得試験両方の合格が必要です。

　※	科目構成単位を満たさない単位も「年度途
中卒業希望書」提出資格では算入します。

　　	（例：4単位構成科目をスクーリングで 2単
位修得した場合など）

　※	編入学生は、認定・免除の単位を加算して
計算してください。

（2）2023 年 3 月末日時点で 4年生であること。

2．年度途中卒業希望書の記載
本号巻末の「年度途中卒業希望書」に必要事
項を記入のうえ、提出してください。
単位数の欄については、卒業に必要な単位数
のうち、修得済みの単位数を記入してくださ
い。

3．提出期間
2023 年 3月 10 日（金）から 4月 14 日（金）

［必着］
※	締切後の着信・提出については、理由のい
かんを問わず不受理となります。郵送の際
は、必ず簡易書留郵便や特定記録郵便など、
記録の残る方法で送付してください。普通
郵便を利用し、不着・遅延となった場合は
提出されなかったものとし、対応しません。

4．提出先
通信教育部　　　　　学部担当
　　　　　　　↑
　　　　　所属学部を記入
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5．受理・不受理通知
「年度途中卒業希望書」提出者のうち、要件を
満たしている人に対して「受理通知」を送り
ます。要件などを欠く人には「不受理通知」
を送ります。
なお、発送は 5月中旬になります。5月 19 日
（金）までに通知が未着の場合は、5月末日ま
でに各学部担当へ必ず照会をしてください。
上記期日までに照会がない場合は、いかなる
場合であっても対応できません。

6．年度途中卒業希望申請取り下げ
「年度途中卒業希望書」を提出した後に、卒業
を延期する場合は、必ず年度途中卒業申請取
下願を提出してください。手続き・取下願の
作成・受付期間などについては本号 p.14「卒
業論文提出申請取り下げ」に準じます。
※	卒業論文の提出申請取り下げと同時に、年
度途中卒業希望申請も取り下げる場合は、
それぞれの取り下げ手続きが必要です。

7．卒業判定時の単位計算の特例
・文学部
　卒業論文を含む専門教育課程 82 単位のう
ち、80 単位までを科目構成単位を満たして修
得し、4 単位構成の選択科目を 2 単位修得し
ている場合、科目構成単位を満たしていない
2単位を教授会の判断のもと修得単位として
卒業要件に加えて 82 単位修得したものとみな
します。
※	科目構成単位を満たす履修が望まれます。
特例を想定しての履修は勧められません。

8．教育費納入
所定の期日までに学納金の手続きを行ってく
ださい。
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放送大学修得単位の認定について

　本学在籍中（休学中は除く）に放送大学で修得した単位（外国語科目と保健体育科目を除く）を最大 10
単位まで本学の卒業所要単位（スクーリング単位）として認めています。区分は一般教育科目のその他分
野となります。放送大学の専門教育科目であっても本学の認定区分は一般教育科目です。
　放送大学では、選科履修生（1年在学）か科目履修生（6カ月在学）、または集中科目履修生（3カ月在学）
として学習し、成績証明書を 1学期分は 10 月、2学期分は 4月、夏季集中科目分は翌年 1月に教務担当ま
で提出してください。本学での事前登録などは不要です。
　「放送授業科目」は通常 1科目 2単位より開講されていますが、本学では 1単位として扱います。これは
放送大学学則に拠るものです。「面接授業科目」の 1単位科目はそのまま 1単位として扱います。「オンラ
イン授業科目」も本学での認定対象です。
　成績証明書を確認後、本学の単位修得扱いとして認定し、単位認定表をお送りします。単位認定の申請
方法は、以下のとおりです。
　※提出期間を過ぎたものは受け付けません。

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6528（教務担当）

1．提出書類
成績証明書　1通
※成績通知書は受け付けません。

2．提出先
教務担当
※	封筒に「放送大学単位認定書類在中」と朱書
の上、必ず学生証番号と氏名を明記してくだ
さい。

3．提出期間
（1）2022 年度 2学期分
　4 月 6日（木）～ 4月 25 日（火）〔必着〕

（2）2023 年度 1学期分
　10 月 2日（月）～ 10月 31 日（火）〔必着〕

（3）2023 年度夏季集中科目分
　2024 年 1 月 9日（火）
	 ～ 1 月 31 日（水）〔必着〕

4．単位認定通知
（1）2022 年度 2学期分
　5月中旬発送予定

（2）2023 年度 1学期分
　11 月中旬発送予定

（3）2023 年度夏季集中科目分
　2024 年 2 月中旬発送予定
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単位修得試験における欠席の取り扱い

自然災害時の単位修得試験の取り扱い

リポートについてのお問い合わせ先 TEL：03-3264-6578（学生担当）
単位修得試験についてのお問い合わせ先 TEL：03-3264-6565（学生担当）

　単位修得試験当日、病気、事故、慶弔などにより試験を受けられなかった場合、欠席扱いとします。
学校保健安全法施行規則第 18 条に定める感染症についても同様に欠席扱いとします。
　［参考：厚生労働省のWebサイト］
　http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/2r9852000002mcip-att/2r9852000002mdgz.pdf

　台風、大雪、地震などの自然災害により、試験実施ができないと本学が判断した場合については、該当
地域の当日の単位修得試験を中止します。その場合、Web 学習サービス、通信教育部Web サイト「ニュー
ス」・同Facebook、同 Twitter にて速やかに受験生に通知します。
　自然災害による単位修得試験中止の場合、原則として、次回以降の試験を受験していただくことになり
ます。
通信教育部には「追試」や「再試」が一切ありませんので、試験受験に際しては、余裕をもってスケジュー
ルを立てるよう心掛けてください。

科目コードについて

単位修得試験の受験に際して

　単位修得試験の登録や、リポート提出票の科目コードは、『学習のしおり 2023』pp.207-222「科目コード表」
を必ず参照して登録してください。

　単位修得試験の受験に際しては、それぞれ『学習のしおり 2023』の該当ページを参照のうえ、間違いの
ないようにしてください。
　なお、会場その他の変更があった場合には『法政通信』に掲載しますので、毎号必ず目を通してください。

　身体または精神に障がいもしくは疾病がある方で、単位修得試験受験に際して特別な配慮を希望する方
は、『学習のしおり 2023』p.141 を参照のうえ、申し込みの際に学生担当へ連絡してください。

■リポート・単位修得試験

単位修得試験の受験に際して特別な配慮を希望する方へ
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単位修得試験（会場試験）に係る新型コロナウイルス感染症対策

2023 年度より、新型コロナウイルス感染症対策におけるマスクの取扱いについては、以下の通りといたし
ます。

1．法政大学市ヶ谷キャンパスで受験する場合
基本的には個人の判断を尊重しますが、当面の間はマスクの着用を推奨いたします。

2．法政大学市ヶ谷キャンパス以外で受験する場合
上記「1.	法政大学市ヶ谷キャンパスで受験する場合」に準じますが、試験会場の方針でマスクの着用が
義務付けられている場合があります。
マスクの着用が義務付けられている会場で受験予定の方には、受験票発送日にWeb 学習サービスを通
じてその旨をお知らせします。
試験当日はマスクを必ずご持参の上、監督者の指示に沿ってマスクを正しく着用した状態で受験してく
ださい。

※	特別な事情によりマスクの着用が困難な場合には、試験日の 1週間前までを目処に必ず学生担当に連絡
し、受験可能か確認してください。

※	今後、新型コロナウイルスの感染状況が想定を超えて悪化した場合には、上記方針を変更する場合があ
ります。

　変更が生じた場合には、通信教育部Web サイトにて周知しますのでご確認ください。

4月・5月のリポート提出の締切・5月・6月の試験日程

●4月・5月リポート締切日
リポート提出受付期間

備考 添削リポート
返却時期（目安）受付開始日 受付締切日

4 月 3 日（月） 4 月 17 日（月）・5 月単位修得試験受験のための新規リポート・試験
登録票提出締切 6 月下旬

4 月 26 日（水）5 月 15 日（月）・6 月単位修得試験受験のための新規リポート・試験
登録票提出締切 ７月下旬

※	受付締切時間：受付締切日（提出箱投函 16：00/ 郵送必着）厳守。
※	郵送の場合は、日程に余裕をもって郵送してください。2021 年の郵便法改正に伴い、配達日の繰り下げ
が発生しています。なお、郵便上のトラブルが原因でも締切日までに届かない場合は無効になります。
※	リポート提出受付期間以外は受け付けませんので提出前には必ず受付期間を確認してください。

※	受付締切時間：受付締切日（提出箱投函 16：00/Web 登録 23：59/ 郵送必着）厳守

● 5月・6月の試験日程

試験日
試験登録受付期間 受験票

発送予定日 備考 試験結果
通知時期（目安）受付開始日 受付締切日

5 月 14 日（日） 4 月 3 日（月） 4 月 17 日（月）4 月 28 日（金） 6 月下旬

6 月 11 日（日）4 月 26 日（水）5 月 15 日（月） 6 月 2 日（金） 前期メディアスクー
リング試験実施 7 月下旬
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●試験申込時の注意
・スクーリング学習で 2単位を修得後に、通信学
習で 2単位を修得される方は、『学習のしおり
2023』p.33 をよく読んでください。

【Web 登録の場合】
・登録完了まで忘れずに実行してください。登録
後は、自身の画面で登録申請がされているかど
うか受付期間内に必ず確認してください。
・Web 登録は締切日当日や前日はアクセス件数
が多く混雑し、登録エラーが発生する可能性が
あります。余裕をもって登録してください。
・いかなる事情でも締切後の登録は一切受け付け
ません。
・携帯電話・スマートフォンなどのブラウザから
のWeb 登録は避けてください。動作保証対象
外です（『学習のしおり 2023』pp.144-145 参照）。

【郵送の場合】
・	単位修得試験登録票（メディアスクーリング試
験登録票）は本号巻末に添付されています。
・日程に余裕をもって郵送してください。なお、
郵便上のトラブルが原因でも締切日までに届か
ない場合は無効になります。

●受験票について
・受験票発送予定日までは登録などの問い合わせ
には応じられません。なお、受験票発送と同日
にWeb学習サービスにも登録結果を掲載します。
・受験票は本学に登録されている現住所に送付し
ます。登録住所以外に送付を希望する場合は、
受験票発送予定日の 1週間前までに学生担当へ
申告してください。
・受験票が発送予定日以降、試験 4 日前までに
届かない場合は、電話で学生担当へ問い合わ
せてください。なお、試験前日では対応できま
せんので、遅くとも試験日直前の金曜日の午前
中までに問い合わせるようにしてください。

●学割証について
本科生で条件を満たす場合に利用できます。詳細
は p.93 の「学生旅客運賃割引証（学割証）の申請」
を参照してください。

●単位修得試験受験の流れ・注意
単位修得試験の受験に際しては、『学習のしおり
2023』pp.114-116 を参照してください。

試験当日欠席する場合の事前および事後の連絡な
どは不要です。

【簿記Ⅰ・簿記Ⅱ・簿記Ⅲ・簿記Ⅳ（以下簿記科
目と記載）を受験する場合の注意点】
簿記科目は単位修得試験問題・解答用紙が別刷り
となっており、単位修得試験問題冊子（簿記科目
をのぞくすべての科目の問題を掲載）は使用しま
せん。
◇簿記科目のみ受験する者
・単位修得試験問題冊子は持ち帰ることができ
ません。
・簿記科目を 2科目以上受験する場合は、答案
提出時に受験票を監督者に提示し、次の簿記
科目の問題・解答用紙と交換してください。
◇簿記科目以外の科目も受験する者
・必ず簿記科目から先に受験してください（後
に受験することは、不正行為となる場合があ
ります）。簿記科目の答案提出時に、受験票
を監督者に提示し、単位修得試験問題冊子と
解答用紙を受け取ってください。

【試験中の参照可否・使用可能な物品】
・	参照可の科目はありません。『通信学習シラ
バス・設題総覧 2023』の「設題総覧」【設題
解答にあたっての解説・注意等】に必読となっ
ている「参考文献」などは、試験を受験する
までに、きちんと読んで臨むようにしてくだ
さい。
・	経済学部専門教育科目では、次の科目に限り
単位修得試験の受験に際し「電卓」「そろばん」
の使用を認めます。電卓においては、√・％
機能があるものは可。ただし、プログラム機
能（関数電卓等の多機能電卓、公式の記憶機
能がある電卓）・電子辞書・通信機能を持つ
ものは不可。
	「簿記 I」「簿記Ⅱ」「簿記Ⅲ」「簿記Ⅳ」「経
営分析論Ⅰ」「経営分析論Ⅱ」「統計学A／Ⅰ」
「統計学 B／Ⅱ」

【その他の注意事項】
・	試験場内では、すべて監督者の指示に従ってく
ださい。監督者の指示に従わない場合には、退
出していただく場合があります。
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単位修得試験会場

2科目・3科目受験時の注意点

2023年度試験の東京会場（市ケ谷キャンパス）の試験教室について

　2科目、3科目受験の場合、試験開始後 60 分以内に 1科目めを解答後、自身で教卓に答案を提出し、2
科目めの解答用紙を受け取ってください（3科目めも同様です）。試験時間は、解答に要する時間（解答用
紙に問題を書き写す時間を含む）の他、受験者名簿の記入に要する時間および答案の提出に要する時間を
含みます。
　時間超過の場合は、理由を問わず無効答案となりますので、自身で時間管理をしてください。

　2023 年度の単位修得試験において、東京会場（市ケ谷キャンパス）の試験教室は、試験日の 1週間前を
めどにWeb 学習サービス「Information」でお知らせします。また、試験当日、富士見ゲート入口他の掲
示でもお知らせします。

　単位修得試験・メディアスクーリング試験（会場試験）の会場が『学習のしおり』記載の内容から変更
となる場合には、本項目でお知らせします。地図等詳細につきましてはご自身で確認してください。
　また、各会場では大学として駐車場の確保はしていません。実施会場に駐車場がある場合でも、必ずし
も受験者が利用できるわけではありません。試験会場へ来場する場合は原則として公共交通機関を利用し
てください。もし、自家用車を使用する場合は、各自の責任と負担で駐車場の確保をおこなってください。

メディアスクーリング試験（会場試験）について

　メディアスクーリング試験（会場試験）は、前期は 6月・7月の単位修得試験と同日程で行います（ただし、
一部科目はリポート試験を実施）。同一科目につき前期は 6月か 7月のどちらかしか登録・受験できません
（重複受験禁止）。詳細は本号 p.62 ～を参照してください。

新規リポートの作成時の設題年度について

　2022 年度設題での新規提出は、2023 年 3 月 15 日（水）到着分をもって受け付けを終了しました。2023
年 4 月から 2024 年 3 月までに新規提出するリポートは、『通信学習シラバス・設題総覧 2023』に記載され
た設題で作成してください。また、履修学年は 2023 年度の在籍学年となります。
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2020年度以前の設題で再提出評価を受けているリポートの取り扱い

　2020年度以前の設題で、再提出評価を受けているリポートがある場合は、再提出期間が終了しているため、
同じ科目で 2023 年度の設題を新たに解答し、再提出として提出してください。その際、リポート表紙（ピ
ンク色）の枠外に必ず赤字で、「再提出期間終了のため新設題での再提出」と記入してください。
　詳細は、『学習のしおり 2023』（pp.109-111）を参照してください。

外国語科目リポートノートの有効期間

　外国語科目リポートノートの新規提出有効期間は、発行年度を含めて 3年間です。再提出の有効期間は
返却されたリポートの「リポート表紙」にて確認してください。

2023年度卒業予定者および科目等履修生の最終リポート提出締切日・試験

　2023 年度卒業判定時に有効となるリポート・単位修得試験および 2023 年度の科目等履修生の成績対象
となるリポート・単位修得試験は、　以下の日程までのものとなります。

2023年９月卒業予定者・科目等履修生 (後期生 )
内容 日程 注意

最終リポート
締切日

2023 年 7 月 12 日（水）
ただし、新規提出については、2023 年 6月 19 日（月）までに提出しなければ
下記の最終単位修得試験に間に合いません。

※１
※２

最終単位修得
試験日

2023 年 7 月 16 日（日） ※３

2024年３月卒業予定者・科目等履修生（前期生）
内容 日程 注意

最終リポート
締切日

2024 年 1 月 11 日（木）
ただし、新規提出については、2023 年 12 月 11 日（月）までに提出しなけれ
ば下記の最終単位修得試験に間に合いません。

※１
※２

最終単位修得
試験日

2024 年 1 月 21 日（日） ※３

＜注意＞
※１　	郵送（締切日必着）・提出箱（締切日 16：00 まで）ともに、提出締切日時を過ぎて提出されたリポー

ト（再提出を含む）は、一切卒業判定の対象になりませんので注意してください。
※ 2　	最終締切後に提出されたリポートは、翌年度の成績対象となります。したがって、翌年度に学籍が

継続されていない場合（休学を含む）はすべて無効となりますので注意してください。
※ 3　	通信教育部には「追試」や「再試」が一切ありませんので、十分注意してください。
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「書道実技」の通信学習（添削）における履修期間

　「書道実技」を通信学習で履修する場合は履修期間が設けられています。履修期間中にすべての課題が合
格しなかった場合、合格した課題も全て無効となります。詳細は、『通信学習シラバス・設題総覧 2023』に
掲載した「設題総覧」の「書道実技」のページを必ず確認してください。

　「地理調査法（自然編）」の専用リポートノートが 2022 年 4 月より改訂されました。2016 年改訂のオレ
ンジ色のリポートノート（以下、「旧リポートノート」という）の取り扱いは以下のとおりです。

１．2023 年 4月以降は、帯封が若竹色のリポートノート（2022 年改訂）のみ受け付けています。

２．旧リポートノート（オレンジ色）での学習者について
　	　旧リポートノート（オレンジ色）の再提出は、2023年3月で終了しています。必ず上記リポートノート（若
竹色）で提出してください。

　	　その際、リポート表紙（ピンク色）の枠外に必ず赤字で「再提出期間終了のため新設題での再提出」
と記入してください。

　		　なお、旧リポートノート（オレンジ色）で再提出指示がある設題回（Ⅰ～Ⅴ）については、新リポートノー
トで同じ設題回（Ⅰ～Ⅴ）の設題全てに解答し提出してください。
　（例）旧リポートノートで、【Ⅲ	設題 1,2,4,6】について再提出指示があった場合

→新リポートノートの【Ⅲ　設題全て】を解答し提出する。

「地理調査法（自然編）」リポートノートについて

　「簿記Ⅱ」の専用リポートノートが 2022 年 4 月より改訂されました。銀ねずみ色の改訂版リポートノー
ト（以下、「新リポートノート」という）は、2022 年 4 月以降の通教テキスト「簿記Ⅱ」の配本対象者に
一緒に送付します。2021 年度までに配本されている方には送付しません。
　新リポートノートおよび 2017 年改訂の黄色のリポートノート（以下、「旧リポートノート」という）の
取り扱いは以下のとおりです。

１．2022 年 4月以降、新規にリポートノートを提出する場合
　　新リポートノートのみ受け付けます。

２．旧リポートノートでの新規提出受付
　　2021 年度末（2022 年 3 月 15 日）で終了しました。

３．旧リポートノートで再提出となっている場合
　2023 年度末（2024 年 3 月）まで、旧リポートノートでの再提出を認めます。新リポートノートでの新
規提出はできません。

４．旧リポートノートの交換について
　2022 年度末（2023 年 3 月 31 日）で終了しました。

「簿記Ⅱ」リポートノートの改訂について
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　「簿記Ⅲ」の専用リポートノートが 2021 年 4 月より改訂されました。第 1～ 1.2 版のリポートノート（以
下、「旧リポートノート」という）の取り扱いは以下のとおりです。
　なお、2022 年度より新リポートノートの色はコスモス色に変更されましたが、むらさき色の第 2版と内
容は同じです。

１	．2023 年 4 月以降は、帯封がむらさき色（第 2版）かコスモス色（第 2版）のリポートノートのみ受
け付けています。

２．旧リポートノート（むらさき色（第 1～ 1.2 版））での学習者について
　旧リポートノート（むらさき色（第 1～ 1.2 版））の提出は、2023 年 3 月で終了しています。必ず上記
リポートノート（むらさき色（第 2版）かコスモス色）で提出してください。
　再提出の場合、リポート表紙（ピンク色）の枠外に必ず赤字で「再提出期間終了のため新設題での再提出」
と記入してください。

「簿記Ⅲ」リポートノートについて

廃止科目「教育方法論」について
　履修途中※1、新規とも２年間の経過措置期間が設けられますが、経過措置期間終了までに修得できなけ
れば、学習履歴は無効になります。成績対象となる最終のリポート・単位修得試験は 2025	年 1	月までです。

「教育方法論（ICT 活用を含む）」の新規開講について
　令和 3	年度教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準の改正に伴い、「教育方法論（ICT 活用を含む）」
をスクーリングで開講します。詳細は、p.98 の「教育方法論を未修得の方へ」を確認してください。

※ 1	「履修途中」とは、科目構成単位は満たしていないが、単位修得のための有効な学習履歴（リポート 1
設題以上の提出（免除を含む）、スクーリングによる単位修得のいずれかに限る）があることをいいます。

科目名 構成
単位 2022 年度 2023 年度 2024 年度

教育方法論 2 2022 年度末で廃止
経過措置 1年目

（新規・再提出受付可）

経過措置 2年目
（新規・再提出受付可）
最終リポート・最終単位
修得試験は 2025 年 1 月

通信学習科目「教育方法論」科目廃止スケジュール

　2022 年度（2023 年 3 月）をもって通信学習科目「教育方法論」は廃止となりました。詳細は以下のとお
りです。

●教職課程
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2023年度からテキストの改訂・変更がある通信学習科目

　2023 年度の通信学習科目のうち、指定テキストの改訂・変更により経過措置が設けられる科目は以下の
とおりです。改訂・変更前のテキスト（旧テキスト）の経過措置は 2年間（リポート提出は、2024 年度最
終提出期間（2025 年 3 月）まで、単位修得試験の受験は、2024 年度最終試験（2025 年 1 月）まで）です（一
部の科目では経過措置が設けられない場合があります）。詳細は『シラバス・設題総覧 2023』を確認して
ください。

学科 科目名 旧テキスト 新テキスト

教養 健康・スポーツ科
学概論 指定市販本 基礎から学ぶスポーツトレーニ

ング理論（増補改訂版） 指定市販本 最新版・基礎から学ぶスポーツ
トレーニング理論

法律 
学科

行政法 通教テキスト 行政法（第 1版） 通教テキスト 行政法（第 2版）

労使関係論 指定市販本

基礎から学ぶ労働法Ⅰ労働法総
論・個別的労働関係法（第 4版）

指定市販本

基礎から学ぶ労働法Ⅰ労働法総
論・個別的労働関係法（第 4版）

基礎から学ぶ労働法Ⅱ集団的労
働関係法・社会保障法（第 2版） ファーストステップ労働法

日本文
学科

中国文芸史 通教テキスト 中国文芸史（第 1版） 指定市販本 中国文学の歴史　古代から唐宋
まで

日本美術史 指定市販本 カラー版	日本美術史〔増補新
装版〕 指定市販本 日本美術の歴史〔補訂版〕

西洋美術史 指定市販本
『カラー版	西洋美術史』（増補
新装版） 指定市販本

『カラー版	西洋美術史』（増補
新装版）

『西洋美術の歴史』 （なし）

史
学科

日本美術史 指定市販本 カラー版	日本美術史〔増補新
装版〕 指定市販本 日本美術の歴史〔補訂版〕

日本近世史 指定市販本 江戸時代（日本の歴史６）	
（岩波ジュニア新書 336） 指定市販本 大学の日本史 3　近世

日本史特講（日本
仏教史） 指定市販本 日本仏教史 通教テキスト 日本仏教史（第 1版）

西洋美術史 指定市販本
『カラー版	西洋美術史』（増補
新装版） 指定市販本

『カラー版	西洋美術史』（増補
新装版）

『西洋美術の歴史』 （なし）
文化地理学 指定市販本 文化地理学入門 指定市販本 文化地理学ガイダンス〔改訂版〕

地理 
学科

文化地理学 指定市販本 文化地理学入門 指定市販本 文化地理学ガイダンス〔改訂版〕
日本史特講（日本
仏教史） 指定市販本 日本仏教史 通教テキスト 日本仏教史（第 1版）

経済
学科

金融論Ａ 指定市販本 金融論をつかむ 指定市販本 金融（第 1版）
金融論Ｂ 指定市販本 金融論をつかむ 指定市販本 金融（第 1版）

日本経済論Ａ 指定市販本 概説日本経済史　近現代〔第 4
版〕 指定市販本 新・日本経済入門

日本経済論Ｂ 指定市販本 新・日本経済入門 指定市販本 マンキュー	マクロ経済学Ⅰ
入門篇（第 4版）

商業
学科

金融論Ⅰ 指定市販本 金融論をつかむ 指定市販本 金融（第 1版）
金融論Ⅱ 指定市販本 金融論をつかむ 指定市販本 金融（第 1版）

日本経済論Ⅰ 指定市販本 概説日本経済史　近現代〔第 4
版〕 指定市販本 新・日本経済入門

日本経済論Ⅱ 指定市販本 新・日本経済入門 指定市販本 マンキュー	マクロ経済学Ⅰ
入門篇（第 4版）

教職

教育原理 指定市販本 教育を原理するー自己にたち返
る学び 指定市販本 まなぶことの歩みと成り立ち

公教育の原理的探求

教育相談 指定市販本 要説　発達・学習・教育臨床の
心理学 指定市販本

必携：生徒指導と教育相談―生
徒理解、キャリア教育、そして
学校危機予防まで

※指定テキストの詳細は『通信学習シラバス・設題総覧 2023』を参照してください。

特
集

連
絡
事
項

教
務

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

教
材

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

学
生
会
だ
よ
り

2023 年度 法政通信 4月号

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験



26

2023年度でテキスト経過措置期間が終了する科目について

※ 	2023 年度に合格できない場合、次年度以降は最新の指定テキストに対応したリポート設題および単位修
得試験問題を解答することになります（合格していない設題回、または単位修得試験のみ）。

　下記科目の指定テキスト変更による旧テキストの経過措置期間は、2023 年度で終了します。
　リポートの提出（新規／再提出）は 2024 年 3 月まで、単位修得試験の受験は 2024 年 1 月までとなります。

学科 科目名 種別 経過措置テキスト（旧テキスト）

教養課程
（全学部共通）

指①・西洋史 指定市販本 『西洋世界の歴史』

指①・英語２ 指定市販本
『Let's	Learn	English	From	American	
Literature	Ⅱ（アメリカ文学から英語を学ぼ
うⅡ』

指①・英語３ 指定市販本
『Get	Reading!　大学生のための読解演習と基
本文法』

日本文学科

指①・文学概論 指定市販本 『日本近代小説史	新装版』（中公選書）
指①・日本文芸研究特講・
漢文

指定市販本 『教養のための中国古典文学史』

旧・社会思想史 通教テキスト 『社会思想史』（第 2版）

史学科
指①・日本文芸研究特講・
漢文

指定市販本 『教養のための中国古典文学史』

経済学科 旧・社会経済思想史 通教テキスト 『社会思想史』（第 2版）

商業学科 旧・社会思想史 通教テキスト 『社会思想史』（第 2版）
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■スクーリング

※	天災など諸事情により、スクーリングの開催日程に変更が生じる可能性がありますのであらかじめご了
承ください。変更が生じた場合、『法政通信』、Web 学習サービス等で周知します。

※	地方スクーリングの優先地域は『学習のしおり 2023』p.129 を参照してください。

【スクーリングを中止する場合のスクーリング費用の返金について】
『学習のしおり 2023』p.133 にて確認してください。

【インフルエンザや新型コロナウイルス感染症等にり患した場合の取り扱いについて】
『学習のしおり 2023』p.133 にて確認してください。

2023年度スクーリング日程表

スクーリングスクーリング 日　程日　程 『法政通信』掲載号『法政通信』掲載号

前期メディアスクーリング 4 月 7 日（金）～ 7月 20 日（木） 2月号

春期スクーリング 4 月 7 日（金）～ 7月 20 日（木） 3月号、4月号

ゴールデンウィークスクーリング 5 月 3 日（水）～ 5月 5 日（金） 3月号

【地方】大阪市スクーリング 5 月 19 日（金）～ 5月 21 日（日） 3月号

【地方】仙台市スクーリング 6 月 2 日（金）～ 6月 4 日（日） 4月号

前期週末スクーリング 6 月 25 日（日）、7月 2日（日）、7月 9日（日） 4月号

夏期スクーリング
1 群　7月 24 日（月）～７月 29 日（土）
2群　7月 31 日（月）～ 8月 5 日（土）
3群　8月 7 日（月）～ 8月 9 日（水）

5月号

秋期スクーリング 9 月 20 日（水）～ 2024 年 1 月 20 日（土） 7・8月号

後期メディアスクーリング 10 月 1 日（日）～ 2024 年 1 月 20 日（土） 7・8月号

【地方】札幌市スクーリング 10 月 7 日（土）～ 10 月 9 日（月） 7・8月号

【地方】名古屋市スクーリング 11 月 3 日（金）～ 11 月 5 日（日） 7・8月号

後期週末スクーリング 11 月 19 日（日）、11 月 26 日（日）、12 月 3 日（日） 9月号

【地方】福岡市スクーリング 12 月 15 日（金）～ 12 月 17 日（日） 10・11 月号

冬期スクーリング 1 群　2024 年 1 月 22 日（月）～ 1月 27 日（土）
2群　2024 年 1 月 29 日（月）～ 2月 3 日（土） 10・11 月号

前　期前　期 後　期後　期

授業を実施
する祝日 7 月 17 日（月）海の日

9 月 23 日（土）秋分の日
10 月 9 日（月）スポーツの日
11 月 23 日（木）勤労感謝の日

授業を実施
しない祝日

4 月 29 日（土）昭和の日
5月 3 日（水）憲法記念日
5月 4 日（木）みどりの日
5月 5 日（金）こどもの日
※ゴールデンウィークスクーリングを除く

11 月 3 日（金）文化の日
1 月 8日（月）成人の日

その他
の休講

5 月 1 日（月）　創立記念日の振替
5月 2 日（火）　レクリエーションデー

11月初旬　大学祭前日3限～大学祭準備（予定）
1月12日（金）3限～大学入学共通テスト準備
1月13日（土）大学入学共通テスト実施日
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スクーリング受講に際して特別な配慮を希望する方へ

　身体または精神に障がいもしくは疾病がある方で、スクーリング受講に際して特別な配慮を希望する方
は、『学習のしおり 2023』p.141 を参照のうえ、申し込みの際に学生担当へ連絡してください。

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6565（学生担当）

2023年度スクーリング開講予定一覧

・本一覧は、2023 年 3 月現在のものです。今後、開講科目や日程を変更する可能性があります。
・各スクーリングの詳細は、『法政通信』掲載号で確認してください。
・同科目名であっても、学部学科、学籍種別で履修を開始できる学年などが異なります。
　自分の所属学部学科を確認してください。
・各学部学科の卒業所要要件などは、『学習のしおり』を参照してください。
　教職課程科目は、原則として卒業所要単位外ですので、注意してください。
・本一覧については、Web 学習サービスにデータ（PDF・Excel）で掲載しています。

法政大学通信教育部 Web サイト「News（ニュース一覧）」（2023 年 3 月現在）
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法学部法律学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
人
文
） 

教
養
課
程

文学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
西洋史 1 〜 4 春期 月曜 7 限
西洋史 1 〜 4 冬期 2 群 午後
日本史 1 〜 4 夏期 2 群 午前
哲学 1 〜 4 夏期 2 群 午後
哲学 1 〜 4 後期週末 終日
東洋史 1 〜 4 秋期 金曜 7 限
論理学 1 〜 4 冬期 2 群 午後

（
社
会
） 

教
養
課
程

法学（日本国憲法） 1 〜 4 冬期 2 群 午前
法学（日本国憲法） 1 〜 4 後期メディア
法学 1 〜 4 春期 木曜 6 限
経済学 1 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学 1 〜 4 後期メディア
人文地理学 1 〜 4 冬期 1 群 午前
自然地理学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学概論 1 〜 4 前期メディア
政治学概論 1 〜 4 後期メディア
社会学 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
社会学 1 〜 4 前期メディア
文化人類学 1 〜 4 GW 終日
心理学 1 〜 4 地方（福岡市） 終日

（
自
然
） 

教
養
課
程

数学１ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
数学２ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
数学３ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
生物学２（講義） 1 〜 4 前期メディア
生物学３（講義） 1 〜 4 夏期 1 群 午後
生物学３（講義） 1 〜 4 前期週末 終日
化学３（実験） 1 〜 4 冬期 1 群 午後
化学３（講義） 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
物理学３（講義） 1 〜 4 春期 火曜 6 限
物理学３（講義） 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
物理学３（実験） 1 〜 4 夏期 2 群 午後

（その他） 
教養課程

基礎特講 1 〜 4 夏期 2 群 午後
基礎特講 1 〜 4 冬期 2 群 午前
基礎特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

英語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 3 群 終日
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
独語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
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法学部法律学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

独語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 後期メディア

（
保
健
体
育
） 

教
養
課
程

健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 夏期 1 群 午後
健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 後期メディア
スポーツ総合演習 1 〜 4 春期 月曜 6 限
スポーツ総合演習 1 〜 4 夏期 2 群 午後
スポーツ総合演習 1 〜 4 冬期 2 群 午後

専
門
教
育
課
程

民法総則 1 〜 4 冬期 1 群 午後
民法総則 1 〜 4 後期メディア
憲法 2 〜 4 冬期 1 群 午後
刑法総論 2 〜 4 春期 木曜 6 限
刑法総論 2 〜 4 秋期 木曜 6 限
商法総則・商行為法 3・4 春期 金曜 6 限
商法総則・商行為法 3・4 秋期 金曜 6 限
商法総則・商行為法 3・4 前期メディア
商法総則・商行為法 3・4 後期メディア
会社法 3・4 春期 金曜 7 限
会社法 3・4 秋期 金曜 7 限
国際法総論 3・4 夏期 1 群 午後
国際法総論 3・4 後期メディア
行政法 3・4 秋期 金曜 6 限
行政法 3・4 夏期 2 群 午後
行政法 3・4 前期メディア
行政救済法 3・4 春期 金曜 6 限
行政救済法 3・4 後期メディア
労働法 3・4 夏期 2 群 夜間
労働法 3・4 冬期 2 群 午前
労働法 3・4 前期メディア
民事訴訟法 4 冬期 2 群 午後
刑事訴訟法 4 冬期 2 群 午後
国際法各論 4 冬期 1 群 午後
国際法各論 4 前期メディア
教育法 3・4 夏期 3 群 終日
保険法・海商法 3・4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 後期メディア
労使関係論 3・4 前期メディア
労使関係論 3・4 後期メディア
民事執行法 4 冬期 2 群 午前
社会経済学 A 4 夏期 2 群 午後
社会経済学 B 4 冬期 2 群 午後
経済政策論 A 4 前期メディア
経済政策論 B 4 後期メディア
総合特講 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午前
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午後
総合特講 1 〜 4 GW 終日
総合特講 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（福岡市） 終日
総合特講 1 〜 4 後期メディア
法律学特講 2 〜 4 夏期 1 群 午前
法律学特講 2 〜 4 夏期 1 群 午後
法律学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午前
法律学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午前
法律学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午前
法律学特講 2 〜 4 GW 終日
法律学特講 2 〜 4 前期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 後期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（仙台市） 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（福岡市） 終日
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法学部法律学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

専
門
教
育
課
程

法律学特講 2 〜 4 後期メディア
政治学 2 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学 2 〜 4 冬期 2 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 冬期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 冬期 2 群 午後
総合外国語特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
スポーツ特講 2 〜 4 後期週末 終日
倒産法 3・4 冬期 2 群 午後
法思想史 3・4 夏期 2 群 午前
データサイエンス入門 A 1 〜 4 前期メディア
データサイエンス入門 B 1 〜 4 後期メディア

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

日本文芸史Ⅱ 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・上代 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・中古 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近世 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・児童文芸 2 〜 4 後期メディア
日本言語史 2 〜 4 後期メディア
書道史 3・4 後期週末 終日
書道史 3・4 前期メディア
日本史概説 3・4 後期メディア
西洋史概説 3・4 前期メディア
東洋史概説 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 後期メディア
自然地理学概論（２） 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 後期メディア
自然地理学（地形） 3・4 前期メディア
自然地理学（地形） 3・4 後期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 前期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 後期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 前期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 後期メディア
世界地誌（１）（アジア） 3・4 後期メディア
地図学 3・4 前期メディア
地図学 3・4 後期メディア
自然地理学特講 2 〜 4 後期メディア
マクロ経済学 A 3・4 前期メディア
マクロ経済学 B 3・4 後期メディア
国際経済論 A 3・4 前期メディア
国際経済論 B 3・4 後期メディア
環境経済論 A 3・4 前期メディア
環境経済論 B 3・4 後期メディア
開発経済入門 A 2 〜 4 前期メディア
開発経済入門 B 2 〜 4 後期メディア
国際貿易論 A 3・4 前期メディア
国際貿易論 B 3・4 後期メディア
日本経済論 A 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 後期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（大阪市） 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（名古屋市） 終日
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
ビジネス英語 A 3・4 前期メディア
ビジネス英語 B 3・4 後期メディア
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法学部法律学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

労働経済論 A 3・4 前期メディア
労働経済論 B 3・4 後期メディア
管理会計論Ⅰ 3・4 前期メディア
管理会計論Ⅱ 3・4 後期メディア
国際金融論Ⅰ 3・4 前期メディア
国際金融論Ⅱ 3・4 後期メディア
経営学特講 2 〜 4 GW 終日
経営学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 地方（札幌市） 終日
経営学特講 2 〜 4 後期メディア
会計学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
会計学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
マーケティング論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
マーケティング論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
金融論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
金融論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
経済学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経済学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
統計学入門 2 〜 4 後期メディア
経営戦略論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経営戦略論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
税務会計Ⅰ 3・4 前期メディア
税務会計Ⅱ 3・4 後期メディア
事業創造論 3・4 後期メディア
会計情報論Ⅰ 3・4 後期メディア
日本経営論 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅰ 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅱ 3・4 後期メディア
消費者行動論 3・4 後期メディア
広告論 3・4 後期メディア
現代経済学Ⅰ 3・4 前期メディア
現代経済学Ⅱ 3・4 後期メディア

教
職
課
程

教育の制度・経営 2 〜 4 夏期 2 群 午後
教育方法論（ICT 活用を含む） 2 〜 4 夏期 2 群 午前
教育相談 2 〜 4 夏期 3 群 終日
教育実習事前指導（社会・商業） 3・4 冬期 2 群 午後
教職実践演習 4 冬期 2 群 午後
日本史概説 2 〜 4 春期 金曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
日本史概説 2 〜 4 夏期 2 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
日本史概説 2 〜 4 冬期 1 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 春期 月曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 夏期 2 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 冬期 2 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 秋期 木曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 夏期 1 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 冬期 1 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
※科目によって、他学部・他学科公開科目ではなく、教職科目として履修することができる場合があります。
　教育課程表や『教員免許状取得の手引き』の教職課程表で確認してください。
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文学部日本文学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
人
文
） 

教
養
課
程

文学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
西洋史 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
西洋史 1 〜 4 冬期 2 群 午後
日本史 1 〜 4 夏期 2 群 午前
哲学 1 〜 4 夏期 2 群 午後
哲学 1 〜 4 後期週末 終日
東洋史 1 〜 4 春期 金曜 7 限
論理学 1 〜 4 冬期 2 群 午後

（
社
会
） 

教
養
課
程

法学（日本国憲法） 1 〜 4 冬期 2 群 午前
法学（日本国憲法） 1 〜 4 後期メディア
法学 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
経済学 1 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学 1 〜 4 後期メディア
人文地理学 1 〜 4 冬期 1 群 午前
自然地理学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学概論 1 〜 4 前期メディア
政治学概論 1 〜 4 後期メディア
社会学 1 〜 4 春期 月曜 6 限
社会学 1 〜 4 前期メディア
文化人類学 1 〜 4 GW 終日
心理学 1 〜 4 地方（福岡市） 終日

（
自
然
） 

教
養
課
程

数学１ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
数学２ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
数学３ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
生物学２（講義） 1 〜 4 前期メディア
生物学３（講義） 1 〜 4 夏期 1 群 午後
生物学３（講義） 1 〜 4 前期週末 終日
化学３（実験） 1 〜 4 冬期 1 群 午後
化学３（講義） 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
物理学３（講義） 1 〜 4 春期 火曜 6 限
物理学３（講義） 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
物理学３（実験） 1 〜 4 夏期 2 群 午後

（その他） 
教養課程

基礎特講 1 〜 4 夏期 2 群 午後
基礎特講 1 〜 4 冬期 2 群 午前
基礎特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

英語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 3 群 終日
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
独語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
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文学部日本文学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

独語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 後期メディア

（
保
健
体
育
） 

教
養
課
程

健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 夏期 1 群 午後
健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 後期メディア
スポーツ総合演習 1 〜 4 春期 月曜 6 限
スポーツ総合演習 1 〜 4 夏期 2 群 午後
スポーツ総合演習 1 〜 4 冬期 2 群 午後

専
門
教
育
課
程

日本文芸学概論 1 〜 4 春期 木曜 6 限
日本文芸学概論 1 〜 4 夏期 2 群 午前
日本言語学概論 1 〜 4 春期 火曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本言語学概論 1 〜 4 秋期 火曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本言語学概論 1 〜 4 冬期 2 群 午後
日本文芸史Ⅰ 2 〜 4 春期 火曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本文芸史Ⅰ 2 〜 4 秋期 火曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本文芸史Ⅰ 2 〜 4 夏期 1 群 午後
日本文芸史Ⅱ 2 〜 4 夏期 3 群 終日
日本文芸史Ⅱ 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・上代 1 〜 4 夏期 3 群 終日
日本文芸研究特講・上代 1 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・中古 1 〜 4 夏期 2 群 午後
日本文芸研究特講・中古 1 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・中世 1 〜 4 夏期 1 群 午前
日本文芸研究特講・近世 1 〜 4 夏期 2 群 午前
日本文芸研究特講・近世 1 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近代 1 〜 4 夏期 3 群 終日
日本文芸研究特講・近代 1 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・漢文 1 〜 4 夏期 2 群 午後
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 春期 木曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 冬期 2 群 午後
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・言語 2 〜 4 夏期 2 群 午前
日本文芸研究特講・韻文 2 〜 4 夏期 2 群 午後
日本文芸研究特講・児童文芸 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・特域 2 〜 4 春期 木曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本文芸研究特講・祭りと芸能 2 〜 4 夏期 2 群 午後
中国文芸史 2 〜 4 春期 月曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
中国文芸史 2 〜 4 秋期 月曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
中国文芸史 2 〜 4 夏期 2 群 午前
日本言語史 2 〜 4 夏期 1 群 午後
日本言語史 2 〜 4 後期メディア
日本文法論 2 〜 4 春期 水曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本文法論 2 〜 4 秋期 水曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
日本芸能史 2 〜 4 春期 火曜 6 限
日本芸能史 2 〜 4 冬期 2 群 午前
日本美術史 2 〜 4 春期 水曜 6 限
西洋美術史 3・4 秋期 火曜 6 限
書道史 3・4 秋期 木曜 6 限 通学課程への乗り入れ科目
書道史 3・4 後期週末 終日
書道史 3・4 前期メディア
書道実技 3・4 夏期 1 群 午前
書道実技 3・4 後期週末 終日
論文作成基礎講座Ⅰ 1 〜 4 夏期 3 群 終日
論文作成基礎講座Ⅰ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
論文作成基礎講座Ⅱ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
総合特講 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午前
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午後
総合特講 1 〜 4 GW 終日
総合特講 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日
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文学部日本文学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

専
門
教
育
課
程

総合特講 1 〜 4 地方（福岡市） 終日
総合特講 1 〜 4 後期メディア
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 冬期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 冬期 2 群 午後
総合外国語特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
スポーツ特講 2 〜 4 後期週末 終日
データサイエンス入門 A 1 〜 4 前期メディア
データサイエンス入門 B 1 〜 4 後期メディア

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

民法総則 2 〜 4 後期メディア
商法総則・商行為法 3・4 前期メディア
商法総則・商行為法 3・4 後期メディア
国際法総論 3・4 後期メディア
行政法 3・4 前期メディア
行政救済法 3・4 後期メディア
労働法 3・4 前期メディア
国際法各論 4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 後期メディア
労使関係論 3・4 前期メディア
労使関係論 3・4 後期メディア
法律学特講 2 〜 4 GW 終日
法律学特講 2 〜 4 前期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 後期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（仙台市） 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（福岡市） 終日
法律学特講 2 〜 4 後期メディア
日本史概説 3・4 後期メディア
西洋史概説 3・4 前期メディア
東洋史概説 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 後期メディア
自然地理学概論（２） 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 後期メディア
自然地理学（地形） 3・4 前期メディア
自然地理学（地形） 3・4 後期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 前期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 後期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 前期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 後期メディア
世界地誌（１）（アジア） 3・4 後期メディア
地図学 3・4 前期メディア
地図学 3・4 後期メディア
自然地理学特講 2 〜 4 後期メディア
経済政策論 A 3・4 前期メディア
経済政策論 B 3・4 後期メディア
マクロ経済学 A 3・4 前期メディア
マクロ経済学 B 3・4 後期メディア
国際経済論 A 3・4 前期メディア
国際経済論 B 3・4 後期メディア
環境経済論 A 3・4 前期メディア
環境経済論 B 3・4 後期メディア
開発経済入門 A 2 〜 4 前期メディア
開発経済入門 B 2 〜 4 後期メディア
国際貿易論 A 3・4 前期メディア
国際貿易論 B 3・4 後期メディア
日本経済論 A 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 後期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期週末 終日
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文学部日本文学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

経済学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（大阪市） 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（名古屋市） 終日
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
ビジネス英語 A 3・4 前期メディア
ビジネス英語 B 3・4 後期メディア
労働経済論 A 3・4 前期メディア
労働経済論 B 3・4 後期メディア
管理会計論Ⅰ 3・4 前期メディア
管理会計論Ⅱ 3・4 後期メディア
国際金融論Ⅰ 3・4 前期メディア
国際金融論Ⅱ 3・4 後期メディア
経営学特講 2 〜 4 GW 終日
経営学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 地方（札幌市） 終日
経営学特講 2 〜 4 後期メディア
会計学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
会計学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
マーケティング論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
マーケティング論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
金融論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
金融論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
経済学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経済学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
統計学入門 2 〜 4 後期メディア
経営戦略論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経営戦略論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
税務会計Ⅰ 3・4 前期メディア
税務会計Ⅱ 3・4 後期メディア
事業創造論 3・4 後期メディア
会計情報論Ⅰ 3・4 後期メディア
日本経営論 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅰ 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅱ 3・4 後期メディア
消費者行動論 3・4 後期メディア
広告論 3・4 後期メディア
現代経済学Ⅰ 3・4 前期メディア
現代経済学Ⅱ 3・4 後期メディア

教
職
課
程

教育の制度・経営 2 〜 4 夏期 2 群 午後
教育方法論（ICT 活用を含む） 2 〜 4 夏期 2 群 午前
教育相談 2 〜 4 夏期 3 群 終日
教育実習事前指導（国語） 3・4 冬期 2 群 午後
教職実践演習 4 冬期 2 群 午後
※科目によって、他学部・他学科公開科目ではなく、教職科目として履修することができる場合があります。
　教育課程表や『教員免許状取得の手引き』の教職課程表で確認してください。
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文学部史学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
人
文
） 

教
養
課
程

文学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
西洋史 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
西洋史 1 〜 4 冬期 2 群 午後
日本史 1 〜 4 夏期 2 群 午前
哲学 1 〜 4 夏期 2 群 午後
哲学 1 〜 4 後期週末 終日
東洋史 1 〜 4 春期 金曜 7 限
論理学 1 〜 4 冬期 2 群 午後

（
社
会
） 

教
養
課
程

法学（日本国憲法） 1 〜 4 冬期 2 群 午前
法学（日本国憲法） 1 〜 4 後期メディア
法学 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
経済学 1 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学 1 〜 4 後期メディア
人文地理学 1 〜 4 冬期 1 群 午前
自然地理学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学概論 1 〜 4 前期メディア
政治学概論 1 〜 4 後期メディア
社会学 1 〜 4 春期 月曜 6 限
社会学 1 〜 4 前期メディア
文化人類学 1 〜 4 GW 終日
心理学 1 〜 4 地方（福岡市） 終日

（
自
然
） 

教
養
課
程

数学１ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
数学２ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
数学３ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
生物学２（講義） 1 〜 4 前期メディア
生物学３（講義） 1 〜 4 夏期 1 群 午後
生物学３（講義） 1 〜 4 前期週末 終日
化学３（実験） 1 〜 4 冬期 1 群 午後
化学３（講義） 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
物理学３（講義） 1 〜 4 春期 火曜 6 限
物理学３（講義） 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
物理学３（実験） 1 〜 4 夏期 2 群 午後

（その他） 
教養課程

基礎特講 1 〜 4 夏期 2 群 午後
基礎特講 1 〜 4 冬期 2 群 午前
基礎特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

英語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 3 群 終日
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
独語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
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文学部史学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

独語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 後期メディア

（
保
健
体
育
） 

教
養
課
程

健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 夏期 1 群 午後
健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 後期メディア
スポーツ総合演習 1 〜 4 春期 月曜 6 限
スポーツ総合演習 1 〜 4 夏期 2 群 午後
スポーツ総合演習 1 〜 4 冬期 2 群 午後

専
門
教
育
課
程

日本史概説 1 〜 4 春期 金曜 6 限
日本史概説 1 〜 4 夏期 2 群 午後
日本史概説 1 〜 4 冬期 1 群 午前
日本史概説 1 〜 4 後期メディア
史学概論 2 〜 4 夏期 1 群 午前
西洋史概説 2 〜 4 春期 月曜 6 限
西洋史概説 2 〜 4 夏期 2 群 午後
西洋史概説 2 〜 4 冬期 2 群 午前
西洋史概説 2 〜 4 前期メディア
東洋史概説 2 〜 4 秋期 木曜 6 限
東洋史概説 2 〜 4 夏期 1 群 午前
東洋史概説 2 〜 4 冬期 1 群 午後
東洋史概説 2 〜 4 前期メディア
史学演習（日本） 3・4 秋期 水曜 7 限
史学演習（日本） 3・4 夏期 1 群 午前
史学演習（日本） 3・4 夏期 1 群 午後
史学演習（日本） 3・4 夏期 2 群 午前
史学演習（日本） 3・4 冬期 1 群 午後
史学演習（西洋） 3・4 秋期 月曜 7 限
史学演習（西洋） 3・4 夏期 1 群 午後
史学演習（東洋） 3・4 春期 木曜 6 限
史学演習（東洋） 3・4 夏期 2 群 午前
日本美術史 3・4 春期 水曜 6 限
日本近代史 3・4 春期 月曜 6 限
日本近世史 3・4 秋期 月曜 6 限
日本古代史 3・4 夏期 2 群 午後
日本中世史 3・4 夏期 1 群 午後
東洋美術史 3・4 冬期 2 群 午後
日本文芸研究特講・漢文 3・4 夏期 2 群 午後
東洋史特講（東南アジア史） 3・4 春期 火曜 6 限
東洋史特講（中国現代史） 3・4 夏期 3 群 終日
西洋美術史 3・4 秋期 火曜 6 限
日本考古学 2 〜 4 夏期 3 群 終日
日本史特講（対外関係史） 3・4 秋期 木曜 7 限
経済地理学 3・4 前期メディア
経済地理学 3・4 後期メディア
総合特講 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午前
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午後
総合特講 1 〜 4 GW 終日
総合特講 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（福岡市） 終日
総合特講 1 〜 4 後期メディア
歴史資料学（日本近代） 2 〜 4 秋期 火曜 7 限
歴史資料学（日本近世） 2 〜 4 冬期 1 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 冬期 1 群 午前
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文学部史学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

専
門
教
育
課
程

情報学入門 2 〜 4 冬期 2 群 午後
総合外国語特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
スポーツ特講 2 〜 4 後期週末 終日
データサイエンス入門 A 1 〜 4 前期メディア
データサイエンス入門 B 1 〜 4 後期メディア

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

民法総則 2 〜 4 後期メディア
商法総則・商行為法 3・4 前期メディア
商法総則・商行為法 3・4 後期メディア
国際法総論 3・4 後期メディア
行政法 3・4 前期メディア
行政救済法 3・4 後期メディア
労働法 3・4 前期メディア
国際法各論 4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 後期メディア
労使関係論 3・4 前期メディア
労使関係論 3・4 後期メディア
法律学特講 2 〜 4 GW 終日
法律学特講 2 〜 4 前期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 後期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（仙台市） 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（福岡市） 終日
法律学特講 2 〜 4 後期メディア
日本文芸史Ⅱ 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・上代 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・中古 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近世 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・児童文芸 2 〜 4 後期メディア
日本言語史 2 〜 4 後期メディア
書道史 3・4 後期週末 終日
書道史 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 後期メディア
自然地理学概論（２） 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 後期メディア
自然地理学（地形） 3・4 前期メディア
自然地理学（地形） 3・4 後期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 前期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 後期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 前期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 後期メディア
世界地誌（１）（アジア） 3・4 後期メディア
地図学 3・4 前期メディア
地図学 3・4 後期メディア
自然地理学特講 2 〜 4 後期メディア
経済政策論 A 3・4 前期メディア
経済政策論 B 3・4 後期メディア
マクロ経済学 A 3・4 前期メディア
マクロ経済学 B 3・4 後期メディア
国際経済論 A 3・4 前期メディア
国際経済論 B 3・4 後期メディア
環境経済論 A 3・4 前期メディア
環境経済論 B 3・4 後期メディア
開発経済入門 A 2 〜 4 前期メディア
開発経済入門 B 2 〜 4 後期メディア
国際貿易論 A 3・4 前期メディア
国際貿易論 B 3・4 後期メディア
日本経済論 A 3・4 前期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（大阪市） 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（名古屋市） 終日
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
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文学部史学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

経済学特講 2 〜 4 前期メディア
ビジネス英語 A 3・4 前期メディア
ビジネス英語 B 3・4 後期メディア
労働経済論 A 3・4 前期メディア
労働経済論 B 3・4 後期メディア
管理会計論Ⅰ 3・4 前期メディア
管理会計論Ⅱ 3・4 後期メディア
国際金融論Ⅰ 3・4 前期メディア
国際金融論Ⅱ 3・4 後期メディア
経営学特講 2 〜 4 GW 終日
経営学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 地方（札幌市） 終日
経営学特講 2 〜 4 後期メディア
会計学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
会計学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
マーケティング論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
マーケティング論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
金融論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
金融論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
経済学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経済学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
統計学入門 2 〜 4 後期メディア
経営戦略論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経営戦略論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
税務会計Ⅰ 3・4 前期メディア
税務会計Ⅱ 3・4 後期メディア
事業創造論 3・4 後期メディア
会計情報論Ⅰ 3・4 後期メディア
日本経営論 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅰ 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅱ 3・4 後期メディア
消費者行動論 3・4 後期メディア
広告論 3・4 後期メディア
現代経済学Ⅰ 3・4 前期メディア
現代経済学Ⅱ 3・4 後期メディア

教
職
課
程

教育の制度・経営 2 〜 4 夏期 2 群 午後
教育方法論（ICT 活用を含む） 2 〜 4 夏期 2 群 午前
教育相談 2 〜 4 夏期 3 群 終日
教育実習事前指導（社会・商業） 3・4 冬期 2 群 午後
教職実践演習 4 冬期 2 群 午後
社会経済学 A 2 〜 4 夏期 2 群 午後
社会経済学 B 2 〜 4 冬期 2 群 午後
政治学 2 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学 2 〜 4 冬期 2 群 午前
※科目によって、他学部・他学科公開科目ではなく、教職科目として履修することができる場合があります。
　教育課程表や『教員免許状取得の手引き』の教職課程表で確認してください。
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文学部地理学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
人
文
） 

教
養
課
程

文学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
西洋史 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
西洋史 1 〜 4 冬期 2 群 午後
日本史 1 〜 4 夏期 2 群 午前
哲学 1 〜 4 夏期 2 群 午後
哲学 1 〜 4 後期週末 終日
東洋史 1 〜 4 春期 金曜 7 限
論理学 1 〜 4 冬期 2 群 午後

（
社
会
） 

教
養
課
程

法学（日本国憲法） 1 〜 4 冬期 2 群 午前
法学（日本国憲法） 1 〜 4 後期メディア
法学 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
経済学 1 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学 1 〜 4 後期メディア
人文地理学 1 〜 4 冬期 1 群 午前
自然地理学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学概論 1 〜 4 前期メディア
政治学概論 1 〜 4 後期メディア
社会学 1 〜 4 春期 月曜 6 限
社会学 1 〜 4 前期メディア
文化人類学 1 〜 4 GW 終日
心理学 1 〜 4 地方（福岡市） 終日

（
自
然
） 

教
養
課
程

数学１ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
数学２ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
数学３ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
生物学２（講義） 1 〜 4 前期メディア
生物学３（講義） 1 〜 4 夏期 1 群 午後
生物学３（講義） 1 〜 4 前期週末 終日
化学３（実験） 1 〜 4 冬期 1 群 午後
化学３（講義） 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
物理学３（講義） 1 〜 4 春期 火曜 6 限
物理学３（講義） 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
物理学３（実験） 1 〜 4 夏期 2 群 午後

（その他） 
教養課程

基礎特講 1 〜 4 夏期 2 群 午後
基礎特講 1 〜 4 冬期 2 群 午前
基礎特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

英語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 3 群 終日
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
独語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
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文学部地理学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

独語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 後期メディア

（
保
健
体
育
） 

教
養
課
程

健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 夏期 1 群 午後
健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 後期メディア
スポーツ総合演習 1 〜 4 春期 月曜 6 限
スポーツ総合演習 1 〜 4 夏期 2 群 午後
スポーツ総合演習 1 〜 4 冬期 2 群 午後

専
門
教
育
課
程

人文地理学演習 3・4 春期 水曜 6 限
人文地理学演習 3・4 夏期 2 群 午後
人文地理学演習 3・4 冬期 1 群 午前
経済地理学 3・4 前期メディア
経済地理学 3・4 後期メディア
歴史地理学 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 後期メディア
自然地理学概論（２） 1 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 後期メディア
自然地理学演習 3・4 秋期 火曜 6 限
自然地理学演習 3・4 夏期 2 群 午前
自然地理学演習 3・4 冬期 1 群 午後
自然地理学（地形） 3・4 前期メディア
自然地理学（地形） 3・4 後期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 前期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 後期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 前期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 後期メディア
地誌学特講 2 〜 4 夏期 1 群 午後
地誌学特講 2 〜 4 冬期 2 群 後半集中
世界地誌（１）（アジア） 3・4 後期メディア
地図学 3・4 前期メディア
地図学 3・4 後期メディア
測量学及び測量実習（１） 3・4 夏期 1 群 前半集中
測量学及び測量実習（２） 3・4 冬期 1 群 後半集中
写真・読図演習（１） 3・4 冬期 2 群 前半集中
写真・読図演習（２） 3・4 秋期 月曜 6 限
地理情報システム（GIS）（１） 3・4 夏期 1 群 後半集中
地理情報システム（GIS）（２） 3・4 春期 月曜 6 限
現地研究 3・4 夏期 1 群 前半集中
現地研究 3・4 夏期 1 群 後半集中
現地研究 3・4 冬期 2 群 前半集中
現地研究 3・4 冬期 2 群 後半集中
史学概論 3・4 夏期 1 群 午前
日本史概説 3・4 春期 金曜 6 限
日本史概説 3・4 夏期 2 群 午後
日本史概説 3・4 冬期 1 群 午前
日本史概説 3・4 後期メディア
西洋史概説 3・4 春期 月曜 6 限
西洋史概説 3・4 夏期 2 群 午後
西洋史概説 3・4 冬期 2 群 午前
西洋史概説 3・4 前期メディア
東洋史概説 3・4 秋期 木曜 6 限
東洋史概説 3・4 夏期 1 群 午前
東洋史概説 3・4 冬期 1 群 午後
東洋史概説 3・4 前期メディア
社会経済学 A 3・4 夏期 2 群 午後
社会経済学 B 3・4 冬期 2 群 午後
東洋史特講（中国現代史） 3・4 夏期 3 群 終日
総合特講 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午前
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午後
総合特講 1 〜 4 GW 終日
総合特講 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
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文学部地理学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

専
門
教
育
課
程

総合特講 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（名古屋市）
総合特講 1 〜 4 地方（福岡市） 終日
総合特講 1 〜 4 後期メディア
人文地理学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午前
自然地理学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午後
自然地理学特講 2 〜 4 後期メディア
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 冬期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 冬期 2 群 午後
総合外国語特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
スポーツ特講 2 〜 4 後期週末 終日
データサイエンス入門 A 1 〜 4 前期メディア
データサイエンス入門 B 1 〜 4 後期メディア

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

民法総則 2 〜 4 後期メディア
商法総則・商行為法 3・4 前期メディア
商法総則・商行為法 3・4 後期メディア
国際法総論 3・4 後期メディア
行政法 3・4 前期メディア
行政救済法 3・4 後期メディア
労働法 3・4 前期メディア
国際法各論 4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 後期メディア
労使関係論 3・4 前期メディア
労使関係論 3・4 後期メディア
法律学特講 2 〜 4 GW 終日
法律学特講 2 〜 4 前期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 後期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（仙台市） 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（福岡市） 終日
法律学特講 2 〜 4 後期メディア
日本文芸史Ⅱ 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・上代 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・中古 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近世 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・児童文芸 2 〜 4 後期メディア
日本言語史 2 〜 4 後期メディア
書道史 3・4 後期週末 終日
書道史 3・4 前期メディア
経済政策論 A 3・4 前期メディア
経済政策論 B 3・4 後期メディア
マクロ経済学 A 3・4 前期メディア
マクロ経済学 B 3・4 後期メディア
国際経済論 A 3・4 前期メディア
国際経済論 B 3・4 後期メディア
環境経済論 A 3・4 前期メディア
環境経済論 B 3・4 後期メディア
開発経済入門 A 2 〜 4 前期メディア
開発経済入門 B 2 〜 4 後期メディア
国際貿易論 A 3・4 前期メディア
国際貿易論 B 3・4 後期メディア
日本経済論 A 3・4 前期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（大阪市） 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（名古屋市） 終日
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
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文学部地理学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

経済学特講 2 〜 4 前期メディア
ビジネス英語 A 3・4 前期メディア
ビジネス英語 B 3・4 後期メディア
労働経済論 A 3・4 前期メディア
労働経済論 B 3・4 後期メディア
管理会計論Ⅰ 3・4 前期メディア
管理会計論Ⅱ 3・4 後期メディア
国際金融論Ⅰ 3・4 前期メディア
国際金融論Ⅱ 3・4 後期メディア
経営学特講 2 〜 4 GW 終日
経営学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 地方（札幌市） 終日
経営学特講 2 〜 4 後期メディア
会計学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
会計学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
マーケティング論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
マーケティング論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
金融論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
金融論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
経済学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経済学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
統計学入門 2 〜 4 後期メディア
経営戦略論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経営戦略論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
税務会計Ⅰ 3・4 前期メディア
税務会計Ⅱ 3・4 後期メディア
事業創造論 3・4 後期メディア
会計情報論Ⅰ 3・4 後期メディア
日本経営論 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅰ 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅱ 3・4 後期メディア
消費者行動論 3・4 後期メディア
広告論 3・4 後期メディア
現代経済学Ⅰ 3・4 前期メディア
現代経済学Ⅱ 3・4 後期メディア

教
職
課
程

教育の制度・経営 2 〜 4 夏期 2 群 午後
教育方法論（ICT 活用を含む） 2 〜 4 夏期 2 群 午前
教育相談 2 〜 4 夏期 3 群 終日
教育実習事前指導（社会・商業） 3・4 冬期 2 群 午後
教職実践演習 4 冬期 2 群 午後
政治学 2 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学 2 〜 4 冬期 2 群 午前
※科目によって、他学部・他学科公開科目ではなく、教職科目として履修することができる場合があります。
　教育課程表や『教員免許状取得の手引き』の教職課程表で確認してください。
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経済学部経済学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
人
文
） 

教
養
課
程

文学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
西洋史 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
西洋史 1 〜 4 冬期 2 群 午後
日本史 1 〜 4 夏期 2 群 午前
哲学 1 〜 4 夏期 2 群 午後
哲学 1 〜 4 後期週末 終日
東洋史 1 〜 4 春期 金曜 7 限
論理学 1 〜 4 冬期 2 群 午後

（
社
会
） 

教
養
課
程

法学（日本国憲法） 1 〜 4 冬期 2 群 午前
法学（日本国憲法） 1 〜 4 後期メディア
法学 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
経済学 1 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学 1 〜 4 後期メディア
人文地理学 1 〜 4 冬期 1 群 午前
自然地理学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学概論 1 〜 4 前期メディア
政治学概論 1 〜 4 後期メディア
社会学 1 〜 4 春期 月曜 6 限
社会学 1 〜 4 前期メディア
文化人類学 1 〜 4 GW 終日
心理学 1 〜 4 地方（福岡市） 終日

（
自
然
） 

教
養
課
程

数学１ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
数学２ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
数学３ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
生物学２（講義） 1 〜 4 前期メディア
生物学３（講義） 1 〜 4 夏期 1 群 午後
生物学３（講義） 1 〜 4 前期週末 終日
化学３（実験） 1 〜 4 冬期 1 群 午後
化学３（講義） 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
物理学３（講義） 1 〜 4 春期 火曜 6 限
物理学３（講義） 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
物理学３（実験） 1 〜 4 夏期 2 群 午後

（その他） 
教養課程

基礎特講 1 〜 4 夏期 2 群 午後
基礎特講 1 〜 4 冬期 2 群 午前
基礎特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

英語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 3 群 終日
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
独語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
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経済学部経済学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

独語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 後期メディア

（
保
健
体
育
） 

教
養
課
程

健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 夏期 1 群 午後
健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 後期メディア
スポーツ総合演習 1 〜 4 春期 月曜 6 限
スポーツ総合演習 1 〜 4 夏期 2 群 午後
スポーツ総合演習 1 〜 4 冬期 2 群 午後

専
門
教
育
課
程

社会経済学 A 1 〜 4 夏期 2 群 午後
社会経済学 B 1 〜 4 冬期 2 群 午後
財政学 A 2 〜 4 春期 水曜 6 限
財政学 B 2 〜 4 秋期 金曜 6 限
金融論 A 2 〜 4 前期メディア
金融論 B 2 〜 4 後期メディア
経済政策論 A 3・4 前期メディア
経済政策論 B 3・4 後期メディア
経済学入門 A 1 〜 4 前期メディア
経済学入門 B 1 〜 4 後期メディア
ミクロ経済学 A 2 〜 4 前期メディア
ミクロ経済学 B 2 〜 4 後期メディア
マクロ経済学 A 2 〜 4 前期メディア
マクロ経済学 B 2 〜 4 後期メディア
国際経済論 A 2 〜 4 前期メディア
国際経済論 B 2 〜 4 後期メディア
環境経済論 A 2 〜 4 前期メディア
環境経済論 B 2 〜 4 後期メディア
開発経済入門 A 2 〜 4 前期メディア
開発経済入門 B 2 〜 4 後期メディア
国際貿易論 A 3・4 前期メディア
国際貿易論 B 3・4 後期メディア
簿記Ⅲ 2 〜 4 春期 金曜 6 限
簿記Ⅳ 2 〜 4 秋期 金曜 6 限
日本経済論 A 3・4 夏期 2 群 夜間
日本経済論 A 3・4 前期メディア
日本経済論 B 3・4 冬期 2 群 午前
管理会計論Ⅰ 3・4 前期メディア
管理会計論Ⅱ 3・4 後期メディア
国際金融論Ⅰ 3・4 前期メディア
国際金融論Ⅱ 3・4 後期メディア
商法総則・商行為法 3・4 前期メディア
商法総則・商行為法 3・4 後期メディア
労働法 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 後期メディア
総合特講 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午前
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午後
総合特講 1 〜 4 GW 終日
総合特講 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（福岡市） 終日
総合特講 1 〜 4 後期メディア
経済学特講 2 〜 4 春期 月曜 7 限
経済学特講 2 〜 4 秋期 木曜 6 限
経済学特講 2 〜 4 夏期 1 群 午前
経済学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午前
経済学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午後
経済学特講 2 〜 4 夏期 3 群 終日
経済学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 後期週末 終日
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経済学部経済学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

専
門
教
育
課
程

経済学特講 2 〜 4 地方（大阪市） 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（名古屋市） 終日
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
経営学特講 2 〜 4 春期 火曜 6 限
経営学特講 2 〜 4 春期 水曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 春期 木曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 火曜 6 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 火曜 6 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 火曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 木曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 夏期 1 群 午前
経営学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午前
経営学特講 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
経営学特講 2 〜 4 夏期 3 群 終日
経営学特講 2 〜 4 夏期 3 群 終日
経営学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午前
経営学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午後
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午前
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午前
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
経営学特講 2 〜 4 GW 終日
経営学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 地方（札幌市） 終日
経営学特講 2 〜 4 後期メディア
コンピュータ入門 2 〜 4 夏期 1 群 午前
コンピュータ入門 2 〜 4 夏期 1 群 午後
コンピュータ入門 2 〜 4 夏期 1 群 夜間
コンピュータ入門 2 〜 4 夏期 2 群 午前
コンピュータ入門 2 〜 4 夏期 2 群 午後
コンピュータ入門 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
コンピュータ入門 2 〜 4 冬期 1 群 午前
コンピュータ入門 2 〜 4 冬期 2 群 午後
総合外国語特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
スポーツ特講 2 〜 4 後期週末 終日
演習 3・4 春期 木曜 6 限
演習 3・4 秋期 水曜 7 限
演習 3・4 秋期 木曜 6 限
データサイエンス入門 A 1 〜 4 前期メディア
データサイエンス入門 B 1 〜 4 後期メディア
会計学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
会計学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
マーケティング論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
マーケティング論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
ビジネス英語 A 3・4 前期メディア
ビジネス英語 B 3・4 後期メディア
現代ファイナンス A 3・4 前期メディア
現代ファイナンス B 3・4 後期メディア
労働経済論 A 3・4 前期メディア
労働経済論 B 3・4 後期メディア

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

民法総則 2 〜 4 後期メディア
国際法総論 3・4 後期メディア
行政法 3・4 前期メディア
行政救済法 3・4 後期メディア
国際法各論 4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 後期メディア
労使関係論 3・4 前期メディア
労使関係論 3・4 後期メディア
法律学特講 2 〜 4 GW 終日
法律学特講 2 〜 4 前期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 後期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（仙台市） 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（福岡市） 終日

特
集

連
絡
事
項

教
務

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

教
材

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

学
生
会
だ
よ
り

2023 年度 法政通信 4月号

ス
ク
ー
リ
ン
グ



48

経済学部経済学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

法律学特講 2 〜 4 後期メディア
日本文芸史Ⅱ 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・上代 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・中古 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近世 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・児童文芸 2 〜 4 後期メディア
日本言語史 2 〜 4 後期メディア
書道史 3・4 後期週末 終日
書道史 3・4 前期メディア
日本史概説 3・4 後期メディア
西洋史概説 3・4 前期メディア
東洋史概説 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 後期メディア
自然地理学概論（２） 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 後期メディア
自然地理学（地形） 3・4 前期メディア
自然地理学（地形） 3・4 後期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 前期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 後期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 前期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 後期メディア
世界地誌（１）（アジア） 3・4 後期メディア
地図学 3・4 前期メディア
地図学 3・4 後期メディア
自然地理学特講 2 〜 4 後期メディア
統計学入門 2 〜 4 後期メディア
経営戦略論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経営戦略論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
税務会計Ⅰ 3・4 前期メディア
税務会計Ⅱ 3・4 後期メディア
事業創造論 3・4 後期メディア
会計情報論Ⅰ 3・4 後期メディア
日本経営論 3・4 前期メディア
消費者行動論 3・4 後期メディア
広告論 3・4 後期メディア

教
職
課
程

教育の制度・経営 2 〜 4 夏期 2 群 午後
教育方法論（ICT 活用を含む） 2 〜 4 夏期 2 群 午前
教育相談 2 〜 4 夏期 3 群 終日
教育実習事前指導（社会・商業） 3・4 冬期 2 群 午後
教職実践演習 4 冬期 2 群 午後
政治学 2 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学 2 〜 4 冬期 2 群 午前
日本史概説 2 〜 4 春期 金曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
日本史概説 2 〜 4 夏期 2 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
日本史概説 2 〜 4 冬期 1 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 春期 月曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 夏期 2 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 冬期 2 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 秋期 木曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 夏期 1 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 冬期 1 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
※科目によって、他学部・他学科公開科目ではなく、教職科目として履修することができる場合があります。
　教育課程表や『教員免許状取得の手引き』の教職課程表で確認してください。
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経済学部商業学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
人
文
） 

教
養
課
程

文学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
西洋史 1 〜 4 春期 月曜 7 限
西洋史 1 〜 4 冬期 2 群 午後
日本史 1 〜 4 夏期 2 群 午前
哲学 1 〜 4 夏期 2 群 午後
哲学 1 〜 4 後期週末 終日
東洋史 1 〜 4 秋期 金曜 7 限
論理学 1 〜 4 冬期 2 群 午後

（
社
会
） 

教
養
課
程

法学（日本国憲法） 1 〜 4 冬期 2 群 午前
法学（日本国憲法） 1 〜 4 後期メディア
法学 1 〜 4 春期 木曜 6 限
経済学 1 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学 1 〜 4 後期メディア
人文地理学 1 〜 4 冬期 1 群 午前
自然地理学 1 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学概論 1 〜 4 前期メディア
政治学概論 1 〜 4 後期メディア
社会学 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
社会学 1 〜 4 前期メディア
文化人類学 1 〜 4 GW 終日
心理学 1 〜 4 地方（福岡市） 終日

（
自
然
） 

教
養
課
程

数学１ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
数学２ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
数学３ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
生物学２（講義） 1 〜 4 前期メディア
生物学３（講義） 1 〜 4 夏期 1 群 午後
生物学３（講義） 1 〜 4 前期週末 終日
化学３（実験） 1 〜 4 冬期 1 群 午後
化学３（講義） 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
物理学３（講義） 1 〜 4 春期 火曜 6 限
物理学３（講義） 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
物理学３（実験） 1 〜 4 夏期 2 群 午後

（その他） 
教養課程

基礎特講 1 〜 4 夏期 2 群 午後
基礎特講 1 〜 4 冬期 2 群 午前
基礎特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

英語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 春期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 火曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 水曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 木曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 秋期 金曜 6 限
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
英語Ｓ 1 〜 4 夏期 3 群 終日
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 1 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午前
英語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
英語Ｓ 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
英語Ｓ 1 〜 4 後期メディア
独語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 7 限
独語Ｓ 1 〜 4 夏期 1 群 午後
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経済学部商業学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
外
国
語
） 

教
養
課
程

独語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 春期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 秋期 月曜 6 限
仏語Ｓ 1 〜 4 夏期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 冬期 2 群 午後
仏語Ｓ 1 〜 4 後期メディア

（
保
健
体
育
） 

教
養
課
程

健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 夏期 1 群 午後
健康・スポーツ科学概論 1 〜 4 後期メディア
スポーツ総合演習 1 〜 4 春期 月曜 6 限
スポーツ総合演習 1 〜 4 夏期 2 群 午後
スポーツ総合演習 1 〜 4 冬期 2 群 午後

専
門
教
育
課
程

経営管理論Ⅰ 2 〜 4 春期 水曜 6 限
経営管理論Ⅱ 2 〜 4 秋期 水曜 6 限
金融論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
金融論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
簿記Ⅲ 2 〜 4 春期 金曜 6 限
簿記Ⅳ 2 〜 4 秋期 金曜 6 限
経済学入門Ⅰ 1 〜 4 前期メディア
経済学入門Ⅱ 1 〜 4 後期メディア
統計学入門 1 〜 4 後期メディア
会計学入門Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
会計学入門Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
経営戦略論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
経営戦略論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
マーケティング論Ⅰ 2 〜 4 前期メディア
マーケティング論Ⅱ 2 〜 4 後期メディア
人的資源管理論Ⅰ 3・4 夏期 1 群 夜間
人的資源管理論Ⅱ 3・4 冬期 1 群 午後
管理会計論Ⅰ 3・4 前期メディア
管理会計論Ⅱ 3・4 後期メディア
監査論Ⅰ 3・4 春期 金曜 7 限
監査論Ⅱ 3・4 秋期 金曜 7 限
税務会計Ⅰ 3・4 前期メディア
税務会計Ⅱ 3・4 後期メディア
国際金融論Ⅰ 3・4 前期メディア
国際金融論Ⅱ 3・4 後期メディア
社会経済学Ⅰ 3・4 夏期 2 群 午後
社会経済学Ⅱ 3・4 冬期 2 群 午後
財政学Ⅰ 3・4 春期 水曜 6 限
財政学Ⅱ 3・4 秋期 金曜 6 限
経済政策論Ⅰ 3・4 前期メディア
経済政策論Ⅱ 3・4 後期メディア
日本経済論Ⅰ 3・4 夏期 2 群 夜間
日本経済論Ⅰ 3・4 前期メディア
日本経済論Ⅱ 3・4 冬期 2 群 午前
商法総則・商行為法 3・4 前期メディア
商法総則・商行為法 3・4 後期メディア
労働法 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 前期メディア
経済地理 3・4 後期メディア
総合特講 1 〜 4 夏期 2 群 夜間
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午前
総合特講 1 〜 4 冬期 1 群 午後
総合特講 1 〜 4 GW 終日
総合特講 1 〜 4 地方（大阪市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（仙台市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（札幌市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（名古屋市） 終日
総合特講 1 〜 4 地方（福岡市） 終日
総合特講 1 〜 4 後期メディア
経済学特講 2 〜 4 春期 月曜 7 限
経済学特講 2 〜 4 秋期 木曜 6 限
経済学特講 2 〜 4 夏期 1 群 午前
経済学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午前
経済学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午後
経済学特講 2 〜 4 夏期 3 群 終日
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経済学部商業学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

専
門
教
育
課
程

経済学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午後
経済学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（大阪市） 終日
経済学特講 2 〜 4 地方（名古屋市） 終日
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
経済学特講 2 〜 4 前期メディア
経営学特講 2 〜 4 春期 火曜 6 限
経営学特講 2 〜 4 春期 水曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 春期 木曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 火曜 6 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 火曜 6 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 火曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 秋期 木曜 7 限
経営学特講 2 〜 4 夏期 1 群 午前
経営学特講 2 〜 4 夏期 2 群 午前
経営学特講 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
経営学特講 2 〜 4 夏期 3 群 終日
経営学特講 2 〜 4 夏期 3 群 終日
経営学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午前
経営学特講 2 〜 4 冬期 1 群 午後
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午前
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午前
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
経営学特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
経営学特講 2 〜 4 GW 終日
経営学特講 2 〜 4 前期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 後期週末 終日
経営学特講 2 〜 4 地方（札幌市） 終日
経営学特講 2 〜 4 後期メディア
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 1 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午前
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 午後
情報学入門 2 〜 4 夏期 2 群 夜間
情報学入門 2 〜 4 冬期 1 群 午前
情報学入門 2 〜 4 冬期 2 群 午後
総合外国語特講 2 〜 4 冬期 2 群 午後
スポーツ特講 2 〜 4 後期週末 終日
演習 3・4 春期 木曜 6 限
演習 3・4 秋期 水曜 7 限
演習 3・4 秋期 木曜 6 限
データサイエンス入門 A 1 〜 4 前期メディア
データサイエンス入門 B 1 〜 4 後期メディア
事業創造論 3・4 後期メディア
会計情報論Ⅰ 3・4 後期メディア
日本経営論 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅰ 3・4 前期メディア
ファイナンス論Ⅱ 3・4 後期メディア
消費者行動論 3・4 後期メディア
広告論 3・4 後期メディア
現代経済学Ⅰ 3・4 前期メディア
現代経済学Ⅱ 3・4 後期メディア
マクロ経済学Ⅰ 3・4 前期メディア
マクロ経済学Ⅱ 3・4 後期メディア
国際経済論Ⅰ 3・4 前期メディア
国際経済論Ⅱ 3・4 後期メディア
環境経済論Ⅰ 3・4 前期メディア
環境経済論Ⅱ 3・4 後期メディア

（
他
学
部
・

他
学
科
公
開
科
目
）

専
門
教
育
課
程

民法総則 2 〜 4 後期メディア
国際法総論 3・4 後期メディア
行政法 3・4 前期メディア
行政救済法 3・4 後期メディア
国際法各論 4 前期メディア
保険法・海商法 3・4 前期メディア
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経済学部商業学科

主催 科目名 学年 開講期 曜日・群 時限 備考

（
他
学
部
・
他
学
科
公
開
科
目
） 

専
門
教
育
課
程

保険法・海商法 3・4 後期メディア
労使関係論 3・4 前期メディア
労使関係論 3・4 後期メディア
法律学特講 2 〜 4 GW 終日
法律学特講 2 〜 4 前期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 後期週末 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（仙台市） 終日
法律学特講 2 〜 4 地方（福岡市） 終日
法律学特講 2 〜 4 後期メディア
日本文芸史Ⅱ 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・上代 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・中古 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近世 2 〜 4 後期メディア
日本文芸研究特講・近代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・現代 2 〜 4 前期メディア
日本文芸研究特講・児童文芸 2 〜 4 後期メディア
日本言語史 2 〜 4 後期メディア
書道史 3・4 後期週末 終日
書道史 3・4 前期メディア
日本史概説 3・4 後期メディア
西洋史概説 3・4 前期メディア
東洋史概説 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 前期メディア
歴史地理学 3・4 後期メディア
自然地理学概論（２） 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 前期メディア
地学概論 2 〜 4 後期メディア
自然地理学（地形） 3・4 前期メディア
自然地理学（地形） 3・4 後期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 前期メディア
自然地理学（気候・気象） 3・4 後期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 前期メディア
自然地理学（海洋・陸水） 3・4 後期メディア
世界地誌（１）（アジア） 3・4 後期メディア
地図学 3・4 前期メディア
地図学 3・4 後期メディア
自然地理学特講 2 〜 4 後期メディア
開発経済入門 A 2 〜 4 前期メディア
開発経済入門 B 2 〜 4 後期メディア
国際貿易論 A 3・4 前期メディア
国際貿易論 B 3・4 後期メディア
ビジネス英語 A 3・4 前期メディア
ビジネス英語 B 3・4 後期メディア
労働経済論 A 3・4 前期メディア
労働経済論 B 3・4 後期メディア

教
職
課
程

教育の制度・経営 2 〜 4 夏期 2 群 午後
教育方法論（ICT 活用を含む） 2 〜 4 夏期 2 群 午前
教育相談 2 〜 4 夏期 3 群 終日
教育実習事前指導（社会・商業） 3・4 冬期 2 群 午後
教職実践演習 4 冬期 2 群 午後
政治学 2 〜 4 夏期 1 群 午前
政治学 2 〜 4 冬期 2 群 午前
日本史概説 2 〜 4 春期 金曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
日本史概説 2 〜 4 夏期 2 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
日本史概説 2 〜 4 冬期 1 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 春期 月曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 夏期 2 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
西洋史概説 2 〜 4 冬期 2 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 秋期 木曜 6 限 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 夏期 1 群 午前 2014 年度以前入学者のみ受講可
東洋史概説 2 〜 4 冬期 1 群 午後 2014 年度以前入学者のみ受講可
※科目によって、他学部・他学科公開科目ではなく、教職科目として履修することができる場合があります。
　教育課程表や『教員免許状取得の手引き』の教職課程表で確認してください。
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科目等履修生（教職生・選科生）

○受講可能 
▲ _2014 年度以前入学生対象。詳細は『教員免許状取得の手引き』で確認すること。
△ _2015 年度以降入学生対象。詳細は『教員免許状取得の手引き』で確認すること。
☆ _2012 年度以前入学生対象。詳細は『教員免許状取得の手引き』で確認すること。
★ _2017 年度以降入学生対象。詳細は『教員免許状取得の手引き』で確認すること。
● _2017 年度以前入学生対象。詳細は『教員免許状取得の手引き』で確認すること。
◇ _2015 〜 2017 年度入学生対象。詳細は『教員免許状取得の手引き』で確認すること。
◆ _2017 年度入学生のみ対象。詳細は『教員免許状取得の手引き』で確認すること。

主催 科目名 開講期 曜日・群 時限
教職生

選科生
法律 日本文 史 地理 経済 商業

教
養
課
程

文学 夏期 1 群 午前 ○
西洋史 春期 月曜 7 限 △ ◇ ○
西洋史 秋期 月曜 6 限 △ ○
西洋史 冬期 2 群 午後 △ △ ◇ ○
日本史 夏期 2 群 午前 △ △ ◇ ○
哲学 夏期 2 群 午後 △ △ △ △ ◇ ○
哲学 後期週末 終日 △ △ △ △ ◇ ○
東洋史 春期 金曜 7 限 △ ○
東洋史 秋期 金曜 7 限 △ ◇ ○
論理学 冬期 2 群 午後 ○
法学（日本国憲法） 冬期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
法学（日本国憲法） 後期メディア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
法学 春期 木曜 6 限 ★ ◆ ○
法学 秋期 木曜 6 限 ★ ★ ★ ○
経済学 冬期 1 群 午後 ○
経済学 後期メディア ○
人文地理学 冬期 1 群 午前 ○
自然地理学 夏期 1 群 午前 ○
政治学概論 前期メディア ○
政治学概論 後期メディア ○
社会学 春期 月曜 6 限 △ ○
社会学 秋期 月曜 6 限 ○
社会学 前期メディア △ ○
文化人類学 GW 終日 ○
心理学 地方（福岡市） 終日 ○
数学１ 春期 月曜 7 限 ○
数学２ 秋期 月曜 7 限 ○
数学３ 冬期 1 群 午前 ○
生物学２（講義） 前期メディア ○
生物学３（講義） 夏期 1 群 午後 ○
生物学３（講義） 前期週末 終日 ○
化学３（実験） 冬期 1 群 午後 ○
化学３（講義） 地方（仙台市） 終日 ○
物理学３（講義） 春期 火曜 6 限 ○
物理学３（講義） 秋期 火曜 6 限 ○
物理学３（実験） 夏期 2 群 午後 ○
基礎特講 夏期 2 群 午後 ○
基礎特講 冬期 2 群 午前 ○
基礎特講 地方（名古屋市） 終日 ○
英語Ｓ 春期 月曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 春期 火曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 春期 水曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 春期 木曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 春期 金曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 秋期 月曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 秋期 火曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 秋期 水曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 秋期 木曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 秋期 金曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 1 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 1 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 1 群 夜間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 2 群 夜間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 夏期 3 群 終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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科目等履修生（教職生・選科生）

主催 科目名 開講期 曜日・群 時限
教職生

選科生
法律 日本文 史 地理 経済 商業

教
養
課
程

英語Ｓ 冬期 1 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 冬期 1 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 冬期 1 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 冬期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 冬期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 冬期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 地方（大阪市） 終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 地方（札幌市） 終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 後期メディア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
英語Ｓ 後期メディア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

教
養
課
程

独語Ｓ 春期 月曜 7 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
独語Ｓ 秋期 月曜 7 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
独語Ｓ 夏期 1 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
独語Ｓ 冬期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仏語Ｓ 春期 月曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仏語Ｓ 秋期 月曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仏語Ｓ 夏期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仏語Ｓ 冬期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
仏語Ｓ 後期メディア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
健康・スポーツ科学概論 夏期 1 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
健康・スポーツ科学概論 後期メディア ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ総合演習 春期 月曜 6 限 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ総合演習 夏期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
スポーツ総合演習 冬期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

法
律
学
科

民法総則 冬期 1 群 午後 ○ ○
民法総則 後期メディア ○ ○
憲法 冬期 1 群 午後 ○ ○ ○ ○ ● ○
刑法総論 春期 木曜 6 限 ○ ○
刑法総論 秋期 木曜 6 限 ○ ○
商法総則・商行為法 春期 金曜 6 限 ○ ○
商法総則・商行為法 秋期 金曜 6 限 ○ ○
商法総則・商行為法 前期メディア ○ ○
商法総則・商行為法 後期メディア ○ ○
会社法 春期 金曜 7 限 ○ ○
会社法 秋期 金曜 7 限 ○ ○
国際法総論 夏期 1 群 午後 ○ ○ ○ ○ ● ○
国際法総論 後期メディア ○ ○ ○ ○ ● ○
行政法 秋期 金曜 6 限 ○
行政法 夏期 2 群 午後 ○
行政法 前期メディア ○
行政救済法 春期 金曜 6 限 ○
行政救済法 後期メディア ○
労働法 夏期 2 群 夜間 ○ ○
労働法 冬期 2 群 午前 ○ ○
労働法 前期メディア ○ ○
民事訴訟法 冬期 2 群 午後 ○ ○
刑事訴訟法 冬期 2 群 午後 ○ ○
国際法各論 冬期 1 群 午後 ○ ○
国際法各論 前期メディア ○ ○
教育法 夏期 3 群 終日 ○
保険法・海商法 前期メディア ○
保険法・海商法 後期メディア ○
労使関係論 前期メディア ○
労使関係論 後期メディア ○
民事執行法 冬期 2 群 午前 ○
法律学特講 夏期 1 群 午前 ○
法律学特講 夏期 1 群 午後 ○
法律学特講 夏期 2 群 午前 ○
法律学特講 冬期 1 群 午前 ○
法律学特講 冬期 1 群 午前 ○
法律学特講 GW 終日 ○
法律学特講 前期週末 終日 ○
法律学特講 後期週末 終日 ○
法律学特講 地方（仙台市） 終日 ○
法律学特講 地方（福岡市） 終日 ○
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科目等履修生（教職生・選科生）

主催 科目名 開講期 曜日・群 時限
教職生

選科生
法律 日本文 史 地理 経済 商業

法
律
学
科

法律学特講 後期メディア ○
政治学 夏期 1 群 午前 ○ ○ ○ ○ ● ○
政治学 冬期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ● ○
倒産法 冬期 2 群 午後 ○
法思想史 夏期 2 群 午前 ○ ○

日
本
文
学
科

日本文芸学概論 春期 木曜 6 限 ○ ○
日本文芸学概論 夏期 2 群 午前 ○ ○
日本言語学概論 冬期 2 群 午後 ○ ○
日本文芸史Ⅱ 前期メディア ○
日本文芸研究特講・上代 後期メディア ○
日本文芸研究特講・中古 夏期 2 群 午後 ○ ○
日本文芸研究特講・中古 後期メディア ○ ○
日本文芸研究特講・中世 夏期 1 群 午前 ○ ○
日本文芸研究特講・近世 夏期 2 群 午前 ○ ○
日本文芸研究特講・近世 後期メディア ○ ○
日本文芸研究特講・近代 夏期 3 群 終日 ○ ○
日本文芸研究特講・近代 前期メディア ○ ○
日本文芸研究特講・現代 冬期 2 群 午後 ○ ○
日本文芸研究特講・現代 前期メディア ○ ○
日本文芸研究特講・児童文芸 後期メディア ○
日本言語史 後期メディア ○ ○
書道史 後期週末 終日 ○ ○
書道史 前期メディア ○ ○

日
本
文
学
科

書道実技 夏期 1 群 午前 ○ ○
書道実技 後期週末 終日 ○ ○
日本美術史 春期 水曜 6 限 ○ ○
日本文芸研究特講・漢文 夏期 2 群 午後 ○ ○
日本言語学概論 春期 火曜 6 限 ○ ○
日本言語学概論 秋期 火曜 6 限 ○ ○
日本文芸史Ⅰ 春期 火曜 6 限 ○ ○
日本文芸史Ⅰ 秋期 火曜 6 限 ○ ○
日本文芸史Ⅰ 夏期 1 群 午後 ○ ○
日本文芸研究特講・現代 春期 木曜 6 限 ○ ○
中国文芸史 春期 月曜 6 限 ○ ○
中国文芸史 秋期 月曜 6 限 ○ ○
日本言語史 夏期 1 群 午後 ○ ○
日本文法論 春期 水曜 6 限 ○ ○
日本文法論 秋期 水曜 6 限 ○ ○

史
学
科

日本史概説 春期 金曜 6 限 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
日本史概説 夏期 2 群 午後 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
日本史概説 冬期 1 群 午前 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
日本史概説 後期メディア ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
西洋史概説 春期 月曜 6 限 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
西洋史概説 夏期 2 群 午後 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
西洋史概説 冬期 2 群 午前 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
西洋史概説 前期メディア ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
東洋史概説 秋期 木曜 6 限 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
東洋史概説 夏期 1 群 午前 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
東洋史概説 冬期 1 群 午後 ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○
東洋史概説 前期メディア ▲ ○ ○ ▲ ▲ ○

地
理
学
科

人文地理学演習 春期 水曜 6 限 ○ ○
歴史地理学 前期メディア ○ ○ ○ ○ ○
歴史地理学 後期メディア ○ ○ ○ ○ ○
自然地理学概論（２） 前期メディア ○ ○ ○ ○ ● ○
地学概論 前期メディア ○
地学概論 後期メディア ○
自然地理学演習 秋期 火曜 6 限 ○ ○
自然地理学（地形） 前期メディア ○ ○ ○ ○ ☆ ○
自然地理学（地形） 後期メディア ○ ○ ○ ○ ☆ ○
自然地理学（気候・気象） 前期メディア ○ ○ ○ ○ ☆ ○
自然地理学（気候・気象） 後期メディア ○ ○ ○ ○ ☆ ○
自然地理学（海洋・陸水） 前期メディア ○ ○ ○ ○ ☆ ○
自然地理学（海洋・陸水） 後期メディア ○ ○ ○ ○ ☆ ○
地誌学特講 夏期 1 群 午後 ○ ○
地誌学特講 冬期 2 群 後半集中 ○ ○
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科目等履修生（教職生・選科生）

主催 科目名 開講期 曜日・群 時限
教職生

選科生
法律 日本文 史 地理 経済 商業

地
理
学
科

世界地誌（１）（アジア） 後期メディア ○ ○ ○ ○ ☆ ○
地図学 前期メディア ○
地図学 後期メディア ○
人文地理学特講 夏期 2 群 午前 ○ ○
自然地理学特講 後期メディア ○

経
済
学
科

社会経済学 A ／社会経済学Ⅰ 夏期 2 群 午後 ○ ▲ ○ ○ ● ○
社会経済学 B ／社会経済学Ⅱ 冬期 2 群 午後 ○ ▲ ○ ○ ● ○
経済政策論 A ／経済政策論Ⅰ 前期メディア ○ ○ ● ○
経済政策論 B ／経済政策論Ⅱ 後期メディア ○ ○ ● ○
財政学 A ／財政学Ⅰ 春期 水曜 6 限 ○ ● ○
財政学 B ／財政学Ⅱ 秋期 金曜 6 限 ○ ● ○
金融論 A ／金融論Ⅰ 前期メディア ● ○
金融論 B ／金融論Ⅱ 後期メディア ● ○
経済学入門 B ／経済学入門Ⅱ 後期メディア ○
ミクロ経済学 A ／現代経済学Ⅰ 前期メディア ○
ミクロ経済学 B ／現代経済学Ⅱ 後期メディア ○
マクロ経済学 A ／マクロ経済学Ⅰ 前期メディア ○
マクロ経済学 B ／マクロ経済学Ⅱ 後期メディア ○
国際経済論 A ／国際経済論Ⅰ 前期メディア ○
国際経済論 B ／国際経済論Ⅱ 後期メディア ○
環境経済論 A ／環境経済論Ⅰ 前期メディア ○ ○
環境経済論 B ／環境経済論Ⅱ 後期メディア ○ ○
開発経済入門 A 前期メディア ○
開発経済入門 B 後期メディア ○
国際貿易論 A 前期メディア ○
国際貿易論 B 後期メディア ○
日本経済論 A ／日本経済論Ⅰ 夏期 2 群 夜間 ○ ○
日本経済論 A ／日本経済論Ⅰ 前期メディア ○ ○
日本経済論 B ／日本経済論Ⅱ 冬期 2 群 午前 ○ ○
経済地理／経済地理学 前期メディア △ ○ ○
経済地理／経済地理学 後期メディア △ ○ ○
経済学特講 春期 月曜 7 限 ○
経済学特講 秋期 木曜 6 限 ○
経済学特講 夏期 1 群 午前 ○
経済学特講 夏期 2 群 午前 ○
経済学特講 夏期 2 群 午後 ○

経
済
学
科

経済学特講 夏期 3 群 終日 ○
経済学特講 冬期 1 群 午後 ○
経済学特講 前期週末 終日 ○
経済学特講 後期週末 終日 ○
経済学特講 地方（大阪市） 終日 ○
経済学特講 地方（名古屋市） 終日 ○
経済学特講 前期メディア ○
経済学特講 前期メディア ○
ビジネス英語 A 前期メディア ○
ビジネス英語 B 後期メディア ○
労働経済論 A 前期メディア ○
労働経済論 B 後期メディア ○

商
業
学
科

管理会計論Ⅰ 前期メディア ○ ○
管理会計論Ⅱ 後期メディア ○ ○
国際金融論Ⅰ 前期メディア ○ ○
国際金融論Ⅱ 後期メディア ○ ○
経営学特講 GW 終日 ○
経営学特講 前期週末 終日 ○
経営学特講 後期週末 終日 ○
経営学特講 地方（札幌市） 終日 ○
経営学特講 後期メディア ○
会計学入門Ⅰ 前期メディア ○
会計学入門Ⅱ 後期メディア ○
マーケティング論Ⅰ 前期メディア ○ ○
マーケティング論Ⅱ 後期メディア ○ ○
経営管理論Ⅰ 春期 水曜 6 限 ○
経営管理論Ⅱ 秋期 水曜 6 限 ○
経済学入門 A ／経済学入門Ⅰ 前期メディア ○
統計学入門 後期メディア ○
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科目等履修生（教職生・選科生）

主催 科目名 開講期 曜日・群 時限
教職生

選科生
法律 日本文 史 地理 経済 商業

商
業
学
科

経営戦略論Ⅰ 前期メディア ○
経営戦略論Ⅱ 後期メディア ○
人的資源管理論Ⅰ 夏期 1 群 夜間 ○
人的資源管理論Ⅱ 冬期 1 群 午後 ○
監査論Ⅰ 春期 金曜 7 限 ○
監査論Ⅱ 秋期 金曜 7 限 ○
税務会計Ⅰ 前期メディア ○ ○
税務会計Ⅱ 後期メディア ○ ○
事業創造論 後期メディア ○
会計情報論Ⅰ 後期メディア ○
日本経営論 前期メディア ○
現代ファイナンス A ／ファイナンス論Ⅰ 前期メディア ● ○
現代ファイナンス B ／ファイナンス論Ⅱ 後期メディア ● ○
消費者行動論 後期メディア ○
広告論 後期メディア ○

学
科
共
通

総合特講 夏期 2 群 夜間 ○
総合特講 冬期 1 群 午前 ○
総合特講 冬期 1 群 午後 ○
総合特講 GW 終日 ○
総合特講 地方（大阪市） 終日 ○
総合特講 地方（仙台市） 終日 ○
総合特講 地方（札幌市） 終日 ○
総合特講 地方（名古屋市） 終日 ○
総合特講 地方（福岡市） 終日 ○
総合特講 後期メディア ○
情報学入門／コンピュータ入門 夏期 1 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報学入門／コンピュータ入門 夏期 1 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報学入門／コンピュータ入門 夏期 1 群 夜間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報学入門／コンピュータ入門 夏期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報学入門／コンピュータ入門 夏期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報学入門／コンピュータ入門 夏期 2 群 夜間 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報学入門／コンピュータ入門 冬期 1 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
情報学入門／コンピュータ入門 冬期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
総合外国語特講 冬期 2 群 午後 ○
スポーツ特講 後期週末 終日 ○
データサイエンス入門 A 前期メディア ○
データサイエンス入門 B 後期メディア ○

教
職

教育の制度・経営 夏期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育方法論（ICT 活用を含む） 夏期 2 群 午前 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育相談 夏期 3 群 終日 ○ ○ ○ ○ ○ ○
教育実習事前指導（国語） 冬期 2 群 午後 ○
教育実習事前指導（社会・商業） 冬期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○
教職実践演習 冬期 2 群 午後 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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メディアスクーリング科目一覧

【前期】『法政通信』掲載号：2月号（開講期間：4月 7日（金）～ 7月 20 日（木））

開講
期間 課程 科目名

履修学年（学科別） 2023 年度
新規開講法 日 史 地 経 商

前期

教養
政治学概論（Ⅱ） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
社会学（「近代」とは何か） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
生物学 2（講義） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4

専門

データサイエンス入門A 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
商法総則・商行為法（Ⅰ） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
行政法 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4※
労働法（働き方に関する法ルール） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
国際法各論（国際平和の追求） 4 4 ※ 4 ※ 4 ※ 4 ※ 4 ※
保険法・海商法（Ⅰ） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4※
労使関係論（Ⅱ） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4※
日本文芸史Ⅱ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4※
日本文芸研究特講・近代
（日本の私小説を読む） 2～ 4※ 1～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4※

日本文芸研究特講・現代
（戦後文学から日本を考える）2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4※

書道史（中国と日本の書の歴史） 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※
西洋史概説（ロシア近代史を中心として） 3・4 ※ 3・4 ※ 2 ～ 4 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
東洋史概説（中国古代史） 3・4※ 3・4※ 2～ 4 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
自然地理学概論（2） 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 1～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※
地学概論（Ⅰ） 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ ○
歴史地理学（Ⅰ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ ○
自然地理学（地形）（Ⅰ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
自然地理学（気候・気象）（Ⅰ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
自然地理学（海洋・陸水）（Ⅰ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
地図学（Ⅰ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ ○
金融論A／金融論 I 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 2 ～ 4
経済政策論A／経済政策論Ⅰ 4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
ミクロ経済学A／現代経済学 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 2 ～ 4 3・4
マクロ経済学A／マクロ経済学 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 2 ～ 4 3・4
国際経済論A／国際経済論 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 2 ～ 4 3・4
環境経済論A／環境経済論 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 2 ～ 4 3・4
開発経済入門A 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4 ※
国際貿易論A 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※
日本経済論A／日本経済論Ⅰ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4
経済学特講
（循環型社会のミクロ経済学）2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4

経済学特講（Academic	Writing:	
SDGs 及び卒業論文執筆に向けて） 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 2 ～ 4

ビジネス英語A 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※
経済地理（Ⅰ） 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 3・4 3・4
労働経済論A 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※
会計学入門Ⅰ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4
経済学入門A／経済学入門 I 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 1 ～ 4 1 ～ 4
経営戦略論Ⅰ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4
マーケティング論 I 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 2 ～ 4
税務会計 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4
国際金融論 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
管理会計論 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
日本経営論 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4
現代ファイナンスA／ファイナンス論 I 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4

※履修学年の横に「※」がある科目は「他学部・他学科公開科目」として受講することができます。
「経済地理（Ⅰ）」については、史学科、地理学科では「経済地理学」（2単位分）として扱います。
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【後期】『法政通信』掲載号：7・8月号（開講期間：10 月 1 日（日）～ 1月 20 日（土））

開講
期間 課程 科目名

履修学年（学科別） 2023 年度
新規開講法 日 史 地 経 商

後期

教養

法学（日本国憲法） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 ○
経済学（資本と利子から経済を考える） 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
政治学概論（Ⅰ） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
英語 S（1） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
英語 S（2） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 ○
仏語 S 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
健康・スポーツ科学概論
（スポーツコーチングの基礎） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4

専門

データサイエンス入門B 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
総合特講（東南アジア現代史） 1～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4 1 ～ 4
民法総則
（民法典全体に共通するルール） 1～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※
商法総則・商行為法（Ⅱ） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
国際法総論（国際社会の法秩序） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※
行政救済法 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※
保険法・海商法（Ⅱ） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※
労使関係論（Ⅰ） 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※
法律学特講（国際労働法） 2～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※
日本文芸研究特講・上代（万葉集を読む） 2～ 4※ 1 ～ 4 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※
日本文芸研究特講・中古
（『竹取物語』を読む－かぐや姫の“実像”） 2 ～ 4 ※ 1 ～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※
日本文芸研究特講・近世（西鶴大句数）2 ～ 4 ※ 1 ～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※
日本文芸研究特講・児童文芸 2～4※ 2～ 4 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※
日本言語史 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※
日本史概説（東アジアのなかの古代日本） 3・4 ※ 3・4 ※ 1 ～ 4 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
世界地誌（1）（アジア） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
地学概論（Ⅱ） 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ ○
歴史地理学（Ⅱ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ ○
自然地理学（地形）（Ⅱ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
自然地理学（気候・気象）（Ⅱ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
自然地理学（海洋・陸水）（Ⅱ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※
地図学（Ⅱ） 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※ 3・4 ※ ○
自然地理学特講（人間の生活と気候）2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 2 ～ 4 ※ 2 ～ 4 ※
金融論 B／金融論Ⅱ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4
経済政策論B／経済政策論Ⅱ 4 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
経済学入門B／経済学入門Ⅱ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 1～ 4 1 ～ 4
統計学入門 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 1～ 4 ○
ミクロ経済学B／現代経済学Ⅱ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 2～ 4 3・4
マクロ経済学B／マクロ経済学Ⅱ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 2 ～ 4 3・4
国際経済論B／国際経済論Ⅱ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 2～ 4 3・4
環境経済論B／環境経済論Ⅱ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 2～ 4 3・4
開発経済入門B 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2 ～ 4 2 ～ 4 ※
国際貿易論B 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※
ビジネス英語B 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※
経済地理（Ⅱ） 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 3・4 3・4
労働経済論B 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4 ※
会計学入門Ⅱ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4
経営戦略論Ⅱ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4
マーケティング論Ⅱ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4
税務会計Ⅱ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4
国際金融論Ⅱ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4
管理会計論Ⅱ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 3・4
経営学特講（ミクロ経済学）2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4※ 2～ 4 2 ～ 4
事業創造論 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4
会計情報論Ⅰ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4 ○
現代ファイナンスB／ファイナンス論Ⅱ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 ※ 3・4 3・4
消費者行動論 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4
広告論 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4※ 3・4

※履修学年の横に「※」がある科目は「他学部・他学科公開科目」として受講することができます。
「経済地理（Ⅱ）」については、史学科、地理学科では「経済地理学」（2単位分）として扱います。
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※	メディアスクーリングは開講年度が異なる場合でも講義内容が同一のため、過去に単位修得済みの同一
科目名・同一教員の講義を再度受講することはできません（不合格等で単位未修得の場合は除く）。

　	また、科目名が異なる場合でも、過去に開講したメディアスクーリングで以下科目の単位を修得した方
は受講できない科目があります。

科目名
2012 年度以前 2023 年度

前
期

労働法Ⅰ 労働法（働き方に関する法ルール）
商法一部（総則・商行為）Ⅰ 商法総則・商行為法（Ⅰ）
商法四部（保険法・海商法）Ⅰ 保険法・海商法（Ⅰ）
日本文芸特殊研究（近代）（日本の私小説を読む）日本文芸研究特講・近代（日本の私小説を読む）
経済学基礎理論A 経済学入門A／経済学入門Ⅰ

後
期

商法一部（総則・商行為）Ⅱ 商法総則・商行為法（Ⅱ）
商法四部（保険法・海商法）Ⅱ 保険法・海商法（Ⅱ）

2022 年度以前 2023 年度
前期 総合特講（データサイエンス入門A） データサイエンス入門A

後
期

総合特講（データサイエンス入門B） データサイエンス入門B
英語 S 英語 S（1）
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スクーリングのシラバスについて

　スクーリングのシラバス（講義概要）は『法政通信』にて各スクーリングの掲載号でもお知らせしますが、
Web から閲覧ください。
　
https://syllabus.hosei.ac.jp/web/

　法政大学通信教育部Web サイト（トップページ）にリンクもあります。

【トップページ】
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メディアスクーリング試験（会場試験）について

　メディアスクーリング試験（会場試験）は、前期は 6 月・7 月の単位修得試験と同日程・同会場で行い
ます（ただし、一部科目はリポート試験を実施）。同一科目につき前期は 6月か 7月のどちらかしか登録・
受験できません（重複受験禁止）。

1．試験日および試験登録期間
1 科目につき 6月か 7月のどちらかを選択し試験登録、受験をしてください。

試験日 6 月 11 日（日） 7月 16 日（日）

試験登録期間 4 月 26 日（水）～ 5月 15 日（月） 6月 5日（月）～ 6月 19 日（月）

2．試験実施方法
試験問題は、当日配付する単位修得試験の問
題冊子の中に記載されています。試験時間、
試験に関する諸注意や実施要領は単位修得試
験と同様です。試験時に資料などを参照でき
る科目はありません。また、原則として試験
範囲は公開していません。

3．Web学習サービスでの試験登録方法
Web 学習サービスにログインし、「単位修得
試験の申請を行う」より該当するメディアス
クーリング試験の科目を選択し登録してくだ
さい。
※携帯電話・スマートフォンなどのブラウザ
からのWeb 登録は避けてください。動作保
証対象外です。

4．試験に関する注意点
・１回の試験で登録できる科目数は単位修得試
験とメディアスクーリング試験を合わせて３
科目までです。
・6月に３科目、7月に３科目を登録すると最
大で６科目まで登録ができます。
※試験区分がメディアスクーリング試験（会
場試験）の科目を６科目受験する場合は通
常の単位修得試験は受験できません。

・6月に試験を受験し、白紙や「棄権」として
答案を提出した科目を 7月に重複して受験す
ることはできません。また、答案を提出せず、
試験会場から退出することはできません。
・6 月に試験登録をし、やむを得ない事情で欠
席された方で、7月に受験を希望する場合は、
あらためて試験登録が必要です。Web 学習

サービスから振り替え登録をしてください。
登録方法については、Web 学習サービス右
側メニューバー「スクーリング」の「メディ
アスクーリング試験振替申請マニュアル」を
参照してください。
※	一部の科目のみ翌月に振り替えることはで
きません。6月に登録した科目を 7月の受
験に変更したい場合は、6月試験は必ず欠
席してください（一部の科目のみ受験する
こともできません）。詳細は『学習のしお
り 2023』p.135 の記入例で確認してくださ
い。

・各月に指定されている試験登録受付期間に必
ず試験登録してください。いかなる事情でも
試験登録受付期間外の試験登録は一切できま
せん。
・通信教育部では追試などの「救済措置の制度」
は一切ありません。したがって、メディアス
クーリング試験（会場試験）を受験しなかっ
た場合、追試・再試等の代替措置はありませ
ん。
	 新型コロナウイルス感染症のワクチン接種時
および接種後の副反応によりメディアスクー
リング試験が受験できなかった場合も同様で
す。日程を考慮したうえで、ワクチン接種の
日程を決定してください。
	 また、新型コロナウイルス感染症にり患した
場合は、『学習のしおり 2023』p.133「6. イン
フルエンザや新型コロナウイルス感染症等に
り患した場合の取り扱いについて」を確認の
うえ、メディアスクーリング担当まで連絡し

お問い合わせ先 TEL：03-3264-5139（メディアスクーリング担当）

※	試験登録締切日時は登録期間最終日（提出箱投函は 16：00（厳守）、郵送は必着、Web登録は 23：59）
となります。
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てください。
・試験区分がリポート試験（Web 提出）の科
目は試験登録の必要はありません。自宅など
インターネット環境のある場所より定められ
た期間内に提出してください。

※試験についての詳細は『学習のしおり 2023』
の pp.134-135 および受講期間中にメディアス
クーリング受講サイトの「お知らせ」を確認
してください。

科目名 担当教員 科目コード 対象学科

社会学（「近代」とは何か） 徐　玄九 01217 全学科

商法総則・商行為法（Ⅰ） 桜沢　隆哉
14519 全学科（下記を除く）

64579 商業学科で、商法総則・商行為法を「選択必
修科目」として履修している学生

行政法 西田　幸介
氏家　裕順 14606 全学科

労働法（働き方に関する法ルール） 宮崎　由佳 14603 全学科

保険法・海商法（Ⅰ） 桜沢　隆哉 14529 全学科

労使関係論（Ⅱ） 細川　良
14634 法律学科の本科生

選科生

14643 上記以外

日本文芸史Ⅱ 川鍋　義一 24513 全学科

日本文芸研究特講・現代
（戦後文学から日本を考える） 山田　夏樹 24563 全学科

西洋史概説
（ロシア近代史を中心として） 草野　佳矢子

34507 史学科の本科生

34503
地理学科の本科生
法律学科・経済学科・商業学科の本科生で、
教職科目として履修している学生
選科生・教職生

34511 法律学科・日本文学科・経済学科・商業学科の
本科生で、公開科目として履修している学生

地学概論（Ⅰ） 宍倉　正展
44603 地理学科の本科生

選科生

44717 上記以外

歴史地理学（Ⅰ） 米家　志乃布

44705
地理学科の本科生
法律学科・史学科・経済学科の本科生で、教
職科目として履修している学生
選科生・教職生

44716
法律学科・日本文学科・史学科・経済学科・
商業学科の本科生で、公開科目として履修し
ている学生

自然地理学（地形）（Ⅰ） 前杢　英明
44607

日本文学科・地理学科の本科生
法律学科・史学科・経済学科・商業学科の本
科生で、教職科目として履修している学生
選科生・教職生

44692 法律学科・史学科・経済学科・商業学科の本
科生で、公開科目として履修している学生

自然地理学（気候・気象）（Ⅰ） 山口　隆子

44620
地理学科の本科生
法律学科・史学科・経済学科・商業学科の本
科生で、教職科目として履修している学生
選科生・教職生

44537
法律学科・日本文学科・史学科・経済学科・
商業学科の本科生で、公開科目として履修し
ている学生

金融論 A
武田　浩一

54536 経済学科の本科生

金融論Ⅰ 64530 上記以外

ミクロ経済学 A
平井　俊行

54526 経済学科の本科生

現代経済学Ⅰ 64559 上記以外

【前期メディアスクーリング試験科目コード一覧】

次ページに続く
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※所属学科や科目属性（教科専門科目・公開科目）により科目コードが異なる場合がありますので注意してください。
※上記以外の科目は、リポート試験になります。『法政通信』2 月号 p.35 〜「メディアスクーリング開講科目一覧」を確認してください。

科目名 担当教員 科目コード 対象学科

マクロ経済学Ａ
奥山　利幸

54528 商業学科以外の本科生
選科生

マクロ経済学Ⅰ 64569 商業学科の本科生

開発経済入門 A 池上　宗信 54559 全学科

経済学特講
（循環型社会のミクロ経済学） 赤石　秀之 54619 全学科

経済地理（Ⅰ） 近藤　章夫

54547 経済学科・商業学科の本科生
選科生

44699 史学科・地理学科の本科生
教職生

54558 法律学科・日本文学科の本科生

労働経済論 A 佐野　晋平 54570 全学科

会計学入門Ⅰ 神谷　健司 64526 全学科

管理会計論Ⅰ 北田　皓嗣 64544 全学科

税務会計Ⅰ 大下　勇二 64548 全学科

国際金融論Ⅰ 横内　正雄 64552 全学科

日本経営論 金　容度 64554 全学科
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仙台市
スクーリング

仙台市スクーリング
1．開講日程
6 月 2 日（金）授業
6月 3 日（土）授業
6月 4 日（日）授業および試験

2．開催地
TKPガーデンシティ PREMIUM仙台西口
〒 980-0013
宮城県仙台市青葉区花京院 1-2-15
ソララプラザ 7階
TEL：022-204-1036

＜会場周辺図＞

　JR東北本線「仙台駅」西口徒歩 3分
　仙台市地下鉄南北線「仙台（地下鉄）駅」徒歩5分

3．開講科目
教養科目

受講可能な
学科 / 学年 科目 単

位 担当教員

全学科 1～ 4 化学 3（講義） 2 向井知大
※全学科は選科生も含みます。

※	すでに卒業所要単位を充足済み（3年次編入学

および学士入学時に「認定」「免除」された単

位を含む）の場合は、単位を修得しても卒業所

要単位に算入されません（スクーリング修得単

位にのみ算入されます）。

専門科目

受講可能な
学科 / 学年 科目 単

位 担当教員

全学科
1～ 4 総合特講

※ 1 2 宇津川喬子

2～ 4 法律学特講※ 2 2 田中開

※全学科は選科生も含みます。

※ 1　８回16単位まで履修できます。

※ 2　法学部…４回８単位まで履修できます。

　　　	文学部・経済学部…「公開科目」の総数と

して８回 16単位まで履修できます。

4．授業時間

1 時限目 9 ：00 ～ 10：40

2 時限目 10：50 ～ 12：30

－昼休み－

3 時限目 13：30 ～ 15：10

4 時限目 15：20 ～ 17：00

5．	スクーリング試験の受験資格および成績評価
の要件
スクーリング試験の受験資格および成績評価要
件は 3日間合計 12コマ（午前 2コマ・午後 2
コマ× 3日）のうち 8コマ以上出席し、かつ、
毎日出席していること。いかなる理由があろう
とも、上記の受験資格を満たさなければ、試験
を受けることはできません。また、試験の有無
を問わず、成績評価はつきません。
※	科目に個別の受験要件が設定されているこ
とがあります。シラバスをよく確認してく
ださい。
※	遅刻・早退は、0.5 コマ分の出席としてカウ
ントします。
※	最終日の午後のみ、前半授業を 2コマとし
てカウントします（欠席は 2コマ分の欠席、
遅刻・早退は 1コマ分の欠席）。

6．定員（予定）
化学3（講義）：90 名
総 合 特 講：90 名
法律学特講：90 名

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6397（教務担当）
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7．受講資格
（1）本科生・科目等履修生（ただし、教職生

は教職科目のみ）
（2）前期生は、2023 年度の進学・再学手続き

を所定の期日までに完了していること。
（3）後期生の分納者は後半の教育費等を所定

の期日までに完納していること。

8．受講料
20,000 円

9. 受講手続き
履修申請で許可された人が受講できます（履
修申請者が多い場合などは抽選により受講許
可・不許可を決定します）。
※	第 2 希望まで選択し、履修申請を行うこと
が可能です。

（1）履修申請方法
　　	a、bいずれかの方法を選択してください。
　　	a．Web 学習サービスを利用しての申請

Web 学習サービス（https://ceportal.
hosei.ac.jp/campusweb/top.do）より申
請してください。
申請方法はWeb学習サービス「スクー
リング申請マニュアル」を参照してく
ださい。

　　	b．「履修申請書」による申請
本号巻末 p.109 の「仙台市スクーリン
グ履修申請書」に必要事項を記入し、
下記宛に郵送してください。
郵便事故など着信が心配な方は『簡易
書留』などを利用してください。

（2）	優先地域については、『学習のしおり
2023』p.129 を参照してください。

（3）履修申請期間
　　4月 4日（火）～ 13日（木）
　　	a．Web 学習サービスの場合

締切日の 23：59 まで。
　　	b．「履修申請書」の場合

締切日必着
※ 	4 月 3 日以前に到着したものは無効
とし返送します。

【注意】履修申請期間終了後の科目変更は
一切できませんので、ご注意ください。

（4）履修申請結果通知
　　4月 21 日（金）発送予定
　　	履修申請者に「履修申請結果通知書」を

郵送します。許可者には併せて振込依頼
書を送付します。

　　※ 	4月26日（水）までに通知が届かなかっ
た場合は、必ず事務局へお問い合わせ
ください。郵便事故などによる責任は
負いかねますので、ご注意ください。
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11. 学生旅客運賃割引証
本科生で条件を満たす場合に利用できます。
詳細は p.93 の「学生旅客運賃割引証（学割証）
の申請」を参照してください。
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13. スクーリング受講に際して特別な配慮を希望
する方へ
身体または精神に障がいもしくは疾病がある
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記入シートを持参してください。
※	緊急連絡先記入シートは『学習のしおり
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サイトからダウンロードしてください。

【仙台市スクーリング　教材価格一覧】
　テキストは、この一覧表の内容のほかにも指示や説明がある場合があります。事前に必ず各科目のシラ
バスで詳細を確認してください。
　テキスト（指定市販本）は、最寄りの書店または法政大学生協市ケ谷購買書籍部で各自購入してください。
生協の通信販売を利用する場合は『学習のしおり 2023』p.259 の「指定市販本／スクーリングテキスト　
購入申込書」を使用し、生協に申し込んでください。Web サイトからの申し込みも可能です（『学習のし
おり 2023』p.40 参照）。

教員名 教科書
コード 教材名 編・著者名 出版社 定価

（税込）

法政通教販売価格
（税込）

店頭
販売

通信販売
（送料込）

法律学特講
（田中　開）

C-001「刑事訴訟法」（第 6版）（2020）

田中開・寺崎
嘉博・長沼範

良著
有斐閣 2,640 円 2,376 円 2,471 円

C-002
（別冊ジュリスト）
「刑事訴訟法判例百選」
（第 10 版）（2017）

井上正仁・大
澤裕・川出敏

裕編
有斐閣 2,750 円 2,475 円 2,580 円
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仙台市スクーリング　シラバス

本号に掲載しているシラバスは、内容を変更する場合があります。
履修申請前にWebシラバスを必ず確認してください。

　発行日：2023/1/17

CHM100TA

化学３（講義）（仙台市スクーリング）

向井　知大

カテゴリー：仙台市 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
この授業では、現在の我々の生活を支えているエネルギーについて
紹介していきます。エネルギーを題材にして身の回りの現象につい
て理解を深めることを目的としています。

【到達目標】
エネルギーについて原子核や電子の振る舞いをもとに理解し、科学
的な思考で物事を説明する能力を高めることを目標とします。エネ
ルギー問題に関する近年の話題について、自分なりの考察ができる
ようになることを目標にして下さい。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP3, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
パワーポイント資料をスクリーンに投影し、解説する形式で対面授
業を行います。資料は紙媒体で配布します。授業時間内、授業終了
後に質問を受け付けます。最終回では、講義内容のまとめや復習だ
けでなく、授業内で行った課題に対する講評や解説も行います。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回 エネルギーの基礎 エネルギーの定義やエネルギー変

換についての概説
第 2 回 原子の構造 原子を構成する成分とそれらの性

質について
第 3 回 電子と電気 電磁誘導と発電機の仕組みについ

て
第 4 回 放射性同位体 原子核の壊変について
第 5 回 原子力発電 核分裂連鎖反応について
第 6 回 原子爆弾と核融合 ウラン濃縮や臨界量について
第 7 回 電磁波のエネルギー 電磁波の性質と光量子仮説につい

て
第 8 回 化学結合のエネルギー 原子どうしが結合するしくみにつ

いて
第 9 回 有機化合物 炭素原子を含む化学物質の構造
第 10回 エネルギー物質 火薬の成分や構造について
第 11回 元素の循環 地球上での炭素、窒素原子の循環

について
第 12回 まとめ これまでの内容のまとめ

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
講義の内容に関連すると考えられる現象や用語について、各自が興
味を持って書籍や Web 検索などで調査してみて下さい。本授業の
準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
使用しません。毎回資料を紙媒体で配布します。

【参考書】
使用しません。

【成績評価の方法と基準】
最終時限に実施する試験 (配分 100%) で成績評価します。

【学生の意見等からの気づき】
これまでの理系科目の履修の有無にかかわらず理解できるよう努め
ます。
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　発行日：2023/1/17

BSP100TE

総合特講（仙台市スクーリング）

宇津川　喬子

カテゴリー：仙台市 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
主に自然地理学（特に地形学）の観点から，身の回りにある「自然環
境と人間社会とのつながり」に気が付くきっかけとなるような自然
地理学に関する基礎知識と教養を身につけます．本授業は「旅」を
コンセプトに，娯楽としての「旅」だけではなく，自然界における
様々な「旅」にも目を向けます．

【到達目標】
多面的な視野をもって自然地理学的観点から「世界のなかの日本」を
能動的に捉えられるように，①地理的思考および②「自然の原理」と
「人間の生活の営み」を関連づける思考力を養うことを目指します．

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP1,
DP2」「史学科： DP1, DP3」「地理学科 DP1, DP2, DP3」「経済学
科： DP4, DP5」「商業学科：自由な発想と柔軟な判断ができる能
力」に関連

【授業の進め方と方法】
講義形式で進めます．毎回スライドを投影し，プリントを配布しま
す．リアクションペーパーによる質問やコメントを毎時間受け付け，
次回の授業あるいは翌日にフィードバックします．

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回 自然地理学とは，導

入・旅 ×地図
主題図と一般図，古地図，GIS

第 2 回 旅 ×風土 衣食住，気候，海外
第 3 回 旅 ×森 植生分布，遷移，土壌
第 4 回 旅 ×日本列島 プレートテクトニクス，付加体，

フォッサマグナ
第 5 回 旅 ×火山 火山フロント，温泉，火山灰
第 6 回 旅 ×河川 侵食―運搬―堆積過程，河川地形
第 7 回 旅 ×海岸 ラグーン，海岸砂丘，海岸侵食
第 8 回 旅 ×岩石 火成岩，堆積岩，変成岩，景観
第 9 回 旅 ×ジオパーク 地域振興，エコツーリズム，世界

遺産
第 10回 旅 ×自然災害 誘因と素因，自然災害伝承碑，ハ

ザードマップ
第 11回 旅 ×地球 宇宙船地球号，環境問題
第 12回 試験および解説 筆記試験とその解説

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
授業で適宜紹介する参考図書を手にとってもらいたいです．授業で
は時事問題も取り上げますので，新聞やニュースには日常的にふれて
おきましょう．本授業の準備・復習時間は各 2時間を標準とします．

【テキスト（教科書）】
担当教員が作成した印刷物を授業にて配布します．

【参考書】
適宜，授業回の参考文献を紹介します．全体的に参考になる文献は
以下のとおりです．
松山洋・川瀬久美子・辻村真貴・高岡貞夫・三浦秀樹著『自然地理
学』（ミネルヴァ書房）
松原彰子著『自然地理学（第 6 版）』（慶応義塾大学出版会）
また，授業を通して地図帳が 1 冊あるとよいでしょう．

【成績評価の方法と基準】
論述式試験（100 ％）により評価

【学生の意見等からの気づき】
他の受講生と意見交換をできる機会を設けたいと考えていますが，
当日の教室環境等で勘案します．また，リアクションペーパーのコ
メントのうち，教員が受講生全員と共有したいと思った質問・コメ
ントは授業開始時にできるだけ紹介します．

【学生が準備すべき機器他】
特になし

LAW200TB

法律学特講（仙台市スクーリング）

田中　開

カテゴリー：仙台市 ｜ 予備登録の有無：
授業形態：スクーリング ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
刑事手続法の概要を講義する。
受講生が、刑事手続について、基本的な法的知識を習得し、法的推
論の能力を涵養することを目的とする。

【到達目標】
受講生が捜査に始まる刑事手続の流れ、刑事手続の基本理念、判例、
通説、実務の運用につき基礎的な知識と理解を得、適切な法解釈を
なす能力を涵養することを目標とする。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「DP1」「DP3」「DP4」に関連

【授業の進め方と方法】
基本的な教科書、判例集を用いて講義形式で行う。
必要な参考資料は適宜配布する。
フィードバックは授業内で行う予定。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回 刑事手続の目的と基本

理念、捜査の概要
法定手続の保障と手続の適正、捜
査の流れ、強制処分法定主義、任
意捜査の原則、令状主義につき概
説する。

第 2 回 捜査の端緒、逮捕と勾
留

職務質問・所持品検査、逮捕・勾
留につき概説する。

第 3 回 捜索・差押え・検証 捜索・差押え・検証、その他の処
分につき概説する。

第 4 回 被疑者の防御、公訴の
提起

被疑者の防御、公訴の提起の手
続・方式につき概説する

第 5 回 公判手続 公判手続につき概説する。裁判員
裁判にも触れる。

第 6 回 訴因と公訴事実 訴因の特定、訴因変更の要否・可
否につき概説する。

第 7 回 証拠法Ⅰ 証拠法の基礎、自白法則につき概
説する。

第 8 回 証拠法Ⅱ 伝聞法則、違法収集証拠の排除に
つき概説する。

第 9 回 公判の裁判、上訴 公判の裁判、上訴につき概説する
第 10回 確定後救済手続、特別

手続
確定後救済手続、特別手続につき
概説する

第 11回 総復習と質問 総復習を行い、質問を受ける。

— 1 —
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　発行日：2023/1/17

第 12回 試験とまとめ 試験と授業のまとめを行う。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備学習・復習時間は各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
田中開・寺崎嘉博・長沼範良「刑事訴訟法」（第 6 版）(2020)（有
斐閣）
井上正仁・大澤裕・川出敏裕編（別冊ジュリスト）「刑事訴訟法判例
百選」（第 10 版）(2017)（有斐閣）

【参考書】
井上正仁・酒巻匡編（ジュリスト増刊）「刑事訴訟法の争点」（新・法
律学の争点シリーズ 6）(2013)（有斐閣）

【成績評価の方法と基準】
最終日に実施する試験による（100 点満点）

【学生の意見等からの気づき】
特にない。

— 2 —
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前期週末
スクーリング

前期週末スクーリング
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6533（教務担当）

1．開講日程
6 月 25 日（日）授業
7月 2 日（日）授業
7月 9 日（日）授業および試験

2．開催地
法政大学	市ケ谷キャンパス

3．開講科目
教養科目

受講可能な
学科 / 学年 科目 単

位 担当教員

全学科 1～ 4 生物学 3
（講義） 2 大槻　涼

※全学科は選科生も含みます。
※	すでに卒業所要単位を充足済み（3年次編入学
および学士入学時に「認定」「免除」された単
位を含む）の場合は、単位を修得しても卒業所
要単位に算入されません（スクーリング修得単
位にのみ算入されます）。

　	登録後の科目変更は一切できませんのでご注意
ください。

専門科目

受講可能な
学科 / 学年 科目名 単

位 教員名

全学科 2～ 4

法律学特講
※ 1 2 荻村慎一郎

経済学特講
※ 2 2 畑　憲司

経営学特講
※ 3 2 市川　佳功

※全学科は選科生も含みます。

※ 1	　法学部…4 回 8 単位まで履修できます。　

　	文学部・経済学部…「公開科目」の総数と

して 8回 16 単位まで履修できます。

※ 2　経済学部…4回 8単位まで履修できます。

　	法学部・文学部…「公開科目」の総数として

8回16単位まで履修できます。

※ 3	　経済学科…4回 8単位まで履修できます。

　商業学科…8回 16 単位まで履修できます。

　	法学部・文学部…「公開科目」の総数とし

て8回 16単位まで履修できます。

4．授業時間

1 時限目 9 ：00 ～ 10：40
2 時限目 10：50 ～ 12：30

－昼休み－
3 時限目 13：30 ～ 15：10
4 時限目 15：20 ～ 17：00

5．	スクーリング試験の受験資格および成績評価
の要件
スクーリング試験の受験資格および成績評価
要件は 3日間合計 12 コマ（午前 2コマ・午後
2コマ× 3日）のうち 8コマ以上出席し、かつ、
毎日出席していること。いかなる理由があろう
とも、上記の受験資格を満たさなければ、試
験を受けることはできません。また、試験の
有無を問わず成績評価はつきません。
※	科目に個別の受験要件が設定されているこ
とがあります。シラバスをよく確認してく
ださい。
※	遅刻・早退は、0.5 コマ分の出席としてカウ
ントします。
※	最終日の午後のみ、前半授業を 2コマとし
てカウントします（欠席は 2コマ分の欠席、
遅刻・早退は 1コマ分の欠席）。

6．定員（予定）
生物学 3（講義）：150 名程度
法律学特講：200 名程度
経済学特講：200 名程度
経営学特講：200 名程度

7．受講資格
（1）本科生・科目等履修生（ただし、教職生

は教職科目のみ）
（2）前期生は、2023 年度の進学・再学手続き

を所定の期日までに完了していること。
（3）後期生の分納者は後半の教育費などを、

所定の期日までに完納していること。

8．受講料
15,000 円
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9. 受講手続き
	履修申請で許可された人が受講できます（履
修申請者が多い場合などは抽選により受講許
可・不許可を決定します）。以下により手続き
をしてください。
※	第 2 希望まで選択し、履修申請を行うこと
が可能です。

（1）履修申請方法
　	a、bいずれかの方法を選択してください。
　	a．Web 学習サービスを利用しての申請

Web 学習サービス（https://ceportal.hosei.
ac.jp/campusweb/top.do）より申請して
ください。
申請方法はWeb 学習サービス「スクー
リング申請マニュアル」を参照ください。

　	b．「履修申請書」による申請
本号巻末 p.109「前期週末スクーリング
履修申請書」に必要事項を記入し、下記
宛に郵送してください。
郵便事故など着信が心配な方は『簡易書
留』などを利用してください。

（2）履修申請期間
　　4 月 14 日（金）～ 4月 24 日（月）
　　	a．Web 学習サービスの場合

締切日の 23：59 まで。
　　	b．「履修申請書」の場合

締切日必着
※ 	4 月 14 日以前に到着したものは無
効とし返送します。

【注意】履修申請期間終了後の科目変更は
一切できませんので、ご注意ください。

（3）履修申請結果通知
　　5 月 10 日（水）発送予定
　　	履修申請者に「履修申請結果通知書」を

郵送します。許可者には併せて振込依頼
書を送付します。

　※	発送予定日から 1週間を経過しても通知
が届かない場合は、必ず事務局へお問い

合わせください。郵便事故などによる責
任は負いかねますので、ご注意ください。

（4）受講料振込期間
　　5 月 11 日（木）～ 5月 24 日（水）
　　※	上記期間内に受講料の振り込みのない

場合、受講許可を取り消し、受講を認
めません。

　　　	p.92 の「入金時の注意事項」を必ず確
認してください。

（5）履修登録結果通知
　　	手続き期間終了後、「履修登録結果通知書」

を郵送します。許可者には併せて受講要
領を送付します。

10. 使用教材
シラバスを参照してください。

11. 学生旅客運賃割引証
本科生で条件を満たす場合に利用できます。
詳細は p.93 の「学生旅客運賃割引証（学割証）
の申請」を参照してください。

12. 受講証明書
「受講証明書」（1 通 200 円）はスクーリング
に出席したことを勤務先などに証明するもの
です。申請はスクーリング初日に受け付けし、
最終日の 4限終了後にお渡しします。

13. スクーリング受講に際して特別な配慮を希望
する方へ
身体または精神に障がいもしくは疾病がある
方で、スクーリング受講に際して特別な配慮
を希望する方は、『学習のしおり 2023』p.141
を参照のうえ、履修申請の際に学生担当へ連
絡してください。

14. その他
万一の場合に備え、健康保険証・緊急連絡先
記入シートを持参してください。
※	緊急連絡先記入シートは『学習のしおり
2023』p.247 を使用するか、通信教育部Web
サイトからダウンロードしてください。

【郵送先】
〒 102-8445　千代田区富士見 2-17-1
法政大学通信教育部
「前期週末スクーリング担当」宛
封筒には、「前期週末スクーリング履修申請書
在中」と朱書きしてください。
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前期週末
スクーリング

前期週末スクーリング　シラバス

本号に掲載しているシラバスは、内容を変更する場合があります。
履修申請前にWebシラバスを必ず確認してください。

通信教育部（スクーリング）：標準レイアウト｜ 2023/2/14 – 15:2

BIO100TA

生物学３（前期週末スクーリング）

大槻　涼

カテゴリー：前期週末 ｜ 予備登録の有無：
授業形態： ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
COVID-19の世界的パンデミックを経験し、正確で科学的根拠に立管理 ID：

2304490

授業コード：
90001

脚した生命観がより重要になると考えられます。このために本講義
では、生物学における２つの軸、「普遍性」と「多様性」それぞれに
ついて理解を深め、様々なスケール（分子レベルから地球規模まで）
の生物学を俯瞰することを目的とします。それぞれの個別の情報を
覚えるだけではなく、つながりを意識した理解を目指します。

【到達目標】
生物学に関する最新のニュースについて、背景となる事柄を自分で
探すことができる。
講義で理解した事柄を文章で説明することができる。
生命現象の基本的な事柄を理解し、説明することができる。
大学初級向けの生物学の教科書を自力で理解することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP3, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義は PowerPoint をつかったプレゼンテーションを主体とする予
定です。
毎回の講義でリアクションペーパーを出し、翌回に解説と復習によ
るフィードパックを実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回
対 面/face
to face

生物学とはどのような
学問か？ 生物学の２
つの「軸」

・イントロダクション
・なぜ、生物学を学ぶのか？
・生物学と、ほかの自然科学は何
が違うのか？
・ティンバーゲンの４つのなぜ

第 2 回
対 面/face
to face

生命の階層性 ・分子-細胞-集団-生態系でかわる
生物観
・生物学研究の方法と特徴

第 3 回
対 面/face
to face

生命誕生前夜 ・地球誕生から生命まで
・小惑星探査とわれわれのつな
がり
・宇宙生物学のいま

第 4 回
対 面/face
to face

細胞誕生 ・「地球型生命体」の特徴とは？
・細胞の２つのカタチ
・「全球凍結」がもたらした変化

第 5 回
対 面/face
to face

生物のこれまで　全生
物の系統関係とは

・二界説から３ドメイン説、２ド
メイン説まで
・分子系統学がもたらしたあらた
な生命観
・生命観の変遷と最新の話題

第 6 回
対 面/face
to face

われわれの生命をささ
える物質たち

・水：異質な物質としての水
・タンパク質：多様性と機能
・核酸：しなやかで変化する特性
・脂肪：ユニークで大事なしごと

第 7 回
対 面/face
to face

細胞のしごと、タンパ
ク質のしごと

・細胞の中の化学反応
・エネルギーをどうやって得
るか？
・酵素が支える化学反応

第 8 回
対 面/face
to face

進化とは何か？
種分化とは何か？

・普遍性と多様性の架け橋として
の進化
・進化のしくみと種分化

第 9 回
対 面/face
to face

適応放散と共進化 ・「超高速進化現象」としての適応
放散
・ユニークな生物の姿と生物のふ
しぎ
・生物間相互作用の世界

第 10回
対 面/face
to face

生物上陸作戦 ・植物、動物それぞれの陸上世界
への進出
・陸上植物の進化多様性

第 11回
対 面/face
to face

生物の大量絶滅 ・過去 5 回の大量絶滅
・地球環境の変化と生物の進化
・生命が地球を変える

第 12回
対 面/face
to face

生物多様性とは何か？
まとめ試験

・生物多様性の「多様性」
・多様性を理解するために必要な
こととは？
・地球環境問題とこれからの生態
系

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
講義内容をノートにまとめ、自分の言葉で説明できるように、基本
事項を自分から調べる必要があります。

【テキスト（教科書）】
指定はしないが、適宜必要な資料は提示します。

【参考書】
岩波生物学辞典、巌佐庸　ら（編）、岩波書店、　 2013、第 5 版、
ISBN-13 : 978-4000803144
キャンベル生物学原書 11版、池内昌彦　ら (監修,翻訳)、　丸善出
版、　 2018 ISBN-13 : 978-4621302767

【成績評価の方法と基準】
最終日に実施する試験 (100%)によって成績評価を行います。

【学生の意見等からの気づき】
本年度授業担当者変更によりフィードバックできません。

【その他の重要事項】
積極的に最新の科学に関する話題も講義で取り上げる予定です。
社会情勢などにより講義の順番を変更する場合もある。

【Outline (in English)】
【Course outline】
After the experience of the global pandemic of COVID-19, an
accurate and scientifically based view of life will become more
important. To this end, this lecture aims to deepen students’
understanding of the two axes of biology, "universality" and
"diversity," respectively, and to provide an overview of biology
at various scales (from the molecular level to the global scale).
The aim is not only to memorize each individual piece of
information, but also to understand them with an awareness
of their connections.
【Learning Objectives】
Understand basic content related to biology. To be able to do
their own research on topics related to the latest science.
【Learning activities outside of classroom】
Students will summarize information in notebooks based on
the lecture content. Also, prepare for the lecture based on the
problems presented in the lecture.
【Grading Criteria /Policy】
All grades will be based on the final exam.
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通信教育部（スクーリング）：標準レイアウト｜ 2023/2/14 – 15:2

BIO100TA

生物学３（前期週末スクーリング）

大槻　涼

カテゴリー：前期週末 ｜ 予備登録の有無：
授業形態： ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
COVID-19の世界的パンデミックを経験し、正確で科学的根拠に立管理 ID：

2304490

授業コード：
90001

脚した生命観がより重要になると考えられます。このために本講義
では、生物学における２つの軸、「普遍性」と「多様性」それぞれに
ついて理解を深め、様々なスケール（分子レベルから地球規模まで）
の生物学を俯瞰することを目的とします。それぞれの個別の情報を
覚えるだけではなく、つながりを意識した理解を目指します。

【到達目標】
生物学に関する最新のニュースについて、背景となる事柄を自分で
探すことができる。
講義で理解した事柄を文章で説明することができる。
生命現象の基本的な事柄を理解し、説明することができる。
大学初級向けの生物学の教科書を自力で理解することができる。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP5」「日本文学科： DP3」
「史学科： DP1, DP3」「地理学科： DP1」「経済学科： DP3, DP7」
「商業学科：幅広い教養」に関連

【授業の進め方と方法】
講義は PowerPoint をつかったプレゼンテーションを主体とする予
定です。
毎回の講義でリアクションペーパーを出し、翌回に解説と復習によ
るフィードパックを実施します。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回
対 面/face
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　発行日：2023/2/14

LAW200TB

法律学特講（前期週末スクーリング）

荻村慎一郎

カテゴリー：前期週末 ｜ 予備登録の有無：
授業形態： ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
グローバル社会における法
・本講義では、企業活動と就業・労働の領域を対象に、法学の方法論
を用いて、グローバリゼーションの深化・拡大に伴って生じている
諸問題について考察します。
・具体的には、地球規模で展開されている自動車産業の動向をおさえ
つつ、2018年から 2020年にかけて世界の耳目を集めたカルロス・
ゴーン日産自動車元会長の逮捕および国外逃亡事件の全体像を正確
に理解することできるように、労働法、会社法、刑事法、国際関係
法の基本を段階的に学修していきます。

【到達目標】
本講義では、以下の 3 点の修得を目指します。
・労働法、会社法、刑法、刑事訴訟法、国際法、国際私法という実定
法系科目の基本事項を理解する。
・法史学（法制史）、法社会学、比較法・外国法学という基礎法系科
目の方法論の基礎を理解する。
・多角的かつ総合的な視点を用いて先端的な社会問題を考察する思
考技法を体験する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP1,DP3,DP4」「日本文
学科： DP1,DP2」「史学科： DP1」「地理学科： DP1,DP2,DP3」
「経済学科： DP4,DP5」「商業学科：自由な発想と柔軟な判断がで
きる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
本科目は、視聴覚教材を適宜用いた講義形式の授業です。
・講義は基本から応用へと段階的に展開されるので、予備知識は必
要ありません。
・学生のみなさんとの簡単な対話を織り込みつつ、参加者の理解度
を確認しながら進めます。
・個別のご質問については、授業の前後の時間に対応させて頂きます。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回 この授業の展望 多角的かつ総合的な視点の重要性

について
第 2 回 就業・労働に関する法

①
労働法の基本知識①

第 3 回 就業・労働に関する法
②

労働法の基本知識②

第 4 回 就業・労働に関する法
③

グローバル社会における労働法

第 5 回 企業活動に関する法① 会社法の基本知識①
第 6 回 企業活動に関する法② 会社法の基本知識②
第 7 回 企業活動に関する法③ グローバル社会における会社法
第 8 回 企業活動に関する法④ グローバル社会における労働法お

よび会社法
第 9 回 国際関係法と刑事法① 国際法と国際私法の基本知識
第 10回 国際関係法と刑事法② 刑事法の基本知識と法における国

境の問題
第 11回 この授業のまとめ 法学の持つ可能性について
第 12回 試験および解説 スクーリング試験および解説を行

います。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。
・配布される印刷教材に掲載された復習課題・予習課題に取り組み
ましょう。

【テキスト（教科書）】
オリジナル教材（印刷教材）を配布します。

【参考書】
オリジナル教材（印刷教材）の中で紹介します。

【成績評価の方法と基準】
筆記試験 (100%)
・授業最終回に実施する筆記試験によって成績評価を行います。
・授業時における復習課題・予習課題の学修が自然な形で試験準備
へとつながるように配慮しています。
・本講義の講義内容の理解を問う問題と普段の学修の成果を活かせ
る問題の 2 種類を出題することにより、偏りのない評価となるよう
に努めます。

【学生の意見等からの気づき】
本年度新規担当科目につきアンケートを実施していません。

ECN200TF

経済学特講（前期週末スクーリング）

畑　憲司

カテゴリー：前期週末 ｜ 予備登録の有無：
授業形態： ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
学生は、企業分析のを実管理 ID：施するために必要な前提知識と
して、主に公
知情報の情報収集方法や読み方の基礎を整理する。経営戦略を策定
するために必要となるアプローチについて、経営学的知見と経済学
的知見の接続論点について高度な理解を図る。総まとめとして、事
業計画策定のアプローチを理解する。

【到達目標】
学生は、企業分析に必要な分析の諸相について理解することを目標
とする。分析の領域は、マクロ経済を含む市場動向分析、業界構造
分析、企業のポジショニング分析から構成される。各回の内容に関
連する経済学的トピックスの紹介に相当程度の時間を投下する。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP3,DP5」「日本文学科
： DP1,DP2」「史学科： DP1」「地理学科： DP1,DP2,DP3」「経
済学科： DP1」「商業学科：経済学」に関連

【授業の進め方と方法】
授業は講義形式と、学生によるディスカッションを併用して進行する。
授業は対面で行う。授業内にて、小テストの配布・回収を行う。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
あり / Yes

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
あり / Yes

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回 企業分析の枠組み ・3C分析など企業分析の枠組み

・企業の事業領域
第 2 回 企業が置かれている環

境
・マクロ経済を含めた、最近の企
業が置かれている競争環境
・付加価値概念と GDP

— 1 —
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前期週末
スクーリング

　発行日：2023/2/14

第 3 回 最近の消費動向 ・家計調査報告などを含めた最近
の消費動向
・統計調査とサンプリング

第 4 回 市場分析の方法 ・実務的な市場分析の方法
・MECE と推定

第 5 回 業界構造分析の枠組み ・5F 分析を中心とする業界構造
分析の枠組み
・ポジショニングと RBV

第 6 回 業界の競争環境 ・業界の寡占度の違いによる競争
環境の違い
・独占的競争

第 7 回 新規参入と代替のメカ
ニズム

・新規参入の脅威と新技術による
代替の脅威
・イノベーションのジレンマ

第 8 回 サプライチェーンと産
業組織

・サプライチェーンの発展動向に
ついての理解、価格交渉のメカニ
ズム
・垂直統合戦略

第 9 回 企業戦略と事業戦略
マーケティング戦略

・事業ポートフォリオと事業戦略
の構成要素
・規模の経済と範囲の経済
・STP+4P分析
・事業戦略と製品戦略

第 10回 公知情報の活用方 ・有価証券報告書、企業 HPの活
用方法
・経営者と投資家

第 11回 フィールドワークの方
法

・店舗や売り場を実際に見る際の
ポイント
・リアルとウェブ

第 12回 事業戦略の策定
事業計画の策定

・11回の授業のまとめ
・定量的事業計画の構成要素、事
業戦略との整合性確保

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
各回について、4時間程度の復習時間を想定する。

【テキスト（教科書）】
特になし。

【参考書】
特になし。ただし授業中に日本経済新聞の記事や参考図書を紹介す
る場合がある。

【成績評価の方法と基準】
平常点： 60%
小テスト： 40%

【学生の意見等からの気づき】
平常点は、授業中の質問による授業運営への貢献で評価する。登録
学生にまんべんない発言機会を与える主旨ではなく、質の高い質問
ができる発言者を優先する。

【学生が準備すべき機器他】
特になし。

【その他の重要事項】
各日の授業実施後にオフィスアワーを 30 分程度設け、質問を受け
付ける。

MAN200TG

経営学特講（前期週末スクーリング）

市川　佳功

カテゴリー：前期週末 ｜ 予備登録の有無：
授業形態： ｜ 単位数：2 単位
期間：
受講可能な学科・学年：『法政通信』受講申込み等関連頁を参照
備考（履修条件等）：

【授業の概要と目的（何を学ぶか）】
授業で配布する資料に基づき、講義形式で授業を進めます。この授
業では、不動産の流動化方法の一つである REIT（リート：不動産
投資信託）とは何かについて学習します。REIT が経済社会の中で
どのように機能しているのかを理解することを目的とします。

【到達目標】
株式が証券取引所に上場されていることはよく知られているところ
ですが、REIT（リート）が証券取引所に上場されていることは知
らない人がいるかもしれません。この授業では不動産投資信託であ
る REIT（リート）の仕組みを説明できるようになることが到達目
標です。

【この授業を履修することで学部等のディプロマポリシーに示された
どの能力を習得することができるか（該当授業科目と学位授与方針
に明示された学習成果との関連）】
ディプロマポリシーのうち、「法律学科： DP3,DP5」「日本文学科
： DP1,DP2」「史学科： DP1」「地理学科： DP1,DP2,DP3」「経
済学科： DP2」「商業学科：経営学・商学、自由な発想と柔軟な判
断ができる能力」に関連

【授業の進め方と方法】
配布資料に基づく講義形式で授業を進めていきます。授業中にとき
どき質疑応答を盛り込んでいく予定です。

【アクティブラーニング（グループディスカッション、ディベート等）の実施】
なし / No

【フィールドワーク（学外での実習等）の実施】
なし / No

【授業計画】授業形態：対面/face to face
回 テーマ 内容
第 1 回 不動産の利用方法 不動産のビジネス上の利用方法

（賃貸借・譲渡）について説明し
ます。

第 2 回 不動産の開発規制 土地の開発や建物の建築に対する
規制の概要を説明します。

第 3 回 不動産の評価方法 一物一価ではない不動産の評価方
法を紹介します。

第 4 回 REIT の仕組み REIT（不動産投資信託）の基本
的な仕組みを説明します。

第 5 回 投資法人に対する規制 REIT の主体である投資法人を規
制するルールとその目的を説明し
ます。

第 6 回 不動産投資に対するリ
スク

REIT への投資にはリスクがつき
ものです。どのようなリスクがあ
るかを説明します。

第 7 回 不動産投資に対するリ
スクの顕在事例

不動産リスクがどのように現実化
するのかその事例を紹介します。

第 8 回 REIT の投資対象 REIT はさまざまな不動産に投資
をしています。それぞれの REIT
の個性ある投資対象を紹介してい
きます。

第 9 回 信託受益権とは REIT の投資対象の一つである信
託受益権の仕組みを説明します。

第 10回 上場 REIT の時価の
変動

どのような事由が上場 REIT の
時価に影響を与えるのかを考えて
いきます。

第 11回 上場されていない
REIT（私募 REIT）

私募 REIT の情報は取りにくい
のですが、どのような商品なの
か、その概要を説明します。
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　発行日：2023/2/14

第 12回 REIT の課税関係
試験の実施

REIT を組成する際に重要視され
ている課税関係を説明します。
講義終了後に試験を実施します。

【授業時間外の学習（準備学習・復習・宿題等）】
本授業の準備・復習時間は、各 2 時間を標準とします。

【テキスト（教科書）】
テキストの指定はありません。授業で配布する資料で学習を進め
ます。

【参考書】
新家寛ほか編「REIT（リート）のすべて（第 2 版）」民亊法務研究
会 7,200円＋消費税が参考になりますが、授業中でこの参考書を具
体的に使用する予定はありません。

【成績評価の方法と基準】
授業最終回に実施する筆記試験のみ（評価割合 100％）によって評
価します。

【学生の意見等からの気づき】
事例を用いると学習することに興味をより深く持てるようなので、
事例を多用して講義を実施します。

— 3 —
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春期
スクーリング

春期スクーリング
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6584（夜間業務担当）

春期スクーリングについて

　春期スクーリングは、4月 7日（金）からスター
トします。「履修登録結果通知書（4月 15 日発送
予定）」が届く前でも、１回目から授業に参加し
てください。
　『法政通信』3月号 pp.71-121 で、春期スクーリ
ングの日程や注意事項等をよく確認しておいてく
ださい。
　また、今後の春期スクーリングに関するお知ら
せは、Web 学習サービスへ掲載しますので、随
時確認してください（Information またはログイ
ン後の「大学からのお知らせ」へ掲載予定）。

【Web学習サービス】
https://ceportal.hosei.ac.jp/campusweb/top.do
　事前にWeb 学習サービスにログインできるか
確認し、パスワードを忘れてしまった場合は『学
習のしおり 2023』p.146 を参照のうえ、パスワー
ドの再発行の手続きをとってください。郵送での
手続きの場合、通常 1週間程度時間を要しますの
で、余裕を持って申請してください（電話やメー
ルでは対応できません）。

1．授業について
　2023 年度春期スクーリングは、原則として
教室での対面授業を行います。しかしながら、
新型コロナウイルス感染症拡大の影響による大
学の行動制限レベルが上がった場合には、開講
当初もしくは学期途中から全面オンライン授業
に移行する可能性があります。その点を念頭に
置き、オンライン授業への移行にも対応でき、
大学へ登校できる方のみ申請を検討してくださ
い。
　また、教室での対面授業期間中は、新型コロ
ナウイルス感染症が怖いなどの理由で、オンラ
イン授業を希望されても対応できかねますし、
今年度より教室定員が通常定員に戻りますので
科目によっては隣席者と距離が十分にとれない
場合があるかもしれませんが、その点もご了承
ください。
　春期スクーリングに関するお知らせはWeb
学習サービスへ掲載しますので、随時確認して

ください（Information またはログイン後の「大
学からのお知らせ」へ掲載予定）。事前にWeb
学習サービスにログインできるか確認し、パス
ワードを忘れてしまった場合は『学習のしおり
2023』p.146 を参照のうえ、パスワードの再発
行の手続きをとってください。郵送での手続き
の場合、通常 1週間程度時間を要しますので、
余裕を持って申請してください（電話やメール
では対応できません）。

2．授業教室および実技場所について
　市ケ谷キャンパスで行います。
　授業教室は、本号の「春期スクーリング時
間割」で確認してください。
（日本文学科の通学課程開講科目の授業教室
はWeb シラバスで確認してください。）
　教室の場所については、『学習のしおり
2023』pp.202-206 の校舎案内図で確認してく
ださい。

3．オフィス・アワー制度について
　授業科目に関する質問等がある場合は、授業前
もしくは授業後に担当教員へ直接質問してくださ
い。

4．春期スクーリング科目辞退について
　履修登録が許可された科目について、4月 17
日（月）まで辞退が可能です（科目変更はでき
ません）。
提出締め切り日：4月 17 日（月）【必着】
　教室での受講やパソコン等の操作に不安が生
じたなどの場合は、辞退をご検討ください。
　辞退される場合は、『法政通信』3 月号 p.82
を参照のうえ、「辞退届」を作成し、提出して
ください。受講料を振り込み済みの場合は返金
します。
　締め切り日以降の辞退や辞退の取り消しの受
け付けは一切できませんので、慎重に検討した
うえでお手続きください。
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5．通学課程の時間割について
　『法政通信』3月号 p.87 記載の（4）授業教室
ですが、以下の内容に訂正します。
　授業教室はWeb シラバスで確認してくださ
い。
　教室変更については、Web シラバスおよび
「Hoppii」ログイン後の登録している授業のお
知らせで確認してください。

・教室内でのマスクの着用は強制ではありませんができる限り着用を推奨します。
・	大学としてはこれまで通り教室内の換気等学内での感染症予防に向けた措置は継続しておこなっていき
ますが、マスクの着用は強制ではなくなりますので、マスク非着用の受講生が同教室内にいる可能性が
あることに不安を感じる方は春期スクーリング受講辞退を検討してください。

マスクの着用について
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春期
スクーリング

春期スクーリング使用テキスト一覧

教科書
コード 科　目 使用テキスト

法政生協
販売価格

（税送料込）

H-001 西洋史
『もういちど読む山川世界史 plus ─ヨーロッパ・アメリカ編』
木村靖二、岸本美緒、小松久男　著
山川出版社　2022 年

1,887 円

※ 1 数学 1
通教テキスト『数学』第 1 版
安東祐希、池田宏一郎、倉田俊彦
法政大学通信教育部　2008 年

H-002 英語 S（1）

James M. Vardaman, Japan’ s Dilemmas and Solutions: 15Topics You 
Need to Consider（『考えよう日本の論点 15』
James M. Vardaman　著
音羽書房鶴見書店　2023 年

2,055 円

H-003 英語 S（2）
『Background to the USA』
Richard Musman　著
金星堂　2017 年

1,362 円

H-004 英語 S（3）

Global Leadership ─ 2nd Revised Edition, Case Studies of 
Business Leaders in Japan 「ビジネスケースで学ぶグローバル人
材の条件［改訂第 2 版］」
中谷安男、Ryan Smithers　著
金星堂　2022 年

1,966 円

H-005 英語 S（4）
『映画総合教材　フリーダム・ライターズ』
田中長子ほか　著
音羽書房鶴見書店　2011 年

2,065 円

H-006 英語 S（5）

『英語で紹介するニッポン！─続・イングリッシュ・ワンス・モア！ 
─ Introduce Japan in Easy English-English Once More! Ⅱ─』
愛甲ゆかり、池田有花　著
朝日出版社　2016 年

1,966 円

H-007 独語 S
『ドイツ語文法の基礎』
成田　節、櫻井　麻美　著
同学社　2018 年

2,461 円

H-008 仏語 S
『À pied ! （ア・ピエ！ ─フランス語初級文法）』
西部由里子　著
朝日出版社　2022 年

2,263 円

H-009 刑法総論
『刑法総論（第 3 版）』
西田典之　著
弘文堂　2018 年

3,699 円

H-010
※ 2 刑法総論

『判例刑法総論〈第八版〉』
山口厚、 佐伯仁志、 橋爪隆　著
有斐閣　2023 年

3,679 円

H-011
※ 2

商法総則・
商行為法

『商法総則・商行為法［第 9 版］』
近藤光男　著
有斐閣　2023 年

2,877 円

H-012 会社法
『会社法詳解［第 3 版］』
柴田和史　著
商事法務　2021 年

5,679 円

H-013 日本近代史
『昭和史講義』
筒井清忠　編
筑摩書房ちくま新書　2015 年

1,016 円

H-014 東洋史特講
（東南アジア史）

『東南アジア史 10 講』
古田元夫　著
岩波書店　2021 年

1,045 円

次ページに続く
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教科書
コード 科　目 使用テキスト

法政生協
販売価格

（税送料込）

H-015 人文地理学演習
『日本ネシア論』
長嶋俊介　編著
藤原書店　2019 年

4,283 円

※ 1 人文地理学演習
『地理調査法（人文編）』
山口不二雄　著
法政大学通信教育部　1992 年

H-016 財政学 A/I
『財政学１５講』
麻生良文、小黒一正、鈴木将覚　著
新世社　2018 年

2,431 円

H-017

経営学特講
【商社活動と

CSR Ⅰ】
（小林先生）

『商社活動と企業の社会的責任（儲けるだけでは破滅につなが
る）』[ 第三版 ]
小林一夫　著
図書文化社　2021 年

1,679 円

H-018 監査論Ⅰ
『ベーシック監査論　九訂版』
伊豫田隆俊・松本祥尚・林隆敏
同文舘出版　2022 年

3,887 円

※ 1 簿記Ⅲ
『簿記Ⅲ』
神谷健司・市川佳功　著
法政大学通信教育部　2013 年

H-019

経営学特講
[ サービス・マー

ケティング ]
（松本先生）

『サービス・マーケティング（第２版）』
近藤隆雄　著
生産性出版　2010 年

2,580 円

　使用テキストは、この一覧表の内容のほかにも指示や説明がある場合があります。事前に各科目のシラバスで詳
細を必ず確認してください。

※ 1	通教テキストのため、生協書籍部での取り扱いはありません（紛失・改訂等の理由により必要な場合は、通信
教育部事務室窓口にて購入もしくは郵送にてお申し込みください。郵送での手続き方法については『学習のし
おり』を参照してください）。

※ 2	「刑法総論」のテキストは 3月下旬刊行予定となっており、生協価格は予定価格となっています。
　　「商法総則・商行為法」のテキストは 2月中旬刊行予定となっており、生協価格は予定価格となっています。

　上記に掲載がない科目のテキストについては、指定テキストはありません（テキストを使用しない、もしくはプ
リント教材等を授業時間に配布します）。
　また、日本文学科通学課程開講科目で使用するテキストについては、各科目のシラバス（Webシラバス）で確認
してください。
　日本文学科通学課程開講科目のテキストについては、生協書籍部に直接お問い合わせください。
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春期
スクーリング

【春期スクーリング使用テキストの購入について】

　春期スクーリングで使用するテキストは、通信学習で使用する『通教テキスト』や『指定市販本』
とは基本的に異なるため、別途各自で購入していただくことになります。
　テキスト購入にあたっては、本学市ヶ谷キャンパス富士見ゲート地下 1階「法政大学生協富士見
ゲート店（購買書籍）」や一般の書店、インターネット等を利用してください。通信教育部窓口で購
入することはできません（『通教テキスト』は除く）。
　法政大学生協富士見ゲート店（購買書籍）でテキストを購入する場合は、『学習のしおり 2023』p.259
の申込書を利用するか、店頭にて直接お買い求めください。
　なお、営業日時等は生協Web サイトの市ヶ谷キャンパス店舗情報を参照してください（https://
www.univcoop.jp/hosei/）。在庫などの詳細は、下記お問い合わせ先に直接お問い合わせください。
※	新型コロナ感染症拡大の影響に伴い、生協への用事だけでの入構はできない可能性があります。
生協へ直接来店する場合は、法政大学のWeb サイトおよび生協のWeb サイトを確認のうえ、来
店してください。

【お問い合わせ先】
法政大学生協富士見ゲート店（購買書籍）

TEL：03-3265-4952
（富士見ゲート地下 1階）
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※授業は、6時限　（18：35 ～ 20：15）　または　7時限　（20：20 ～ 22：00）　に行います。
2022 年 3 月１日現在

春期スクーリング　時間割

時限 6 時限（18：35 〜 20：15） 7 時限（20：20 〜 22：00）
曜日 科　目　名 担当教員名 単位 教室 科　目　名 担当教員名 単位 教室

月

社会学 徐　玄九 2 S305 西洋史 竹下　和亮 2 S307
英語 S（1） 青山　恵子 1 S301 数学 1 若井 健太郎 2 S405
仏語 S 石川　典子 1 S303 独語 S 宮城　学 1 F309

スポーツ総合演習 竹内　洋輔 2 市ヶ谷総合 
体育館 経済学特講 金子　憲 2 S305

● 中国文芸史『中国文芸史 A』 吉井　涼子 2
日本近代史 柏木　一朗 2 S306
西洋史概説 竹下　和亮 2 S307

地理情報システム（GIS）（2） 沼尻　治樹 2 0500 
情報実習室 C

火

物理学 3（講義） 石川　壮一 2 S305
英語 S（2） 光野　昭雄 1 S301
日本芸能史 江口　文恵 2 S505

● 日本文芸史Ⅰ
『日本文芸史Ⅰ A』 加藤　昌嘉 2

● 日本言語学概論
『日本言語学概論 A』 古牧　久典 2

東洋史特講（東南アジア史） 澁谷　由紀 2 S205
経営学特講［商社活動と CSR Ⅰ］ 小林　一夫 2 S307

水

英語 S（3） 井上 紗央里 1 S301 経営学特講
［サービス・マーケティング］ 松本　潔 2 S405

● 日本文法論『日本文法論 A』 松浦　光 2
日本美術史 山本 ゆかり 2 S305
人文地理学演習 前畑　明美 2 ―
財政学 A ／Ⅰ 天利　浩 2 S306
経営管理論Ⅰ 松本　潔 2 S405

木

法学 陳　志明 2 S305 経営学特講
［ロジスティクス論］ 恩田 登志夫 2 S405

英語 S（4） 中垣 恒太郎 1 S301

刑法総論 カロリーヌ
ルブルトン 2 S407

日本文芸学概論 栗山　元子 2 S306

● 日本文芸研究特講・特域 
『日本文芸研究特講（16）特域 C』 安原　眞琴 2

● 日本文芸研究特講・現代 
『日本文芸研究特講（6）現代Ｃ』 高口　智史 2

史学演習（東洋） 宇都宮 美生 2 S303
演習［貿易概論］ 恩田 登志夫 2 S405

金

英語 S（5） 大和久 悌一郎 1 S304 東洋史 板橋　暁子 2 S306
商法総則・商行為法 石井　宏司 2 S205 会社法 笹久保　徹 2 S307
行政救済法 氏家　裕順 2 S307 監査論Ⅰ 市川　佳功 2 S406
日本史概説 安田　寛子 2 S306
簿記Ⅲ 市川　佳功 2 S406

・教室の場所は、『学習のしおり』の校舎案内図で確認してください。

教室番号の上１桁目が 「 0 」から始まる教室はボアソナード・タワー
　　　　　〃 「Ｓ」から始まる教室は外濠校舎
　　　　　〃 「Ｆ」から始まる教室は富士見坂校舎

・	開講曜日・時限・教員については、今後変更される可能性があるため、必ずWeb 学習サービスで確認し
てください。

【休講情報・教室変更について】

※電話での休講情報・教室変更に関する問い合わせには応じられません。
・スクーリングの休講情報・教室変更は通信教育部のWeb	サイト（本号 p.84 参照）で確認してください。
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春期
スクーリング

◆ 授業開始日は４月７日（金）です ◆

・	「履修申請」で許可が出ており、受講料の振り込みが期間内に完了している科目については、「履修登録
結果通知書」が届く前でも、第１回目から授業を受講してください。

・●印は通学課程開講科目、『　』内の科目名は通学課程における科目名称です。
・	●印の科目の「授業教室（時間割）・休講情報・教室変更」については、Webシラバスおよび学習支援シ
ステムログイン後の登録している授業のお知らせを確認してください。
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　春期・秋期スクーリングにおける教室変更・休講については、以下のWeb サイト内でも確認ができます。
　※	臨時の個別休講のみのお知らせとなります。祝日等での休講に関しては『法政通信』3月号 p.71 を確

認してください。

（1）通信教育部Web サイト「在学生の方へ」から確認する。

※通学課程開講科目の教室変更・休講については、Hoppii で確認してください。

①「在学生の方へ」

②「スクーリング教室変更のご案内」
「スクーリング休講掲示板」

（2）Web 学習サービス（ログイン後）から確認する。

「スクーリング休講掲示板」
「スクーリング教室変更」

スクーリングにおける教室変更・休講の確認について特
集
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お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）

申告制通教テキスト配本制度（本科生対象）について

　以下の科目を履修したい学生は、届け出を提出してテキストを受け取ることになります（本科生のみ）。
　履修希望者は下記申込先へWeb で申請、もしくは『学習のしおり 2023』p.257 の「申告制通教テキスト
送付願」に記入のうえ、FAXまたは郵送して申し込んでください（できるだけ 1回にまとめて申し込んで
ください）。

■教材

2023年度　申告制通教テキスト

配本学科 学  年 科　　目

日本文学科
2年

旧・中国文芸史（～ 2025 年 3 月迄）
日本文芸史Ⅱ

3年 書道実技

史学科 3年
東洋美術史
東洋史特講（中国経済史）
新・日本史特講（日本仏教史）

地理学科

2年 日本地誌（1）（自然編）

3年
世界地誌（1）（アジア）
自然地理学（海洋・陸水）
新・日本史特講（日本仏教史）

経済学科 3年
管理会計論Ⅰ
管理会計論Ⅱ
国際金融論Ⅰ

商業学科 3年

管理会計論Ⅰ
管理会計論Ⅱ
税務会計Ⅰ
税務会計Ⅱ
国際金融論Ⅰ

【注　意】

・	他学部や配本学年に達していない学生、
もしくは一度配本を受けた学生は申請す
ることはできません。また、休学中の場
合も申告できません。
・	教育費納入を確認してからの発送になり
ます。
・窓口ではお渡しできません。

＜申込先・お問い合わせ先＞

中央印刷事務器株式会社内　法政大学通信教育部教材発送係
 FAX：03-3265-4859　　Web 申請：https://housei.haihonweb.com/penguin/pages/top　　　　　　

　〒 102-0084　東京都千代田区二番町 11-3　TEL：03-3265-4857
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スタディガイド・テキストガイドについて

教材の一部訂正について

　通信学習科目のうち指定市販本採用科目の中には、補助教材として本学オリジナルのスタディガイド・
テキストガイドが作成されているものがあります（スタディガイド・テキストガイドの有無は『通信学習
シラバス・設題総覧 2023』の指定テキスト・科目掲載ページ一覧の備考欄を参照してください）。
　これらは、当該指定市販本を本学生協で購入の場合は同封されていますが、一般書店で購入の際は『学
習のしおり 2023』p.42 を参照し入手してください。

　現在使用中の通教テキスト・指定市販本・リポートノートについて、訂正が判明した場合は、随時Web
シラバスおよび『法政通信』にてお知らせします。なお、2022 年度までの訂正情報は、『通信学習シラバス・
設題総覧 2023』の「設題総覧―指定テキスト及びリポートノートの追加・訂正・補足―」を参照してください。

『通信学習シラバス・設題総覧2023』の訂正

学科 ページ 該当箇所 訂正内容

教養
（共通）

p.18 「指①・西洋史」の生協書籍部販売価格
【正】取り扱いできません
【誤】生協にお問い合わせください

p.31 独語１
教科担当責任者
　【正】吉田　敬介
　【誤】上田　知夫

教職

p.316 「指②・教育原理」

指定テキスト
　【正】 『まなぶことの歩みと成り立ち　公教育の原理的探究』

遠藤野ゆり・筒井美紀
法政大学出版局、2023 年 4 月刊行予定、￥2,300

　【誤】『公教育の原理的探究－歴史と思想から自己を問い直す』
遠藤野ゆり・筒井美紀
法政大学出版局、2023	年予定、価格未定

p.318 「教育原理」の5テキスト名および詳細

【正】 指定市販本『まなぶことの歩みと成り立ち　公教育の
原理的探究』遠藤野ゆり・筒井美紀、法政大学出版局、
2023 年 4 月刊行予定、2,300 円 + 税

【誤】	指定市販本『公教育の原理的探究－歴史と思想から自己
を問い直す』遠藤野ゆり・筒井美紀、法政大学出版局、
2023 年
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落丁について

　配本あるいは購入した教材で落丁や乱丁のものは配本後 1年以内に、学生担当まで連絡してください。
新しいものと取り替えます。

お問い合わせ先 TEL：03-3265-4857（法政大学通信教育部教材発送係＜中央印刷事務器（株）内＞）

新年度の教材発送について

　新学年の教材発送は進学手続き終了後、順に発送します。再学者への配本はありません。
　学年によっては、科目数が多いため、一度に全部配達されないことがあります。
　『通信学習シラバス・設題総覧 2023』の指定テキスト一覧を見て、不足や重複の教材がないか確認して
ください。配本されるのは「通教テキスト」のみです。「指定市販本」と「申告制通教テキスト」は配本さ
れませんのでご注意ください。詳しくは『学習のしおり 2023』p.39 を参照してください。

【注　意】

・	教材を発送しても不在や住所不明の場合は、大学に返送されます。不在で戻された教材は再発送
しますが、住所不明などで再び戻ってきた場合は、6 カ月間の経過措置後、教材を処分します。
・教材発送に支障が出ないよう、住所を変更された方は必ず住所変更の手続きを行ってください。
・郵便事故等による次年度の再配本はしません。
・	新年度手続後 30 日以上経過し、到着がない場合は、上記の問い合わせ先まで必ずご連絡ください。

特
集

連
絡
事
項

教
務

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

教
材

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

学
生
会
だ
よ
り

2023 年度 法政通信 4月号

教
材



88

学生傷害保険について

1．「学生教育研究災害傷害保険」は正課中や大学施設内での事故のほかに、大学に届け出た課外活動中の
事故もその対象になります（ただし、危険なスポーツ…例・山岳登山やハングライダーなどは除かれま
す）。
詳細は『学習のしおり 2023』p.162 を参照してください。

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6560（学生担当）

日本学生支援機構奨学生「在学届」の提出および「在学猶予願」の申請について

　本学へ入学する以前に日本学生支援機構の奨学生であった者、または本学において同機構の奨学生とな
り引き続き在学している本科生は、スカラネット・パーソナルからの「在学猶予願」申請、または「在学届」
（用紙）の提出（大学宛）により返還開始時期が猶予されます。（『学習のしおり 2023』pp.160-162 参照）
　前期生で返還猶予を希望する者は、下記の１または２いずれかの方法で申請してください。また後期生
で未提出の場合も同様に申請してください。通信教育部生は、毎年度提出する必要があります。
　必ず新年度学費を納入後に提出してください（納入がないと在学証明ができません）。
※提出期限　2023 年 4月 20 日（木）必着

■学生生活

学習振興費補助金制度

　この制度は、本学通信教育部学生の自主的な学習活動および交流を目的とした活動に対し、その活動経
費の一部を大学が補助する制度です。

1．対象
通信教育部在学生で構成された地域学生会お
よびサークルなど学生組織の、学習と親睦や
交流を目的とした活動。

2．申請資格
（1）通信教育部在学生で構成されている組織で

あること。
（2）役員名簿・予算書・年間活動計画書を提出

すること。
（3）決算書類・活動報告書を毎年度 2月末日ま

でに提出すること。

3．申請方法
（1）5 月中旬に決算書・活動計画書などの申請

書類を大学に提出し事前の審査を受ける。

（2）2 月末までに決算書・活動報告書などの決
算書類を提出する。

（3）大学で活動報告書を基に審議し決定額を給
付する。

4．提出書類について
大学所定のものを使用する。2023 年度活動の
学生会・サークル以外で申請希望がある場合
は学生担当まで連絡してください。書類およ
び詳細を送ります。

5．登録希望団体および休止中の学生会支部へ
これから活動を企画、また学生会活動を再開
したいなどの予定がある場合は、学生担当ま
でお知らせください。
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高等教育の修学支援新制度：日本学生支援機構奨学金 (給付型 )と授業料・入学金減免

令和5年度大学等奨学生採用候補者（給付奨学金が予約採用になっている方のみ対象）へ

　2020 年 4 月から国の修学支援新制度が始まりました。これまでの給付奨学金よりも対象世帯や支援額が
拡充され、授業料減免と給付奨学金を同時に受けるものとなります。「1. 採用要件」に該当し、この制度の
利用を希望する方は、以下のとおり申請してください。
※インターネットを使用する申請となります。
※高等学校等で給付奨学生採用候補者（予約採用）となった方は、以下の手続きは不要です。

１．採用要件
　主な採用要件を掲載しますので目安として確認してください。その他要件等詳細は、日本学生支援機構（以
下、機構）Web サイト（https://www.jasso.go.jp）でも確認できます。
以下（１)～（６）の全てに該当する者
（１）2023 年度に通信教育課程に在学する本科生であること（2023 年度新入生含む）。
（２）高等学校等を卒業してから、大学等への入学までに、２年間を経過していない。
（３）過去に成績不振による再学になっていない。
（４）1年生は高校の評定平均値が 3.5 以上、もしくは学修意欲があることが確認できること。2～ 4年生は

累積GPAが上位 1/2 以上、もしくは累積修得単位数が標準修得単位数※以上であること。
※標準修得単位数は、卒業所要単位数÷ 4（年）×在籍期間	で計算できます。
　卒業所要単位数 128 単位の場合、2年生の標準単位数は 128（単位）÷ 4（年）× 2（年生）=64（単位）

（５）住民税が非課税、もしくはそれに準ずる世帯であること。
（６）資産が、生計維持者が 2名の場合は 2,000 万円未満、1名の場合は 1,250 万円未満であること。

機構の「進学資金シミュレーター」で、ご自身が対象か否かの目安を確認できます。
https://shogakukin-simulator.jasso.go.jp/　

	

２．支援金額
　給付奨学金と授業料減免の支援が受けられます。支援金額は世帯構成や年収等に応じて、第Ⅰ～Ⅲの支
援区分に分かれます。なお、支援区分は奨学金支給期間中に毎年機構が見直しを行います。
（１）給付奨学金

支援区分 支給額（年額）
第Ⅰ区分 51,000 円
第Ⅱ区分 34,000 円
第Ⅲ区分 17,000 円

（２）授業料減免
　授業料減免額の上限は 130,000 円（年額）です。支援区分（第Ⅰ～Ⅲ区分）に応じて減免額が異なります。

　法政大学通信教育部Web サイトの学費サポート制度「奨学金応募・手続書式一覧」ページに申請書類
（PDF）を掲載しています。該当の学生はダウンロードして入手してください。内容を必ず確認のうえ、期
日までに「採用候補者決定通知」を大学へ提出してください。
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３．申請書類の入手方法【インターネットのみ】【 5月 12 日（金）まで】
　通信教育部Web サイトの学費サポート制度＞奨学金制度の「奨学金応募・手続書式一覧」から申請書類
（PDF）をダウンロードのうえ入手してください。
　インターネットからの入手が不可能な方は、学生担当までお問い合わせください。

４．その他
（１）今回は新規申請です。現在、同じ奨学金を受給している方は、申請する必要はありません。
（２）申請に必要な書類として、申込者本人と生計維持者（原則父母）のマイナンバー関係書類、自宅外生

は自宅外通学を証明する賃貸借契約書等の書類が必要になります。
（３）機構の第一種貸与奨学金を利用中の人が新しい給付奨学金と併給になった場合、自動調整され第一種

の貸与額が 0円もしくは減額になります。
（４）	法政大学通信教育部奨学金および法政大学通信教育部村山奨学金と併願できますが、併給はできませ

ん。

５．制度の詳しい内容
（１）文部科学省「高等教育の修学支援新制度　特設ページ」

https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm	

	
（２）日本学生支援機構「奨学金の制度（給付型）」

https://www.jasso.go.jp/shogakukin/kyufu/index.html
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裏面シール
住所・宛名

振込依頼書（銀行窓口用）

住所・宛名

法法政政大大学学通通信信教教育育部部

窓付き封筒（長形３号）、普通郵便

・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

教育費納付書・裏面シール 一体型用紙について
本科生　学生証裏面シールの発送方法について

（2021 年 9 月以降）

1. 窓付き封筒（長形 3 号）、
 普通郵便にてお送りします。

2. 学生証裏面シールは、教育費
振込依頼書と一体型の用紙で
お送りします。必ず内容を確
認のうえ、裏面シールを台紙
から剥がし、旧年度のシール
と貼り替えてください。

【前期生】2023年度進学（再学）手続きについて
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6150（総務担当）

本科生（在学生）

教 育 費 納入期限

80,000 円 2023 年 4月 30 日（日）厳守

　3月下旬～4月上旬に 2023 年度の前期生学籍更
新手続用紙（教育費振込依頼書）および学生証裏
面シールを送付します。用紙には、あらかじめ各
自が進学（再学）することを前提にした金額が印
刷されていますので、2023 年度も同じ学籍（学部
･学科）で学習を継続する場合は、4月 30日（日）
までに教育費を納入してください（期限厳守）。
　ただし、2023 年 3 月に在学年限満期を迎える

方には、教育費振込依頼書を送りません。在学
年限については『学習のしおり 2023』pp.168-169
で各自確認してください。

【注　意】

（1）教育費振込依頼書を紛失または未着の場合は総務担当まで請求してください。
（2）教育費振込依頼書の未着を理由とした納入期限の延長はできません。
（3）やむを得ず分納を希望する場合は大学の許可が必要です（p.92「【前期生】教育費分納について」

を参照）。
（4）教材の配本は教育費納入確認以降になります。
（5）	学生証用裏面シールは教育費振込依頼書と一体型となった用紙で送付します（分納予定者も必

ず最初に送付される封筒を確認してください）。未着の場合の再送の申し出は 4月 28 日（金）
まで（『法政通信』3月号参照）。

（6）ATM・インターネットバンキングによる納入も可能ですが（p.92 参照）、上記（5）の学生証
用裏面シールの確認は必ず行ってください。

（7）前期生が新年度教育費を納めずに退学する場合の退学願提出期間は 4 月 26日（水）までです（必
着）。4月 27 日以降は除籍扱いとします。

■学費・諸手続き 特
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【前期生】教育費分納について
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6150（総務担当）

　経済的理由などで教育費分納を希望する学生は、「教育費分納願」（『学習のしおり 2023』p.237 あるいは、
本号巻末 p.115 の「教育費分納願」を複写して利用、もしくは通信教育部Web サイトからダウンロード）
を総務担当へ 4 月 23 日（日）必着で提出してください（土日は郵送物は受付けられますが、窓口は閉室
していますのでご注意ください）。なお、Web 学習サービス上からの申請も行えます（この場合、同日の
23：59 まで申請可）。
　「教育費分納願」は提出期限後に順次審査のうえ、許可者には分納用の「1回目」分の振込用紙を送付し
ます（「2回目」分の振込用紙は 10 月上旬送付予定です）。届かない場合は、総務担当までご連絡ください。
未着を理由とした分納手続きの延長は認められません。
※	一部の奨学金は、教育費の全納が応募条件となるものがありますので、応募予定の学生は注意してくだ
さい。
Ａ . 分納日程

申請期限（必着）申請期限（必着） 納入期限納入期限
第 1 回第 1 回 第 2 回第 2 回

前期生 4 月 23 日（日） 4 月 30 日（日） 10 月 31 日（火）

第 1 回 第 2 回

40,000 円 40,000 円

Ｂ . 分納額

入金時の注意事項

　学納金を入金する場合は以下の点に注意してください。
（1	）ATM・インターネットバンキングを使用する場合は依頼人情報に以下の内容を、字間を空けずに入力

してください。 納入コード（A●●）＋学生証番号（7ケタ）＋学生氏名（カタカナ）
（2	）保護者・代理人による振り込みの場合も、振込時「依頼人情報」には学生本人の学生証番号・氏名を

入力してください。
（3）大学窓口では取り扱いません。
（4	）振込手数料は、三菱UFJ 銀行口座による同行の本店および支店間でATM・インターネットバンキン

グを利用する場合は無料です。窓口および前記以外の金融機関から振り込む場合の各種手数料につい
ては金融機関へお問い合わせください。
※ 2018 年 7 月 2 日以降、三菱UFJ 銀行窓口による振込手数料は本人負担となっています。

お問い合わせ先 TEL：03-3264-6150（総務担当）
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お問い合わせ先 TEL：03-3264-6150（総務担当）

学生旅客運賃割引証（学割証）の申請

　学生証を利用することで JR（一部の私鉄を含む）の片道乗車区間が 100kmを超える場合に普通乗車券
運賃が 2割引となります（本科生のみ申請できます）。
　『学習のしおり 2023』pp.190–191を参照し、「学生割引証交付願」（『学習のしおり 2023』p.239 を複写
して利用もしくは通信教育部Web サイトからダウンロード可）に必要事項を記入のうえ利用日の 2週間前
までを目安に申請してください。
※実際に会場へ出席する試験・行事・スクーリングが対象です。対象 学割証有効期間 その他特記事項

仙台市
スクーリング 5月 23 日（火）～ 6月 9日（金）

〈申請方法〉スクーリング履修申請時の「履修
申請書」に同封して郵送してください。Web
で履修申請の場合は「学生割引証交付願」の
み郵送してください。返信用封筒は不要です。
〈発行〉受講料納入確認後に「履修登録結果通
知書」に同封して送付します。
※	「履修登録結果通知」の送付後に申請する
場合は返信用封筒（宛先明記、84 円切手貼
付）を同封してください。

前期週末
スクーリング

各授業（6 月 25 日（日）、7 月
2 日（日）、7 月 9 日（日））の
10 日前～ 5日後

単位修得試験 試験日 10 日前～試験日 5日後
学割証発送時期は受験票発送日に準じます。
・	返信用封筒（宛先明記、84 円切手貼付）を
同封してください。

学習ガイダンス・
卒業祝賀会ほか 実施日 10 日前～実施日 5日後

申請事由は「13　学校行事　（行事名）〇月〇
日」と記入してください。
・	返信用封筒（宛先明記、84 円切手貼付）を
同封してください。

春期スクーリングに関しては、『法政通信』3月号 p.71 ～を参照してください。

【2023 年度に関する注意事項】

通学証明書・学割証とも、受講科目が「実際にキャンパスへ通学する」受講形態であることが発行条
件となります。
オンライン形式で学習する開講科目については発行対象となりませんのでご注意ください。
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法学部
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6529（法学部担当）

専門教育課程の履修について～新入生の方へ～

　専門教育課程について『学習のしおり 2023』（pp.48-49）での説明に加え、以下のとおり補足します。『学
習のしおり 2023』の教育課程表（カリキュラム表）と照合しながら理解してください。

1．教育課程表（カリキュラム表）の区分について
（1）選択必修科目
　	大学における法律学の学習において基礎的と
考えられる科目です。

（2）選択科目
　	各自の志望や学習計画に従って履修できるよ
う設置されています。

2．履修学年と科目履修順序について
（1）履修学年
　	基礎的な科目から発展した科目へ、学年ごと
に段階を追って履修できるよう履修が可能と
なる学年を定めています。履修学年が所属学
年と同じ、またはそれ以下となっている科目
は、すべて履修可能です。

（2）科目履修順序
　	履修の順序としては、（1）の「履修学年」に
もあるとおり、基礎的な科目から応用的なも
のへ進むのが一般的な方法です。ただし、科
目履修および単位修得の順序に関しての規定
はありません。

3．専門教育科目の卒業要件について
科　目 単位数

選択必修科目（科目構成
単位を満たした8科目） 32 単位

選択必修科目（8 科目
32 単位を超えた単位）

54 単位
（卒業論文を選択する
場合は 50 単位）選択科目（卒業論文を含む）

合　計
86 単位
（卒業論文を選択する
場合は 82 単位）※

※スクーリングでの修得単位 8単位以上を含む

4．選択必修科目の履修について
	選択必修科目は最低 8科目 32 単位を修得する
ことが卒業要件です。
	Ⓢ科目（下記 6. 参照）を除いたすべての専門
科目は、原則として科目構成単位を満たすよ
うに学習を進める必要がありますが、選択必
修科目の卒業要件である 8科目 32 単位を満た
した場合、科目構成単位を満たしていない選
択必修科目・選択科目の単位（4単位のうち 2
単位しか修得していない単位）も卒業所要単
位に算入します。

5．スクーリング必修単位について
	卒業要件として、専門教育科目の中から 8単
位以上、スクーリングでの修得が必要です。
ただし、教育課程表（カリキュラム表）の授
業科目名の後に（＊）のついている科目は対
象外となります。
	スクーリング必修単位は、4単位構成科目の 2
単位のみの修得でも、要件を充足する単位と
して計算します。

6．Ⓢ科目について
スクーリングのみで開講する科目です。スクー
リング開講科目は年度により異なります。な
お、「政治学」は 2回 4単位まで、「法律学演習」
「法律学特講」は 4回 8単位まで卒業所要単位
として履修できます。

■学部ごとのお知らせ特
集

連
絡
事
項

教
務

リ
ポ
ー
ト
・

単
位
修
得
試
験

ス
ク
ー
リ
ン
グ

教
材

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

学
生
会
だ
よ
り

2023 年度 法政通信 4月号

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職



95

7．卒業論文指導・卒業論文提出について
（1	）卒業論文は 4単位の選択科目です。
（2	）卒業論文一般指導について
　	卒業論文提出の要件として定められた必修指
導であり、夏期・冬期スクーリング期間中に
実施します。

（3）関連手続きについて
　	「卒業論文」関連の手続きには、それぞれ要件
が定められています。詳細は、『学習のしおり
2023』p.72 ～を参照ください。

専門教育課程の履修について～新入生の方へ～（全学科共通）

文学部
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6533（文学部担当）

　専門教育課程について『学習のしおり 2023』（pp.50-57）の説明に加え、以下のとおり補足します。『学
習のしおり 2023』の教育課程表（カリキュラム表）と照合しながら理解してください。

1．科目構成単位について
科目の単位修得は、各科目に定めた科目構成
単位を満たすことが必要です。
科目構成単位に満たない修得単位（例：4単
位科目で 2単位のみの修得など）は、卒業判
定において「未修得（ゼロ単位）」として扱い
ます。
※	「履修・成績通知書」の「単位集計欄」も
構成単位に満たない修得単位は集計されま
せん。

2．科目履修の順序について
教育課程表（カリキュラム表）に定めた履修
学年は、各学科の体系的履修に配慮して決定
しています。したがって、専門科目履修にあ
たっては「履修学年」を考慮して学習計画を
立ててください。

3．卒業論文指導・卒業論文提出について
（1）卒業論文一般指導（任意受講）について
　	夏・冬期スクーリング期間中に実施します。
詳細は『法政通信』を通じて発表します。

（2）卒業論文第 1次～第 3次指導について
　	卒業論文提出の要件として定められた必修指
導があります。また、「卒業」やそれに伴う
「卒業論文」関連の手続きには、それぞれ要件
が定められています。内容は『学習のしおり
2023』pp.76-80 を参照してください。実施の
詳細は『法政通信』を通じて発表します。

4．スクーリング開講科目について
史学科・地理学科の教育課程表（カリキュラ
ム表）には、スクーリング必修およびスクー
リング選択必修科目が定められています。ス
クーリングはスクーリング必修およびスクー
リング選択必修科目を中心に開講します。
年間のスクーリング開講予定（本号 p.27 ～）
を参考に、年間のスクーリング受講予定をた
ててください。

2年次生以上の学生へ（全学科共通）

　文学部では、卒業論文提出までにさまざまな指導受講が必修となっています。『法政通信』の教務・文学
部からのお知らせには必ずよく目を通して見落としのないように注意してください。また『学習のしおり』
『学科のしおり』をよく読み、指導の時期、方法などを理解しておくことが必要です。
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3・4年次生へ（全学科共通）

　文学部では、卒業論文に重きを置いており、8単位が割り振られています。したがって、日本文学科は
第 1次・第 2次、史学科・地理学科は第 1次～第 3次までの卒業論文指導受講が「卒業論文提出」の必須
要件となっています。
　第 1次指導はすべての指導の基礎となる重要な指導であり、第 1次指導受講から卒業論文合格までの期
間は 3年以内と定められています。3年を経過したときには、第 1次指導から再受講となります。受講に
あたっては、卒業所要単位の修得状況と、学習計画を考え合わせるとともに、『学習のしおり』『学科のし
おり』を参照してください。
　第 1次指導の用紙請求期間は 12 月～ 1月下旬です（予定）。卒業論文は専門教育課程を締めくくる科目
であり、その点からも中途半端なものでは合格しません。前述の『学科のしおり』を参照のうえ、専門教
育課程につながりの深い論題選択と、計画を立ててください。
※詳細は『法政通信』10・11 月、12・1 月各合併号で通知します。

卒業論文第1次指導用紙返却について（全学科共通）

日本文学科　通学課程夜間開講科目の乗り入れについて

日本文学科　模範リポートの掲載について

　第 1次指導用紙は、指導教員決定後、4月下旬までに返送予定です。

　日本文学科通学課程では、一部の科目を夜間開講しており、通信教育部生は春期スクーリングとして受
講できます（6 限＜ 18：35 ～ 20：15 ＞・7 限＜ 20：20 ～ 22：00 ＞）。詳細は『法政通信』3 月号 pp.71-
121 を参照してください。

　Web 学習サービスに日本文学科の模範リポートを掲載しています。ログイン後画面の右側「日本文学科
＿学習資料　模範リポート」からご覧ください。
　リポートを作成する際の注意点も記載されていますので、リポート作成の参考にしてください。

地理学科卒業論文第3次指導について

　地理学科は卒業論文第 3次指導が必修です。地理学科は卒業論文提出申請を行う度に卒業論文第 3次指
導を受講する必要があります。2023 年 9月卒業に向けて卒業論文を提出する方は、今回の指導を必ず受講
しなければなりませんのでご注意ください。
　詳細は『法政通信』2月号に掲載しています。必ず確認してください。

第 3次指導用紙請求期間
　用紙請求期間は終了しました。
　期間後の用紙請求には対応できかねます。

第 3次指導用紙提出期間
　3	月 27	日（月）～	4	月 14	日（金）必着
　提出は郵送もしくは窓口のみで受け付けます。
　インターネット上での提出はできませんので注意してください。
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経済学部
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6534（経済学部担当）

専門教育課程の履修について～新入生の方へ～（全学科共通）

　専門教育課程について『学習のしおり 2023』（pp.58-61）での説明に加え、以下のとおり補足します。『学
習のしおり 2023』の教育課程表（カリキュラム表）と照合しながら理解してください。

1．科目構成単位について
科目の単位修得は、各科目に定めた科目構成
単位を満たすことが必要です。
科目構成単位に満たない修得単位（例：4単位
科目で 2単位のみの修得など）は、卒業判定
において「未修得（ゼロ単位）」として扱います。
※	「履修・成績通知書」の「単位集計欄」も
構成単位に満たない修得単位は集計されま
せん。

2．科目履修の順序について
教育課程表（カリキュラム表）に定めた履修
学年は、各学科の体系的履修に配慮して決定
しています。したがって、専門科目履修にあ
たっては「履修学年」を考慮して学習計画を
立ててください。

なお、履修学年以降であればその科目を履修
することはできますが、1・2 年次配当科目は
基礎・基本科目となりますので、基礎・基本
科目→応用科目（3・4 年次配当科目）といっ
た履修の流れをつくることが各科目の学習に
際し、その理解を深め多角的視点を持つため
に有効でしょう。

3．卒業論文指導・卒業論文提出について
卒業論文（6単位）は選択科目です。卒業論文
を選択する場合は、卒業論文計画書指導、卒業
論文中間報告書指導を受講する必要があります。
なお、「卒業」やそれに伴う「卒業論文」関連
の手続きには、それぞれ要件が定められてい
ます。詳細は、『学習のしおり 2023』pp.81-84
を参照してください。

教職課程
お問い合わせ先 TEL：03-3264-6397（教職担当）

教職課程履修上の注意～卒業所要単位に関して～

1．	「教職に関する科目（新課程の場合、教育の基礎的理解に関する科目等）」および、所属学科の専門教育
科目以外の「教科に関する科目（新課程の場合、教科及び教科の指導法に関する科目）」は、卒業所要
単位には含まれません。また、スクーリングで受講した場合でも卒業要件のスクーリング単位（1年次
入学者…30 単位、編入学者は単位認定表による）にも含まれません。

2．	上記、両科目区分に該当する科目ともに、スクーリングで受講する場合は年間登録単位制限（49 単位）
に含まれます。
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教員免許状の取得を考えている方・履修中の方へ

　教職課程については、『教員免許状取得の手引き』で詳細にご案内しています。教員免許取得希望者は必
ず『教員免許状取得の手引き』を入手してください。
　また「教育実習」もしくは、「教職実践演習」を受講予定の方は『履修カルテ』が必要になります。お持
ちでない方は同時に請求してください（『履修カルテ』を他大学で作成している場合は他大学で作成したも
のを使っていただいて問題ありません）。

1.　請求方法（共通）
　　以下2点を通信教育部まで提出してください。
　　・	必要事項を記入した用紙請求依頼書（『学

習のしおり 2023』p.249）
　　・返信用切手（各 250 円）　
　　　※	『教員免許状取得の手引き』と『履修カ

ルテ』を同時請求する場合は返信用切手
は 370 円分を同封してください。

　　　※	窓口請求の場合は返信用切手は不要です。

2.	　『教員免許状取得の手引き』について（教員
免許取得中の方へ）
2019年度より、『教員免許状取得の手引き』が
全面改訂されました。適用法により冊子が異な
ります。旧法（平成10年改正法）用か新法（平
成28年改正法）用かご自身の適用法を確認の

うえ請求してください（2019年度以降の入学
生は原則として新法が適用されます。詳しくは
『学習のしおり2023』p.86の内容を確認してく
ださい）。なお、現在、2017年度以前に発行さ
れた『教員免許状取得の手引き』を使用され
ている方は必要に応じて請求してください。

　　※	2013年以前に発行された手引きを使用され
ている方は記載内容が大幅に変更となって
いるため、新しい手引きを請求してください。

3.	　その他
　　	新法（平成 28 年改正法）用の『教員免許状

取得の手引き』については、「Web 学習サー
ビス」でも公開しています。

　　	【掲載場所】Web 学習サービス「ログイン」
→画面右「教職関係資料」

【再掲】教育方法論を未修得の方へ

1．平成28年免許法における科目区分「教育の方法及び技術」
「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」の

本学配当科目「教育方法論（ICT活用を含む）」の新規開講について

　令和 3	年度教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準の改正に伴い、2022 年度以降入学者は科目区
分「教育の方法及び技術」「情報通信技術を活用した教育の理論及び方法」に対応した新科目を履修する必
要があります。
　2023 年度より同科目区分に対応する科目として下記の科目を開講します。2022 年度以降入学者は下記の
科目を履修してください。
　なお、法改正の趣旨に照らした情報通信技術に関連する事項の重要性を鑑み、これを授業するためには
対面授業が望ましいと判断されたことから、新設科目はスクーリングで開講します。

科目名 単位数 開講時期（予定）

教育方法論（ICT活用を含む） 2 2023 年度	夏期スクーリング

【注意事項】
※	詳しくは 2023 年法政通信 3月号・4月号に掲載する「2023 年度スクーリング開講予定一覧」にて確認し
てください。
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　令和 3	年度教育職員免許法施行規則及び教職課程認定基準の改正による「教育方法論（ICT活用を含む）」
の新規開講に伴い、通信学習科目として開講している「教育方法論」（2021 年度以前入学者用）は 2022 年
度（2023 年 3 月）をもって廃止しました。
　なお、履修途中・新規履修とも 2	年間の経過措置期間が設けられます。詳細については、p.24 の「科目
廃止スケジュール」を確認してください。

　経過措置期間（2025 年 3 月まで）の終了後は、2021 年度以前入学者の方で「教育方法論」が未修得の方は、
スクーリングで開講する「教育方法論（ICT活用を含む）」を履修する必要があります。

2．通信学習科目「教育方法論」の廃止について

※	「教育方法論（ICT活用を含む）」は通信学習科目として開講する予定はありません。
※現在在籍している本科生や科目等履修生が、卒業後に科目等履修生として入学する場合や 2022	年度以降
に復籍・再入学する場合、および現在在籍している科目等履修生（教職生）が今後離籍した後に、再度
科目等履修生（教職生）として入学する場合は、スクーリングで開講する「教育方法論（ICT活用を含
む）」を履修する必要があります。なお、在籍期間中に「教育方法論」を修得済みの場合、新設科目を修
得する必要はありません。
※	2021 年度以前入学者の方で「教育方法論」を未修得の方も「教育方法論（ICT活用を含む）」を履修す
ることが可能です。

2024年度教育実習希望者へ

　来年度に教育実習を行う予定の方は、事前に『教員免許状取得の手引き』（旧法（平成 10 年改正法）用
もしくは新法（平成 28年改正法）用）の p.11 ～「教育実習について」をよく読んでください。

1．実習校の種類について
実習先の学校は以下の 3種類に分類され、手
続きが異なります。
①都内実習：東京都の公立中学・高校
②	地方実習：東京都以外の公立中学・高校、
私立中学・高校（東京都を含む）
　※本号 p.100 を参照してください。
③付属校実習：法政大学付属の中学・高校
　※本号 p.100 を参照してください。

2．実習校の内諾について
実習先の学校は自己開拓にて確保し、内諾を
得ることが必要となります（付属校実習者を
除く）。
詳細は『教員免許状取得の手引き』（旧法（平
成 10 年改正法）用もしくは新法（平成 28 年
改正法）用）を参照してください。

3．教育実習の資格要件について
教育実習を行うためには、複数の要件を満た

す必要があります。詳細は『教員免許状取得
の手引き』（旧法（平成 10 年改正法）用もし
くは新法（平成 28 年改正法）用）の p.12「教
育実習要件」を参照してください。
また、予備登録時にも要件を設けています。
詳細は本号 p.101 を確認してください。

4．諸注意
・	実習依頼にあたっては、十分な学習計画を
立てたうえで依頼してください。教育実習の
資格要件を満たせる見込みがない場合、むや
みに実習依頼することはやめてください。
・	中学・高校の免許を同時に（または中学のみ）
取得希望の場合、教育実習の単位は 5単位
（3週間以上）が必要です。高校で実習する
場合にも、3週間以上の実習を依頼してくだ
さい。2週間のみの受け入れしかしていただ
けない場合は、必要単位が満たせないため、
3週間以上で受け入れていただける実習先を
探してください。
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2024年度地方実習について

2024年度横浜市立中学校の教育実習手続きについて

　来年度に地方実習を行う予定の方は以下のとおり用紙請求のうえ、実習を希望する学校から内諾を得て
ください。

　実習手続きの期間は終了しました。万が一、手続きをしていない場合は、至急教職担当まで連絡してく
ださい。

1．用紙請求方法
以下の 2点を同封して教職担当に請求してく
ださい。
・	返信用封筒（長形 3号、84 円切手貼付、宛
先明記）
・用紙請求依頼書　
　※	『学習のしおり 2023』p.249
　※	実習校欄には実習予定校の正式名称を必

ず記入してください。

2．内諾について
・	実習校は自己開拓してください。自身で実
習を希望する学校へ連絡を取り、上記１で
入手した書類を使用し、書面で内諾を得て
ください。
※実習校から特別な様式や手続きを指示さ
れる場合があります。その場合は、実習
校の指示に従ってください。また、大学

へ直ちに連絡をしてください。
・本学からの実習校の斡旋は一切ありません。
・	多くの学生が実習校を探します。学校への
連絡が遅くなれば遅くなるほど実習校を見
つけることが困難になります。早い時期（通
例、夏季休暇前）から探しはじめることを
強く推奨します。

3．内諾書の提出締切
11月 30 日（木）　（必着）
※	実習予定校の事情等で上記期日を過ぎる場
合は教職担当まで連絡してください。

4．その他
『教員免許状取得の手引き』（旧法（平成 10 年
改正法）用もしくは新法（平成 28 年改正法）用）
の p.11 ～「教育実習について」を熟読してく
ださい。

2024年度法政大学付属高校出身者の教育実習について

　付属校実習を希望する方は、次の方法で希望登録票を請求し、期日までに提出してください。

1．用紙請求期間
4 月 10 日（月）～ 5月 8日（月）必着

2．用紙請求方法
以下の 2点を同封して教職担当に請求してく
ださい。
・	返信用封筒（長形 3号、84 円切手貼付、宛
先明記）
・用紙請求依頼書　
　※	『学習のしおり 2023』p.249

3．対象者
本学付属高校出身者

4．提出締切
5 月 12 日（金）17：00（必着）
※	今回の希望者登録以外の手続きは、「地方実
習」と同様になります。1月の地方実習予
備登録届の提出についても必ず行ってくだ
さい。
※	必ずしも出身校・希望校で実習を行えると
は限りません。
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　教育実習を行う方は、実習を行う前年度に実習希望登録（以下、予備登録といいます）を行ってください。
予備登録資格については下記のとおりです。

教育実習予備登録時の最低要件

1．都内実習（東京都の公立中学・高校）
予備登録（9月）
（1）	予備登録時に指定科目※1 の単位が修得済

みまたは履修中※2 であること。
（2）	3 月末まで（年度内）に本学総修得単位
100 単位が見込めること※3（本科生のみ）。

（3）	予備登録時に実習予定校からの内諾を口
頭で得ていること。

2．地方実習（東京都以外の中学・高校と東京都
内の私立中学・高校）予備登録（1月）
（1）	予備登録時に指定科目※1 の単位が修得済

みまたは採点中で 3月末まで（年度内）に
単位修得が見込めること。

（2）	3 月末まで（年度内）に本学総修得単位
100単位が見込めること※3（本科生のみ）。

（3）	予備登録時に実習予定校からの内諾を文
書で得ていること。

　※ 1	　指定科目とは「教育原理」「教育の制度・
経営（教育原理（4単位）を修得した場
合は不要）」「教育心理学」「各教科の指
導法（実習教科のもの）」「その他教職に
関する科目 2単位」の合計 12単位を指
します。このうち、「教育原理」「教育の
制度・経営」「教育心理学」は法政大学
（通学課程含む））で修得する必要があり
ます。2020 年度以降の教育実習生より、
学士入学者も同様としています（「教育
相談」は指定科目から除外します）。た
だし、中学社会で教育実習を希望して
いる場合は「社会・地歴科教育法」「社会・
公民科教育法」のいずれか 1 科目、中
学国語もしくは高校国語で教育実習を
希望する場合は「国語科教育法Ⅰ」の
修得が必要です。

　※ 2	　履修中とは、スクーリングの場合、受
講済を指します。通信学習の場合、科目
構成単位数分のリポート提出済みを指し
ます。

　※ 3	　編入学者は免除・認定の単位を含めて
本学総修得単位数が 100 単位以上である
こと。ただし、資格課程の科目は除く。
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『履修カルテ』の提出について

「科目登録届」について

　教育実習事前指導の受講前に必ず教員より『履修カルテ』にコメントをもらう必要があります。以下の『履
修カルテ』提出対象者は、書ける項目すべてを記入し、提出期間内に提出してください。

（1）対象者
　① 2023 年度 4月 1日に 3年生に進級した方
　　※ 	3 年次編入の方は、「教育実習事前指導」

を受講する年度の 4月または 10 月の提出
が望ましい。

　② 	2024 年度教育実習を予定している方で指導
教員のコメントをもらっていない方

　　※指導教員のコメントとは
　　　・	青色の表紙の『履修カルテ』の場合…p.16

「2 年次後期の、教員による指導状況確認
欄」のコメント

　　　・	オレンジ色もしくは緑色の表紙の『履修
カルテ』の場合…p.13「3 年次開始時の、
教員による指導状況確認欄」のコメント

　　※	指導教員のコメントは教職実習事前指導

を行う前に一度もらえば問題ありません。
毎年提出する必要はありません。

（2）提出方法
　下記 2点を提出してください。
　①『履修カルテ』（必要項目すべて記入済み）
　※	『履修カルテ』入手時に、すでに単位を修得

している科目がある場合、さかのぼって記入
してください。

　②	返信用封筒（250 円切手貼付の角 2封筒、宛
先明記のこと）もしくは、レターパックライト
（宛先明記）

（3）提出期間
　	2023 年 4 月 3 日（月）～ 4月 21 日（金）必着
　※	提出期間は年に 2回（4月、10 月）あります。
「教育実習事前指導」を受講する前に必ず指
導教員のコメントをもらってください。

科目等履修生は 1単位あたり 5,000 円
（ただし、書道実技の登録料は 10,000 円です）

3．「科目登録届」用紙請求方法
『学習のしおり 2023』p.249 の「用紙請求依頼
書」にて請求してください。

4．「科目登録届」による履修登録方法
登録単位数分の登録料の納入後、必要事項記
入済みの「科目登録届」を提出してください。
「科目登録届」提出後、約 1カ月程度で通教テ
キストとリポートノートを送付します。これ
らの到着をもって登録完了となります（Web
学習サービスからも登録の確認ができます。
Web 学習サービスの成績情報タブに登録科目
名があり、追加履修の欄に単位数が記載され
ていれば登録完了となります）。
※	指定市販本採用科目を登録した場合、配本
はありませんので、リポートノートのみの
送付となります。

1．「科目登録届」の提出が必要となる場合について
(a)	本科生が自学科の教育課程表（カリキュラ
ム表）にない科目を教員免許状取得のため
に、通信学習で履修する場合。

(b)	本科生 3年次編入学者および学士入学者が
教養課程の科目を通信学習で履修する場合。

(c)	科目等履修生（教職生・選科生）が通信学
習で履修する場合。
注 1：通信学習ではなくスクーリングで受講

する場合は「科目登録届」の提出は必
要ありません。必要に応じてスクーリ
ングの受講手続きをしてください。

注 2：3年次編入者で外国語科目および保健体
育科目の不足単位を通信学習で履修す
る際は「科目登録届」の提出は必要あ
りません。

2．科目登録料
本科生は 1単位あたり 3,000 円

　詳細は『学習のしおり 2023』p.89 を参照してください。
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「卒業論文提出申請書」　兼　「年度途中卒業希望書」

学　部　長　殿

私は2023年9月　　　 　　学部　　　    　　学科の卒業を申請します。
学 生 証 番 号

住　　所

フリガナ
氏　　名

自宅　　　　　　　　　（　　　　　）

　　　　　　　（　　　　　）

前期 　・ 　後期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位

〒

電　　話

入学時期

論　　題

［法学部生のみ］
　　　　卒業論文一般指導受講年月 　　　　　　　　　　　年　月　　　　　　　　　　　 
［文学部生のみ］
　　　　担当教員名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　卒業論文第１次指導受講年月　　　　　　　　　　　年 ４月
　　　　卒業論文第２次指導受講年月　　　　　　　　　　　年 7月（8月）
　　　　卒業論文第３次指導（史・地理学科生のみ）　　　　　  年　月
［経済学部生のみ］
　　　　担当教員名　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　科目名　　　　　　　　　　　　　
　　　　卒業論文計画書指導受講年月　　　　　　　　　　  年　月
　　　　卒業論文中間報告書指導受講年月　　　　　　　　  年　月

※提出締切　　2023年4月14日（金）  必着
［提出先］
法政大学通信教育部　　　　　学部担当まで窓口または郵送（返信用封筒は不要）
　　　　　　　　　　　↑
　　　　　　　　　　各自の所属学部を記入

↑ 所属する学部名を記入。

※不明の場合は概算でも可
※編入学者は認定・免除の単位を含めること

日中連絡先

　　　　　　　　総修得単位数　　　　　　　　

【対象者】・後期生で卒業論文提出者
　　　　・前期生で年度途中卒業希望者
　　　　・前期生で卒業論文提出かつ年度途中卒業希望者

※以下は卒業論文提出者のみ記入すること

107





2023年度　週末スクーリング

前期週末スクーリング履修申請書

申請期間： 4月14日～4月24日必着(厳守）
4月13日以前に到着したものは無効。

科　目

■受講科目

希望順位単位 担当教員
生物学3（講義） 2 大槻　 　涼

2法 律 学 特 講
2

荻村 慎一郎
経 済 学 特 講

2 市川　 佳功経 営 学 特 講
畑　 　憲司

第１希望科目に「１」第２希望科目に「２」（任意記入）を記入してください。

※Ｗｅｂ学習サービスから履修申請を行う場合は、本申請書を提出する必要はありません。
※履修申請書提出後の科目変更はできません。

学　　　　部 学　　　　科 学　年 氏　　　名 （フリガナ）

住　所

電話番号

緊急時の連絡先

〒（　　　－　　　） 都道府県

（自宅）　　　　  －　　　　　　　－ （日中の連絡先）

緊急連絡先電話番号自宅  ・  実家  ・  その他（　　　　　　　　　　　）

　　　 －　　　　　 －

　　　 －　　　　　 －

学　生　証　番　号

2023年度　地方スクーリング

仙台市スクーリング履修申請書

申請期間： 4月4日～4月13日必着(厳守）
4月3日以前に到着したものは無効。

科　目

■受講科目

希望順位単位 担当教員

化学3（講義） 2 向井 　知大

 総 合 特 講 2 宇津川 喬子

法 律 学 特 講 2 田中　 　開

第１希望科目に「１」第２希望科目に「２」（任意記入）を記入してください。

※Ｗｅｂ学習サービスから履修申請を行う場合は、本申請書を提出する必要はありません。
※履修申請書提出後の科目変更はできません。

学　　　　部 学　　　　科 学　年 氏　　　名 （フリガナ）

住　所

電話番号

緊急時の連絡先

〒（　　　－　　　） 都道府県

（自宅）　　　　  －　　　　　　　－ （日中の連絡先）

緊急連絡先電話番号自宅  ・  実家  ・  その他（　　　　　　　　　　　）

　　　 －　　　　　 －

　　　 －　　　　　 －

学　生　証　番　号

キ
リ
ト
リ
線
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［単位修得試験登録票（メディアスクーリング試験登録票）の記入例］

【受験日】
（　）内に西暦を記入する。ひと桁の月日の場合
は「01」、「02」と頭に「0」を付記すること。

所属学部の該当箇所に○をつける
（科目等履修生は「科」を選択）。

【開催都市】
開催都市と都市コードを記入する。
試験実施予定表を参照

【②欄】
6月、7月、12月、1月にメディア
スクーリング試験の科目を登録す
る場合は「2」を記入すること。何も
記入しない場合は単位修得試験の
受験となるので注意すること。

【単位】
受験単位を記入。4単位構成の科
目で2単位試験を受験できるのは、
先に該当科目をスクーリングで修
得した場合など［　　　　　　
　　　　　　　　 「 3 単位修得方
法の組み合わせ」］。

【科目コード】
各科目コードは［    
  　　　　　　　　　　「科目コー
ド表」］または『通信学習シラバス・
設題総覧』を参照すること。※メ
ディアスクーリング試験の登録に
使用する科目コードは『法政通信』
を参照。

【①欄】
メディアスクーリング試験の
科目を登録する場合はこの
欄に「メ」と記入すること。

【③欄】
6 月もしくは 12 月のメディアスクーリング試験を登録し、やむを得ない事情で欠席
された方で、7月もしくは1月の受験を希望する場合は、あらためて試験登録が必要。
ハガキで申請する場合は③にチェックを入れること。
※Web学習サービスからも振替の申請が可能です。

数字の記入例

※訂正する場合は、はっきり正すこと。

 ▶『学習のしお

▶『学習のしお 

り2023』pp.207-222

 り2023』p.33

▶ 　『学習のしおり2023』pp.
120-124
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集
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務
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ポ
ー
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リ
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教
材

学
生
生
活

学
費
・
諸
手
続
き

学
部
ご
と
の
お
知
ら
せ

法
・
文
・
経
・
教
職

学
生
会
だ
よ
り

4月 5月 6月
1 土 閉　 月 閉 木

2 日 閉　 火 閉 金

3 月 水/祝 閉　　 土 閉　

4 火 　 木/祝 閉　 日 閉

5 水 金/祝 閉　 月

6 木 土 閉 火

7 金 日 閉 水

8 土 閉　　 月 木 　　

9 日 閉  4月 Ⓣ 火 　　 金

10 月 水 土 閉

11 火 木 日 閉  6月 ⓉⓂ
12 水 金 月

13 木 土 閉  火

14 金 日 閉  5月 Ⓣ 水

15 土 閉　　 月 6月受験科目
新規リポート締切 木

16 日 閉　 火 金

17 月 5月受験科目
新規リポート締切 水 土 閉  Ⓖ

18 火 木 日 閉

19 水 金 月 7月受験科目
新規リポート締切

20 木 土 閉 火

21 金 日 閉 水

22 土 閉   Ⓖ　 月 木

23 日 閉　 火 金

24 月 水 土 閉  

25 火 木 日 閉

26 水 金 月

27 木 土 閉  Ⓖ 火

28 金 日 閉  水

29 土/祝 閉 月 木

30 日 閉 火 リポート締切 金

31 水

発行月 7 日までに郵送されない場合は、中央印刷事務器株式会社内・法政大学通信教育部教材発送係（TEL：03-3265-4857）
まで、必ずご連絡ください。問い合わせは発行月の 8 日以降とし、法政大学通信教育部の学生である旨を伝えてください。
なお、『法政通信』は発行月の前月中旬に大学登録住所への発送手続きを行っています。前月中旬以降に住所変更の手続き
をした場合は旧住所宛に発送しますので注意してください。

◉『法政通信』の未着について◉

Schedule
※新型コロナウイルス感染症の状況

により、Schedule も変更の可
能性があります。最新の情報は
法政大学通信教育部 Web サイト
で確認してください。（ ）閉 事務室閉室

Ⓜ メディアスクーリング試験

Ⓖ 学習ガイダンス（オンライン）
Ⓣ 単位修得試験

Ⓢ スクーリング

リ
ポ
ー
ト
受
付
期
間
・
7
月
Ⓣ
Ⓜ
登
録
受
付
期
間

春
期
・
前
期
メ
デ
ィ
ア
Ⓢ

リ
ポ
ー
ト
受
付
期
間

前期週末Ⓢ

仙
台
市
Ⓢ

リ
ポ
ー
ト
受
付
期
間
・
5
月
Ⓣ
登
録
受
付
期
間

4/30
○【本科生・前期生・

後期生分納者】
教育費納入期限

○【前期生】休学在
籍料納入期限

春
期
・
前
期
メ
デ
ィ
ア
Ⓢ

リ
ポ
ー
ト
受
付
期
間
・

6
月
Ⓣ
Ⓜ
登
録
受
付
期
間

4/28
○【前期生】休学願

郵送受付締切

リ
ポ
ー
ト
受
付
期
間
・
6
月
Ⓣ
Ⓜ
登
録
受
付
期
間

春
期
・
前
期
メ
デ
ィ
ア
Ⓢ

リ
ポ
ー
ト
受
付
期
間

ゴ
ー
ル
デ
ン 

ウ
ィ
ー
ク
Ⓢ

大
阪
市
Ⓢ

キリトリ✂

単位修得試験登録票（メディアスクーリング試験登録票）〔ハガキ〕での登録方法

•  単位修得試験（メディアスクーリング試験）の試験登録は Web 学習サービスからの登録を推奨しています。
•  Web 学習サービスでの試験登録以外に、単位修得試験登録票（メディアスクーリング試験登録票）〔ハガキ〕

での登録も可能です。
•  各回の試験登録期間内（登録期間は［『学習のしおり』▶ 「単位修得試験・メディアスクーリング試験登録

締切日一覧」］を参照）に、受験科目および受験会場を登録してください。
•  単位修得試験登録票（メディアスクーリング試験登録票）［ハガキ］で提出される場合は、下記登録票に必

要事項を記入のうえ切り取り、郵送（郵送の場合は郵便ハガキに貼付し）または大学設置の提出箱に投函し
てください（提出箱はボアソナード・タワー門外にあります (『学習のしおり』「市ケ谷キャンパス案内図」
を参照）。

•  記入例は前ページを確認してください。
•  郵送の場合は、締切日必着です。日程に余裕をもって郵送してください。なお、郵便上のトラブルが原因で

も締切日までに届かない場合は無効となります。
•  提出箱への投函は、締切日 16：00 まで（厳守）です（提出箱はボアソナード・タワー門外にあるため、

試験登録期間内であれば何時でも提出可能です）。
•  通信教育部事務室窓口や、単位修得試験会場では受け付けません。
•  このお知らせは『法政通信』2 月号、3 月号、4 月号、10・11 月号で掲載予定です。登録票が不足する場合、

コピーをして利用してください。

【郵送先】
〒 102-8445
東京都千代田区富士見 2-17-1
法政大学通信教育部
｢ 通信教育課学生担当 ｣ 宛

※ 大学設置の提出箱に投函する場合は、郵便ハガキに
貼付する必要はありません。

※  2022 年度以前に使用していた単位修得試験登録票
もお使いいただけます。
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法政通信4月号 （非売品）
編集兼発行者 前杢　英明
発行所 法政大学通信教育部
　　　　　　 東京都千代田区富士見 2-17-1
印刷所 株式会社　エイチ・ユー

● 特集 2023 年度前期新入生を迎えて
 （通信教育部長  前杢 英明）

● 学習ガイダンスのお知らせ

● 4月・5月のリポート提出の締切・
 5月・6月の試験日程

● スクーリング（仙台・前期週末・春期）

4
2023

Topics

（市ヶ谷キャンパス ボアソナード・タワー）
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